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　寒さもいよいよ本格化を見せ始めた十一月の中ちゆう旬じゆん。

　放課後の教室で、俺は胡桃くるみさんに提案した。

「胡桃くるみさん！　よかったら今日勉強して帰らない？」

「勉強？」

　キョトンとした表情で胡桃くるみさんは小首を傾かしげる。

　相も変わらず一挙手一投足が可か愛わいらしい人である。

　十月末に虐いじめを受けて自殺しようとしていた彼女、古こ賀が胡桃くるみさんに『セックスしよう！』と提案してからしばらく。彼女の家にお泊とまりして仲良く泥でい酔すいしたり、我が家にお招きして未来の妹を紹しよう介かいしたりと、紆う余よ曲きよく折せつの後に俺たちは交際を始めた。

　それから約二週間が経たつが、俺の中にある胡桃くるみさんへの愛は日に日に増すばかり。

「そそ、ほらもうすぐ期末テストだしさ。二人でいちゃいちゃと愛を語らい合いながら勉学に励はげもうと思ってさ。もちろん下心なんてないよ」

「そんなこと言ってる時点で下心しか感じられないんだけど!?」

　はぁ、と呆あきれたように嘆たん息そくする胡桃くるみさんは今日も今日とて美しい。

　流りゆう麗れいな長い黒くろ髪かみは毛先まで手入れが行き届き、絹のような肌はだはシミ一つ見受けられない。

　大人びた顔立ちは同級生とは思えないほど美しく、相も変わらぬ綺き麗れいなスタイルは、元モデルの貫かん録ろくを見せつけていた。

　そんな彼女は学校のブレザーに黒タイツ。

　加えて今日に至っては首にマフラーを巻いていた。

　寒さの影えい響きようか。赤いチェックの可か愛わいいやつである。

　本日も最低気温を更こう新しんしており、徐じよ々じよにオシャレになる胡桃くるみさんに俺の目はくぎ付けだ。

「それは仕方がない。俺は胡桃くるみさんを愛しているからね。頭のてっぺんから足の先まで、性格も仕草も、何もかもに俺は夢中なんだ！」

「ばっ──もう！　人前でそういうのはやめてって言ったでしょ！」

　ぷりぷりと怒おこりながら注意する胡桃くるみさん。

　教室にはまだ半数ほど生徒が残っていたので、恥はずかしがるのも無理はない。

　特に胡桃くるみさんはＴＰＯを大事にするので、その思いも倍プッシュであろう。

「これは失礼。……それで、勉強はどうかな？」

「へ、変なことしないなら別にいいわよ。どこでするの？」

「俺の家？」

「変なことしかするつもりないでしょ!?」

　正解である。

「じゃあファミレスとか？」

「人が多いと集中できないのよね」

　それはなんとなくわかる気がする。気が散って仕方ないよね。

「それじゃあ──」

　俺は逡しゆん巡じゆんしたのち、とある場所を提案した。
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　静かな校舎を二人で並んで歩く。

　テスト期間前ということもあり、現在すべての部活動が禁止されていた。教室に残って勉強している者もいくらかいるが、大半の生徒は帰宅したり場所を移したりして勉強に励はげんでいるようだ。

　そんな中、俺たちがやってきたのは静かな校舎の中でも特に静かな隅すみの隅すみにある一室。

　古めかしい引き戸に掛かけられたプレートには『図書室』の文字。

「何気にここに来たの初めてね」

「そうなの？」

「普ふ段だん本とか読まないし、それに初めての場所に一人で行くのは苦手なのよ」

　それはまぁ、なんとなくわかる。結構勇気いるよね。

　なんてことを話しつつ扉とびらを開けると、本特有の渋しぶい匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

　あれだ、トイレに行きたくなる匂においである。本屋でも同じ匂においがする。

　室内に他の生徒の姿はなく、平素なら常じよう駐ちゆうしているはずの図書委員の姿もない。

　テスト期間前ということで委員会自体がお休みなのだろう。

　そんな図書室内は舞まい上あがった埃ほこりが夕焼けに照らされて、どこか幻げん想そう的てきに揺ゆらめいていた。

　つまるところ──。

「二人っきりだね」

「へ、変態っ」

「いやいや、恋こい仲なかの男女が二人きり。静かな空間で他に何をすると言うんだ！」

「勉強」

　ぐうの音も出ないんだなぁ、これが。

　肩かたを落とす俺を放置して胡桃くるみさんは窓まど際ぎわの席に腰こしを下ろし、勉強の準備を始めた。

　仕方がないので俺も彼女の隣となりに腰こしを落ち着け、椅い子すを持ち上げ、少し近付く。

「よいしょ、と」

「ちょっと？　近くない？」

「むしろ遠いぐらいだよ」

「いったいどれだけ近付きたいの!?」

「できる事なら膝ひざの上に座ってもらい、後ろから手取り足取りと……」

「馬鹿じゃないの!?」

「だからこれから勉強するんじゃないか」

「それ以前の問題でしょ」

　否定できない。

「あー、もうっ、馬鹿なことしてないで勉強するわよっ！」

　そうしてすっかり勉強モードになった胡桃くるみさん。

　どうやらこれ以上は相手にしてくれないらしい。

　個人的にはもう少し雑談していたかったが、仕方がない。

　もともと勉強するためにここに来たのだから。

　それじゃあ俺も始めますか、と意気込んで勉強の準備を終えたところで、ふと胡桃くるみさんがカバンから何かを取り出した。何だろうかと視線を向けて──

「胡桃くるみさんそれって──わひゃああああああっ！」
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　素すっ頓とん狂きような声を上げてしまうのも無理はなかった。

　何しろ彼女が取り出したのは、メガネと呼ばれる素す敵てきアイテムだったのだから。

「な、なに!?」

「か、かわわわ、かわいい！　すごく似合ってる！　やばっ、いつもの雰ふん囲い気きも大好きだけどメガネを掛かけた理知的な胡桃くるみさんマジラブ！　えっ、超ちようかわいいんだけど!?　どうしたのそれ！」

　胡桃くるみさんのメガネ姿に思わずギャルみたいな反応をしてしまった。

　けれど仕方がない。それほどまでに似合っていたのだから。

　全体的に丸みを帯びた楕だ円えん形けいのデザインは、オシャレさんが掛かけていそうなイメージの物。

　色はおとなしい黒で、レンズの奥に若じやつ干かんゆがみがあることから伊だ達てメガネではなさそうだ。

「そ、その、実は最近ゲームのし過ぎで少し視力が落ちちゃったみたいで……それで昨日買ったんだけど……どうかな？」

「さっきも言ったけど、本当にかわいいよ！」

「ん。……ありがと」

　胡桃くるみさんはどこかくすぐったそうに、だけど確かに口元に笑えみを湛たたえて頷うなずいた。

「あと好きだよ！」

「し、知ってるわよ、ばか！　……そ、それもありがとっ」

　顔を僅わずかに上気させつつ、早口に感謝を述べる胡桃くるみさん。

　そんな彼女を見て思わず抱だきしめてしまうのは、これまた仕方のない事であった。
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「はぁ～、さむっ」

　手に息を吐はきかけ、身を縮こまらせる胡桃くるみさんはまるで小動物のよう。

　あれからは真面目に二時間ほど勉強して、現在時刻は午後六時を五分ほど過ぎた頃ころ。

　辺りはとっぷり夜の帳とばりに包まれており、同時に気温もググっと低下した。

　正直そろそろ学校に防寒具を纏まとって登校してもよい頃ころ合あい。

　一つのマフラーを二人で使う的なアレとか超ちよう絶ぜつしてみたい、なんて妄もう想そうしつつ、俺は昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえて胡桃くるみさんと並んで帰路に就つく。

　何気なく見上げた夜空は晴れており、星を消し去るほどの光量で満月が輝かがやいていた。

「テストは大だい丈じよ夫うぶそう？」

「胡桃くるみさんに教えてもらったからね！　恥はずかしい結果は見せないよ！　胡桃くるみさんは？」

「まぁ、私も頑がん張ばりたい……かな？」

「がんばりたい？」

　少々ニュアンスが違ちがう気がして小首を傾かしげると、胡桃くるみさんは僅わずかに言いい淀よどむ。

「ま、まぁ、その……あんたって、大学とか、どうする？」

「一応行くつもりで考えてるけど……え？　なんで大学の話？」

「……つ、つまりは、その……い、一いつ緒しよの大学、行けたらいいね、ってそういう話」

　月光が照らす帰り道は、恥はずかしそうに口元を手で隠かくす胡桃くるみさんを色いろ濃こく映し出していた。

　彼女はこちらの様子が気になるのか、ちらちらと時たま視線をよこしている。

　そんないじらしい姿に俺はと言うと──。

「……な、なるほど」

「照れてる？」

「むしろ照れないわけがないんだけど!?　さて、市役所の窓口は何時までだったかな？」

「取りに行ってもまだ書けないから」

「ぐぬぬっ」

　逃にげ道みちをふさがれてしまった。

「ふふ、ほんとバカなんだからっ」

　俺の様子がよほど面おも白しろかったのか、胡桃くるみさんはそう言って笑えみをこぼした。……かわいい。

　それからしばらく二人で話しながら歩いていると、駅が見えてきたタイミングで胡桃くるみさんが切り出した。

「そう言えば、テストが終わればもうすぐね」

　漠ばく然ぜんとした内容であるが、胡桃くるみさんラバーの俺はすぐに察する。

「確か二泊三日の京都だっけ？」

「そう。……楽しみ」

「俺も楽しみだよ、新しん婚こん旅行」

「新しん婚こん旅行じゃないから」

「そうだね、婚こん前ぜん旅行だね！」

「修学旅行よっ！」

　はぁ、とあきれた風にため息をつく胡桃くるみさん。

　しかしその瞳ひとみはすぐに期待に満ちたものに染まる。

　──修学旅行。

　それは花の高校生活においても五指には入るであろうビッグイベントだ。

　我らの高校においてもそれは同様で、期末テストの後に控ひかえている。

「それにしても京都かぁ。綺き麗れいな場所が多いってイメージがあるね」

　寺社仏閣・古都京都。伝統ある日本家屋の立ち並ぶ『和』が脳のう裏りに過よぎる。

　それは胡桃くるみさんも同じなようで、鼻息荒あらく口を開いた。

「そ、そう！　有名どころだと清きよ水みず寺でらに金きん閣かく寺じ、銀ぎん閣かく寺じ！　個人的にはわびさびが強く感じられる銀ぎん閣かく寺じの方が好きなんだけど、金きん閣かく寺じにもそれはそれで強い魅み力りよくがあって……あとは嵐あらし山やま！　渡と月げつ橋きよう！　竹ちく林りんの小こ径みち！　ほ、他にも──はっ!?　……ん、んんっ！　おほんっ」

　怒ど濤とうのマシンガントークに思わず目を丸くしていると、胡桃くるみさんは咳せき払ばらいを一つ。

　若じやつ干かん恥はずかしそうに深呼吸してから気を落ち着けていた。

　それにしてもこれほどテンションの上がった胡桃くるみさんは初めて見た。綺き麗れいな景色が好きだというのは知っていたけど、まさかこれほどとは。

　彼女の意外な一面に、俺の愛は燃え上がる一方である。

　もっといろんな胡桃くるみさんを見せて欲しいぜ。

「すごく楽しみだね！」

「……っあ、その」

「？　どうかした？」

　ふと何かを言いたげに口をぱくぱくさせる胡桃くるみさん。

　焦あせらせないようにゆっくり待つと、彼女は意を決したように息を吸い込んで、告げた。

「そ、それからっ──あ、あんたが居るからっ！　あ、あんたと……か、彼かれ氏しと一いつ緒しよだからっ！　そ、それが何よりも、楽しみ……」

　最後は消え入りそうな声で、しかししっかりと伝える胡桃くるみさん。

　顔は耳まで真っ赤に染まっており、慌あわてて隠かくすように両手で覆おおう。

　そんな彼女の様子に、もうすぐ冬だというのに全身が熱くなる。

　胸中で彼女への想おもいがぐるぐる廻まわり、思わず昇しよう天てんしてしまいそうな錯さつ覚かくを覚え、俺はこの感かん極きわまった想おもいを真正面から胡桃くるみさんに伝えた。

「俺も楽しみだよ、新しん婚こん旅行！」

「だから修学旅行！」
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　はてさて、時が過ぎるのも早いものである。

　期末テストも恙つつがなく終しゆう了りようし、返へん却きやくされた点数にこっそりガッツポーズを決めた翌日。

　俺は斜ななめ後うしろの席に座る胡桃くるみさんに、とあることを尋たずねた。

「お土産みやげは食べ物がいいか、それとも何かしら形に残る物がいいのか……胡桃くるみさんはどっちがいいと思う？」

「い、いきなり何の話？」

「実は霞かすみにお土産みやげは何がいいかって聞いたら、任せるって言われちゃってさ……何がいいのかと困ってるんだよね」

「霞かすみちゃんに、か……」

　うーん、と小首を傾かしげて悩なやみだす姿にときめきを感じつつ、俺は昨日のことを思い出す。

　テスト返へん却きやくも終わり、いよいよ修学旅行が近づいてきたこともあって、風ふ呂ろ上あがりのマイシスター霞かすみに『お土産みやげは何がいい？』と尋たずねたのである。

　これに対して霞かすみは『兄貴のセンスに任せる』と口にした。

『兄貴に任せる』でも『何でもいい』でもない。

『センス』に任されてしまった。

　──んなもんねーよ、というのが本音であるが、彼女には胡桃くるみさんのことで色々とお世話になっている。できれば喜んでもらいたいのが兄心というものだ。

　しかしセンスなど、ないものはない。

　個人的には食べ物がいいだろうか？　と考えているが、相手は妹とは言え女の子。

　というわけで同じ女性である胡桃くるみさんに尋たずねた次し第だいである。

「何だろ、ぱっとは思いつかないかも……調しらべちゃんならお土産みやげは何がいい？」

　しばし悩なやんだ末、胡桃くるみさんは前に座る金きん髪ぱつの少女に話しかけた。

　長い金きん髪ぱつと豊満な胸を持つ彼女──小お倉ぐらは、胡桃くるみさんの問いに驚おどろき半分喜び半分といった様相で振ふり返かえると、爛らん漫まんたる笑えみを浮うかべて答えた。

「な、何かなっ!?　胡桃くるみちゃんから貰もらえるものなら何でも嬉うれしいよ！」

　一いつ瞬しゆん、忠犬の如ごとくぶんぶんと振ふり回まわすしっぽを幻げん視ししてしまう。

「あ、いや、私じゃなくて──」

「俺の妹の話だ」

　胡桃くるみさんの言葉の続きを口にすると、小お倉ぐらは意外そうなものを見る目で見つめてきた。

「……へぇ、あんた妹居たんだ」

「なんだよ」

「別に？　いくつ？」

「…………中三」

「なんで言いい渋しぶるのよ」

　それは仕方がない。

　前より落ち着いたとはいえ、それでも小お倉ぐらに対して素す直なおに接するのはいまだ強い抵てい抗こうを覚えてしまう。こればっかりはどうしようもない。

　そんなこちらを無視して、小お倉ぐらは顎あごに手を当て胡桃くるみさんに向き直る。

「中三かー。そうだね……。まぁ、私はその霞かすみって子に会ったことないから何とも言えないけど、でも修学旅行って言っても行き先は京都だし、そこまでこだわる必要はないんじゃないかな？」

「確かに……同じ日本だしね」

「そうそう、普ふ通つうな感じでいいと思うけど」

「そ、それで言うなら……お菓か子しとか、かな？　京都だったら抹まつ茶ちやとか有名じゃない？」

「確かに！　あとは生なま八やツ橋はし？　お菓か子し以外だと……あぶらとり紙とか」

「あー、それもいいかも！　他には──」

　やがて二人で話に花を咲さかせる胡桃くるみさんと小お倉ぐら。

　気付けば蚊か帳やの外である。

　ぽつねんとした状じよう況きように少なくない寂さびしさを覚えるも、二人のやり取りを見ているとだいぶ打ち解けてきたなと、ふとそんなことを思った。

　小お倉ぐら調しらべ──かつて胡桃くるみさんを虐いじめていた彼女であるが、約二週間前のある日、クラスメイトの何気ない言葉によって彼女はクラス中から悪意を向けられていたところを、胡桃くるみさんに助けられた。小お倉ぐらは謝罪し、胡桃くるみさんはそれを受け入れ──それ以降、二人の関係は日ごとに親密になっていた。

　最近は休み時間に話していることも多いし、何より胡桃くるみさんが笑え顔がおを見せることが多くなっていて大変喜ばしい事である。

　それもこれも胡桃くるみさんの海より広い心のおかげなのか、それとも小お倉ぐらのコミュ力がなせる業わざなのか。

　判断はつかないが、あの日──クラスに蔓まん延えんした悪意ある空気から胡桃くるみさんが小お倉ぐらを救ってからというもの、すべてが良好な方へ進んでいるのは間ま違ちがいなかった。

「胡桃くるみちゃんっ、修学旅行では一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうね！　背中流してあげるから！」

「えぇ～、そんないいよ～」

　……が、それとこれとは別問題。

「ん、んんっ！　おほん！　胡桃くるみさん？　最初に相談したのは俺なんだけど？」

　デレデレする小お倉ぐらとまんざらでもない胡桃くるみさんに俺は咳せき払ばらいして割り込ませていただく。

　百ゆ合りの間に挟はさまる男は死し滅めつして欲しいが、胡桃くるみさんは俺の彼女なのでセーフ。

「そ、そうだった！」

　本気で忘れていたのか慌あわてる胡桃くるみさんに、思わずしょげていると。

「……ふへ」

　小お倉ぐらがこちらを見て口こう端たんを上げた。

「なんだよ」

「別になんでもないけど？　彼かれ氏しくん。……あっ、胡桃くるみちゃん！　ホテルでは布ふ団とん並べて寝ねようね♡」

　嫌いや味みのように彼かれ氏しの部分を強調した小お倉ぐらは、猫ねこなで声ごえで胡桃くるみさんに話しかける。

「……この泥どろ棒ぼう猫ねこめ。喧けん嘩か売ってるなら買うが？」

「きゃっ、助けて胡桃くるみちゃん！」

「あっ、ズルいぞ！」

　わざとらしく怯おびえてみせて胡桃くるみさんにすり寄る小お倉ぐらに、しかし当の本人は何ど処こか楽しそうにしつつも呆あきれた様子で、子供を𠮟しかるような優やさしい声こわ音ねで告げた。

「もう、調しらべちゃん。あんまり煽あおらないで！　あとあんたもいい加減汚きたない言葉を使わない！」

　……聖母かな？

　母性を醸かもし出だす胡桃くるみさんに、二人揃そろって元気に返事をするのであった。
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「おーい、そこのエスケープ三人組～」

　そんな感じで三人で修学旅行について話していると、ふと教きよう壇だんに立っていた担任教師である物もの部のべ先生から声がかけられた。

　因ちなみに、エスケープ三人組とは言わずもがな俺たちのことだ。

　彼は大きくため息をついて頭を搔かく。

「お前らなぁ……暇ひまなのはわかるが、一応お前らの班決めの最中なんだぞ？」

「いやぁ、だってすることないですし……」

「まぁ、そうなんだけどさぁ」

　困ったような表情を見せる物もの部のべ先生。

　というのも、実のところ現在は休み時間ではない。ＬＨＲロングホームルームの時間である。

　内容は修学旅行における自由行動時の班決め。

　四人一班、合計十班作ることになっている。

　ならどうしてこんなことになっているのか。答えは簡単である。

　大半の生徒が仲のいい者と班を形成していく中で、まず俺は胡桃くるみさんに求きゆう婚こんした。

　高校生活におけるビッグイベントを共に過ごさないなどありえないからな。

　こうして班の人数は二人。

　このまま二人きりの京都散策としゃれこみたいところだったが、そうは問屋が卸おろさない。

　ルールはルール。そこで胡桃くるみさんがハブられていた小お倉ぐらを誘さそった。

「修学旅行、一いつ緒しよに回らない？」

　と。

　これに対し小お倉ぐらは俺を一いち瞥べつ。渋しぶい顔を返すと、彼女は嬉き々きとして、

「行く行く～」

　と参加してきた。畜ちく生しようである。

　そうして形成されたのが元いじめられっ子に元いじめっ子、そして頭のおかしい変態で構成されたエスケープ三人組である。

　教室内ではこれ以上なく浮ういた存在であり、近ちか寄より難がたいというか触さわらぬ神に祟たたりなしを地で行く存在に、残りの一枠わくがエンプティ。結果としてクラス内で残りの一人を誰だれにするかという、俺たちを中心とした俺たち以外の話し合いが現在進行形で開かい催さい中ちゆうというわけだった。

　まぁ、好き好んで入りたいと思う者はいないだろう。

　居たらきっとマゾヒストに違ちがいない。

　なんて失礼なことを考えていると、ふとクラスメイト達の中から手が挙がった。

「んじゃ、俺行くわ」

　飄ひよう々ひようとした態度で、しかしはっきりと宣言した彼は俺の唯ゆい一いつの友人にしてサッカー部のイケメン、桐きり島しまくんだった。

　俺や胡桃くるみさんが困っていた時には何かと裏で相談に乗ってくれる最高の友人であるのだけど、この行動はいささか彼らしくない。何しろ普ふ段だんの彼は、あくまでも裏で気にかけてくれるだけで、表で絡からんでくれることはほとんどないのだから。

　しかしそれが悪いとは思わない。

　彼には彼の青春があり、それを放ほう棄きする必要などないのだから。

「えぇー、桐きり島しま抜ぬけんのかよー」

「マジかー」

　元々同じ班員だったのだろう生徒たちから非難を受ける桐きり島しまくん。

　だけど彼は「わりーな」とだけ告げて、物もの部のべ先生に班移動を願い出て、俺たちの方へとやって来た。

「うっす。よろしくな、ヤバ宮みやくん」

　そんな非常に不ふ名めい誉よなあだ名を考えた彼は、特に気にした様子もなくニッと笑う。

「……いいの？」

「……何が？　俺はお前らと組んで修学旅行回りたいって思ったから入るだけだぜ？」

　爽さわやかに答える彼と一いつ瞬しゆん見つめ合う。相手の真意を探さぐるように。

　すると彼は再度苦く笑しよう。あまり探さぐってほしくないのだろう。

　普ふ段だん隠かくし事ごとをするタイプではないので、やはり彼らしくない行動に違い和わ感かんを覚える。

　が、しかし。それはそれとして個人的にはこれ以上ない人選には違ちがいない。

　探さぐってほしくないのなら探さぐらないのも親友というもの。

「ありがとう、桐きり島しまくんは最高の親友だよ！」

　感謝の言葉を告げると、彼は苦く笑しようを浮うかべたまま、

「あぁ、そうなりたいよ。俺は」

　と誰だれにも聞かせるつもりのないほどの声量で呟つぶやいた。

　まぁ、俺の耳は最強なので一字一句聞き届けてしまうのだが。

「それでは、当日はこの班で回ってもらうことになるから！　残りの時間は各おの々おの行きたい場所を話し合って決めるようにー」

　間延びした物もの部のべ先生の声に、クラスメイト達がそれぞれ話し合いを再開する。

　桐きり島しまくんのことは気になるが、今は置いておくとしよう。

　俺は気を取り直し、桐きり島しまくんに人見知りを発動させていた愛くるしい胡桃くるみさんに尋たずねた。

「さて、京都のどこで式を挙げるかって話だっけ？」

「観光の計画を練るのよっ！」
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　私、古こ賀が胡桃くるみはベッドの上で横になる。

　時間はあっという間に過ぎるもので、もう修学旅行の前日。

　明日からは待ち望んでいた二泊三日の旅行が始まる。

　そんな中、思い起こすのは先日の出来事だった。

　一いつ瞬しゆんどうなるかと思ったけど、無事にあいつと──き、貴き一いちと同じ班になることが出来た。

「……ふふっ」

　自然と笑えみがこぼれてしまう。

　あいつが現れてからだけど、特に最近は多い気がする。

　理由の大半はあの頭のおかしい彼かれ氏しだけれど、それだけじゃない。

　小お倉ぐら調しらべちゃん……私にとってはいろいろと因いん縁ねんと言うか、確かく執しつのようなものがあった彼女だけど、最近は一いつ緒しよに居て本当に楽しいと感じる。

　やっぱり、同性の友達と遊ぶのはあいつとは別の楽しさがあったりするのね。

　同性の友達と言えば霞かすみちゃんもそうだけど、彼女の場合はどちらかと言うと妹のような感覚で接してしまう。

「まぁ、結けつ婚こんしたら本当に妹なんだけど……。…………っ!?」

　ぼそりと呟つぶやいて、瞬しゆん間かん顔に熱が昇のぼるのを感じた。

（な、なに恥はずかしいことを独り呟つぶやいているのっ!?）

　堪たまらず枕まくらを抱だきしめてもだえ苦しむ。

　い、いけない！

　近頃本格的に貴き一いちのおかしさが伝でん染せんしてきた気がする。

　べ、別に悪い気分ではないけれど……あぁ、ぐぅ……。

　茹うだった頭で部屋の電灯を眺ながめ、茫ぼう然ぜんと思う。

（…………笠かさ宮みや胡桃くるみ、か……）

　──はっ！

「ば、馬鹿じゃないのっ!?　はっず！　あぁぁあああああっ！」

　顔が熱い。

　自分でも辟へき易えきするほど浮うかれ過すぎだ。

　恥はずかしさのあまり顔を枕まくらにうずめて、気を落ち着かせる。

　そう言えばこのベッドであいつと寝ねたんだっけ。

「……」

　ま、また泊とまりに来ないかな。

　って、別にムラムラしてるわけではないけども。

　確かに、そういうことをしたいと思うこともあるけど、でもそれはそれとして一いつ緒しよに居たいと、純じゆん粋すいな気持ちでそう思っているだけで……いったい誰だれに言い訳しているというのか。

「……はぁ。お風ふ呂ろ行こ」

　ベッドの上で悶もだえたこともあり、服の下はじんわりと汗あせばんでいた。

　お風ふ呂ろを準備して、さくっと入浴を済ませる。

　出てきて時計を見ると一時間も経たっていた。

　季節的にもうすぐ冬である。

　末まつ端たん冷ひえ性しようの身としては、どうしても長湯してしまうのだ。

「ふぅ……」

　お風ふ呂ろ上あがりにココアをごくり。

　温まった後も温かい飲み物がいい、すっかりそんな季節。

　明日の朝は早い。湯冷めする前にさっさと寝ねてしまおう。

　そう考えて就しゆう寝しんの準備を行おうとして──不意に電話がかかってきた。

「もぅ、だれ？」

　少し前なら着信音が鳴るだけで初めて鏡を見た猫ねこのようになっていたけれど、最近では貴き一いちや調しらべちゃんからよく電話を貰もらうのですっかり慣れたものだ。

　まぁ、その二人以外、私の連れん絡らく先さきを知らないのだけど。

　私は発信元も碌ろくに確かく認にんせず、電話を取った。

「もしもし？」

「……もしもし、俺だ」

　常じよう套とう句くを口にすると、返ってきたのは貴き一いちでも調しらべちゃんの声でもなかった。

　それは、どこか懐なつかしさすら覚える男性の声。

　瞬しゆん間かん──全身が粟あわ立だつのがわかった。

　身体からだがこわばる。

（……なんで、どうして？）

　いや、別に不思議なんかじゃない。

　この人が電話をかけてくるのは、何も不思議な事なんかじゃない。

　むしろ今まで一本も電話がなかった方が不思議なくらいだった。

　そう、それは──




「……お父さん」




　約一年ぶりになる父からの電話だった。





☆






　父はこちらのことなど特に気にした様子もなく、あの日と──家を出て行く前と何ら変わらない態度で話し始めた。

「久しぶりだな胡桃くるみ。元気にしていたか？　あぁ、こちらは順調だ。学校の調子はどうだ？　何か困ったことは──いや、野や暮ぼな話だったな。お前のことだ。大たい抵ていのことは一人でこなしてしまうのだろう」

「──あっ、う、うん」

　口を挟はさむ間もなく、父は矢や継つぎ早ばやに言葉を口にする。

　相変わらず、である。

「だろうな。ところで、仕事はまだ休止中のままなのか？　続けるのもやめるのもお前の自由だが、どっちつかずの煮にえ切きらない状じよう態たいというのは先方に対して迷めい惑わくがかかる。出来るだけ早く身の振ふり方かたを決めろよ。……って、これも野や暮ぼな話か」

「……」

　能天気な声が電話越ごしに聞こえる。

　そう、これは別に緊きん張ちようするような電話ではない。

　血のつながった父との約一年ぶりの電話……ただ、それだけ。

　だというのに、私は言葉が喉のどにつっかえてうまく喋しやべれない。

　加えて、じくじくと胸中を暗いものが埋うめ尽つくしていくのを感じる。

　それはきっと、大変だった時期に一いつ切さい連れん絡らくをよこさなかったが故ゆえの不信。

（……切りたいな）

　そう思ってしまうのは、反はん抗こう期きだからではない。

　ただなんとなく……話していたくなかった。

「──るみ。胡桃くるみ！　……ちゃんと聞いているのか？」

「ご、ごめん。なんだっけ？」

「ったく、だから今度修学旅行でこっちに来るんだろ？」

（こっち……あぁ、そう言えばお父さんが今勤めているのは京都の方だっけ）

　ぼんやりと家族が離り散さんした時のことを思い出す。

　父は転勤のタイミングで家を出て行き、私もまた『出て行かないで』と私に依い存ぞんする母を置いて家を出た。それから父と会ったのは──否、連れん絡らくを取ったのはこの部屋を契けい約やくする時の一度だけ。

　できれば忘れたい記き憶おくだ。

　そんな私のことなど気にもせず、父は電話の向こうで言葉を続ける。

「それでさ、少し時間を作るから会って話をしないか？」

「……」

「あぁ、そうしよう。時間はまた追って伝えるから」

「…………」

　気が付くと電話は切れていた。

　会おう、との言葉に私は何と答えたのだろうか。

　ほとんど上の空で聞いていなかった。

　けれど、

「……っ」

　私は唇くちびるをかみしめ、そのままベッドにもそもそと潜もぐり込こむ。

　ぐちゃぐちゃの心を落ち着けるように枕まくらを抱だきしめると、瞼まぶたをぎゅっと閉じて久しぶりに現実逃とう避ひを行った。

　瞼まぶたの裏に映るのは、私の世界を華はなやかに染め上げてくれたあいつの姿。

（……貴き一いち）

　彼との幸せな出来事を脳のう裏りに描えがき、私は逃にげるように眠ねむりについた。
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「着き替がえよーし、忘れ物なーし。ふむ、完かん璧ぺきだな！」

　修学旅行当日の朝。

　現在時刻は午前六時。

　これから一度学校に集合し、そこからバスで新幹線の乗車駅へ向かうことになっている。

　着き替がえを詰つめ込こんだボストンバッグの最終チェックを行っていると、上階からマイシスターが姿を現した。

　そんな早朝のためか、現れた霞かすみは当然寝ね巻まき姿すがただった。

　髪かみはところどころ跳はねていて、彼女は眠ねむたげにあくびを嚙かみ殺ころしながらぼやく。

「もー、そんな子供じゃないんだからさぁ。兄貴は馬鹿なの？　……あっ、馬鹿だったか」

「開口一番、兄に対してなんてことを言うんだ」

　鋭するどい言葉を放った霞かすみはいたずら小こ僧ぞうのようにニヤッと笑えみを浮うかべる。

「それで、お土産みやげは何にするつもりなの？」

「あー、それなぁ。とりあえず向こうで色々見ながら考える方向で」

「ふーん。期待してる」

「お兄ちゃん困っちゃうよぅ」

「キモいんだけど」

　なんで朝から二度も罵ば倒とうを受けなきゃいけないんだ。

「んじゃ、そろそろ時間だから行ってくるわ」

「はいはい、行ってらっしゃい。あっ、あんまり羽は目めを外し過ぎて胡桃くるみさんとハメたりしないでね」

「ドギツイ下ネタ飛ばしてきたなぁ、おい」

　俺が言えた義理でもないが。

「まっ、何はともあれ楽しんでくれば？　お土産みやげだけじゃなくて土産みやげ話ばなしも期待してる」

「おう、任せとけ」

　靴くつを履はいて玄げん関かんから外に出る。

　空を見上げると本日は晴天なり。

　ふと振ふり返かえると、閉とじ掛かけの扉とびらの奥で霞かすみが壁かべに寄りかかって手を振ふっていた。

　その口元は僅わずかに動いて──。

『いってらっしゃい』

　兄に対して遠えん慮りよはないけれど、何だかんだで見送ってくれる妹。

　これはいい土産みやげを買って帰らねばならいな、なんて思いつつ、俺は学校へと向かった。
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　学校に向かう途と中ちゆう、いつものように駅で胡桃くるみさんと待ち合わせ。

　朝の通勤ラッシュの中で、しかしすぐに胡桃くるみさんの姿を発見した。

　今日も今日とて非常に愛らしい。

「おはよう胡桃くるみさん！　今日も可か愛わいい──って、どうかした？」

　声をかけた胡桃くるみさんは何ど処こか暗い表情を見せていた。

　つい昨日までは京都への修学旅行に、それはもうワクワクしていたというのに。

「べ、別になんでもないわよ」

「……それで俺の目を誤ご魔ま化かせるとでも？　いつも胡桃くるみさんのことしか見ていないから、様子がおかしいことぐらいわかるよ」

「……このすとーかー」

「否定できないっ！」

「そこはしてよ……もう」

　唇くちびるを尖とがらせて、ジト目でこちらを見つめてきたかと思えば、胡桃くるみさんは大きく息を吸い込んで吐はき出だした。

　それから一度ぎゅっと目を瞑つぶって頰ほおを叩たたくと、いつもの世界で一番かわいい笑えみを見せる。

「心配してくれてありがと。……でも、今は大だい丈じよ夫うぶだから」

「……ほんと？」

「信じてくれないわけ？」

　挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮うかべ、俺の胸むな板いたを指で突つっついてくる胡桃くるみさん。

　なにこれ、めちゃくちゃかわいいんですけど？

「俺は胡桃くるみさんを信じてるよ！　結けつ婚こんを誓ちかい合あったあの屋上の日よりも、ずっと前からね！」

　サムズアップと共に宣言すると、

「あの時はまだ誓ちかい合あってなかったと思うんだけどっ!?」

　顔を真っ赤にしてうがーっと反論してくる胡桃くるみさん。

　そんな彼女はすっかりいつもの胡桃くるみさんに戻もどっていた。
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　学校に到とう着ちやくするとバスの出発までまだ余よ裕ゆうがあった。

「ちょっとお手洗いに行ってくるから、荷物見てて」

　そう言って胡桃くるみさんは荷物を置いて校舎へと向かって行く。

　すると、入いれ替かわるように一人の少女が近づいてきた。

「はよ」

「おう」

　小お倉ぐらだ。

　いつにも増して眠ねむそうな彼女を見るに、朝が弱いのだろう。

　挨あい拶さつを交かわして以降は互たがいに無言となるが、それも仕方がない。

　俺にとって小お倉ぐらは、所いわ謂ゆる『彼女の友達』なのだから。

　胡桃くるみさんが戻もどってくるまでスマホで時間を潰つぶすかと考えていると、不意に小お倉ぐらが口を開いた。

「ねぇ、話あるんだけど。二人きりで」

「話だあ？」

　あまりいい雰ふん囲い気きではなさそう。

　しかも小お倉ぐらの大好きな胡桃くるみさんを除いて二人きりと来た。

　否いやが応おうでも訝いぶかしんでしまう。

　しかしそんな俺の疑念をよそに、小お倉ぐらはブレザーのポケットに手を突つっ込こみながら、目線を合わせることなく淡たん々たんと続ける。

「そう。だからさ、修学旅行中のどっかで時間作ってくれない？」

「修学旅行は常に胡桃くるみさんとイチャイチャしたいんだけど？」

「それは私もだけど……っ！　でも──」

　彼女は一度言葉を区切ると、ポケットから手を出す。

　そして今度は俺を真正面から見つめながら、告げた。

「お願い」

「あ、あぁ……わかったよ」

　その真しん剣けんな声こわ音ねに、俺は首しゆ肯こうを返すのだった。

「おまたせー」

　そこに胡桃くるみさんが戻もどってくる。

「「全然待ってないよっ!!」」

　瞬しゆん間かん、先ほどの空気などどこへやら。

　腹が立つことに小お倉ぐらと言葉がかぶってしまった。

「おーっす、お前らー、おはよー……って、いったい何があったんだ？」

　次いで小走りでやって来た桐きり島しまくんは、メンチを切り合う俺と小お倉ぐら、それを見てオロオロする胡桃くるみさんに対して、そうこぼすのだった。

　兎とにも角かくにも修学旅行の始まりである。
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　──ここが天国なのだろうか？




　俺は隣となりで肩かたに頭を乗せて寝ね息いきを立てる胡桃くるみさんを見て、そう思った。

　場所は京都へ向かう新幹線の中。昨夜あまり眠ねむれなかったのか、乗車して数分後には胡桃くるみさんは夢の世界へと旅立たれてしまった。

（眠ねむれなかったのは、今朝様子がおかしかったのと何か関係があるのか……）

　ぼんやりと考えてみるけれど分からない。

　胡桃くるみさんは大だい丈じよ夫うぶと言っていたけれど、やはり心配なものは心配だ。

　修学旅行中は注視しておこう。……いつものことだな。

　それにしてもすやすやと聞こえる寝ね息いきが非常にかわいらしい。というより愛らしい。

　ちらりと顔を覗のぞき込こめばみずみずしい唇くちびるが視界に入って──あー、キスしたい。何なら途と中ちゆう下車して近くのラブホテルに連れ込みたい。

　邪よこしまにもほどがある下心を抱いだきつつ、しかしさすがに自重。

　瞬しゆん間かん、胡桃くるみさんの身体からだが一いつ瞬しゆんビクッとはねた。

　うたた寝ね中になるあれだろうか。可か愛わいいな。

「んむ……もぅ、ヤバ宮みやくんの、へんたい……」

「夢の中で何が行われているというのだ」

「そ、そういうのは二人の時に……むにゃむにゃ」

　本当に何が行われてるんだ!?

　非常に気になるけれど、騒さわいで起こしてしまうのも忍しのびない。

　俺は京都までの数時間、動かざること山のごとしと言わんばかりに胡桃くるみさんの枕まくらに徹てつするのだった。一回だけ頰ほっぺたを突つっついたのは秘密である。

　柔やわらかかった。
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　そうして新幹線に揺ゆられること約二時間。

　京都駅に到とう着ちやくした我々は、クラス別に観光バスに乗り込んだ。

　この修学旅行──二泊三日の予定は次の通りとなっている。

　一日目にクラス単位で観光地を散策し、夕方ホテルへ移動。

　二日目・三日目が、先日決めた班別での自由行動。

　そして一日目である本日──俺たちのクラスが最初に向かったのは、

「──ここが清きよ水みず寺でら」

　京都でも一、二を争うレベルの名所、清きよ水みず寺でらだった。

　雲一つない快晴の下、正面には赤くてでっかい門があった。

　これが入口なのだろう。

　写真やテレビなんかでは何度も見たことがあるが、実際に来たのは初めて。

　正直あまり寺社仏閣には興味がなかったけれど、さすがに本物を目の前にすれば興奮してしまう。門前からでも目を惹ひかれるものがあった。

「まさに圧巻って感じだね、胡桃くるみさん！」

　なのでその感動を胡桃くるみさんと共有させていただく。

　バスを降りてから隣となりで目を見開いて微び動どうだにしていなかった彼女は、しかし俺の声こえ掛かけにピクリと身体からだを動かして、頰ほおを上気させつつ興奮した様子で口を開いた。

「ほ、ほんとに、ほんとにすごい綺き麗れい……！　死ななくてよかったぁ！」

「重い重い」

「み、見て見てっ！　あの正面に見えるのが仁に王おう門もん！　高さは十四メートルもあって中には二体の仁に王おう像ぞうが両りよう脇わきに構えているのよ！　そこを潜くぐり抜ぬけると右手には西にし門もんがあって、その先には随ずい求ぐ堂どうって呼ばれる──」

「……」

　めっちゃ早口だった。

　思わず俺が黙だまってしまうほどの速さで、胡桃くるみさんは清きよ水みず寺でらについて熱弁を始める。

　ちらりと先ほど手に入れた清きよ水みず寺でらの観光マップを見てみると、すごい全部あってるよ。

　まさか胡桃くるみさんの景色好きがここまでとは。

「そ、それでね！　その先に今度は轟とどろき門もんって呼ばれる門があって、そこを抜ぬけると一番有名なあの清きよ水みずの舞ぶ台たいが──」

「おーい、お前らー。はぐれねーようにちゃんとついて来いよー」

　熱弁を続ける胡桃くるみさんに、中に入るため仁に王おう門もんへと向かっていく物もの部のべ先生が声をかけるが聞こえている様子はない。それほどまでに興奮しているのだろう。

　愛する彼女の意外な一面を知ってしまって役得。

「でね、でねっ──」

　結果、とり残されたのは興奮する胡桃くるみさんと俺──それと、

「く、胡桃くるみちゃん！　とりあえず先に行こ！　このままだと取り残されて入れなくなるよ！」

「──ハッ！　あっ、ご、ごめんね！　なんか、抑おさえらんなくて……っ」

　恥はずかしそうにしながら赤くなった頰ほおを手で扇あおぐ胡桃くるみさん。

　決して中に入れないということはないだろうが、入場券的なやつは学校がまとめて買っているだろうから、一いつ緒しよに行動しなければ自費になってしまう。

　胡桃くるみさんはこの場に残っていた俺と小お倉ぐら、そして苦く笑しようを浮うかべて傍ぼう観かんしていた桐きり島しまくんに頭を下げつつ、てててっ、と物もの部のべ先生やクラスメイト達の後を追い始めた。

　若じやつ干かん早足なところに入れなかったらどうしよう、という焦あせりを感じられてとても愛らしい。

「胡桃くるみちゃんって、あんなにはっちゃけることあるんだね」

「マジで可か愛わいいよな」

「分かる」

　小お倉ぐらと『分かり』を共有してしまった。

「お前らいろいろとすげーよ」

　そんな俺たちをどこか呆あきれた目で見てくる桐きり島しまくん。

　別段何もすごくはないと思うのだが。

　三人並んで仁に王おう門もんへと歩いていると、不意に胡桃くるみさんが小走りで戻もどってきて──。

「は、早く行くわよ！」

　俺の手を摑つかんで引っ張った。

「ふ、二人もっ！　はっ、早くっ！」

　よほど楽しみにして来たのだろう。

　今度は俺たちも小走りで清きよ水みず寺でらに向かった。
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「大きいー！　ひろーいっ！」

　轟とどろき門もんを抜ぬけて清きよ水みずの舞ぶ台たいに到とう着ちやくするなり、テンションが振ふり切きれて子供のようにはしゃぐ胡桃くるみさん。せり出した舞ぶ台たいの方へと小走りで駆かけて行くと、手すりにもたれかかるようにして景色を一望していた。

　そんな彼女を眺ながめて思うことはただ一つ。

「胡桃くるみさんが可か愛わいすぎる」

「分かりみが深い」

「あれ俺の彼女なんだぜ？」

「羨うらやましすぎる。いや、マジで」

　小お倉ぐらとだべりつつ胡桃くるみさんへと近づくと、彼女もこちらに気付き、
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「んっ、んん！　……すごい綺き麗れいね」

　咳せき払ばらいを一つして落ち着きを取とり戻もどしながら、そう告げた。

「胡桃くるみさんの方が綺き麗れいだよ」

「……っ、あ、あんたはほんと突とつ然ぜんなんだから……ば、ばか！」

　いきなりで驚おどろいたのか、髪かみをいじって視線を京都の景色へと向ける胡桃くるみさん。

　そんな反応が可か愛わいくって仕方がない。

「ほんとにそのセリフ言うやつ居るんだ」

「何か言ったか？」

「別に～？　ねぇねぇ、胡桃くるみちゃん！　写真撮とろ！」

　俺の視線をかいくぐりスマホ片手に胡桃くるみさんに近付く小お倉ぐら。

　相変わらずの泥どろ棒ぼう猫ねこっぷりである。

　インカメで自じ撮どりを始める二人を眺ながめていると、隣となりに桐きり島しまくんが近付いてきた。

「何だかんだ、仲良くしてるんだな」

「あの二人はね」

「お前は？」

「……俺は、どうだろうな。わからん」

　きっとこの形が何よりもいいのだということはわかっている。胡桃くるみさんに新しい同性の友達が出来て、小お倉ぐらも以前のことを反省して自分を変えようとしている。

　あぁ、いいこと尽ずくめじゃないか。

　……だけど、俺の心の中に完全に許しきってもいいのだろうか、と靄もやのようなものが未いまだに存在するのも確かだった。外に出すつもりはないけどね。

「そう言えば、桐きり島しまくんは友達と回らなくてよかったの？」

　話題を変えるために今度はこちらから話を振ふる。

「って言うと？」

「だって今日は班行動じゃないからさ、他のクラスメイトと回らないのかなって。あぁ、邪じや魔まとかそういうことを言っているわけじゃないから」

「分かってるよ」

　慌あわてて付け足す俺に苦く笑しようを浮うかべた桐きり島しまくんは、ポケットに手を入れながら視線を前へと向ける。つられて見れば、楽しそうに写真を撮とる胡桃くるみさんと小お倉ぐらの姿。

「まぁ、なんだろうな。修学旅行はお前らと回りたいって、本当にただそれだけだ」

「そう」

「あぁ……って、俺のことはどうでもいいんだよ！　それよりお前は愛する彼女と写真撮とらなくていいのか？」

「──はっ！　そうだった！」

　桐きり島しまくんの言葉に慌あわてて、二人に近付く。

「胡桃くるみさん！　俺とも撮とろう！」

「あっ、う、うん。もちろん」

「じゃあ私も……」

　あさましくも割って入ろうとしてくる小お倉ぐらであるが、大親友の桐きり島しまくんがサクッと回収してくれた。本当に気が利きく友人だ。

　小お倉ぐらは彼の爪つめの垢あかを煎せんじて飲めばいいと思われる。

「お前はこっち。……ったく。んじゃ俺が撮とってやるよ。並べ～」

　スマホを掲かかげる桐きり島しまくんの言葉に甘えて、胡桃くるみさんの横に立って手を握にぎった。

「……ち、近いんだけど」

「俺と胡桃くるみさんの心の距きよ離りだよ！」

「重なり合ってるんだけど!?」

「そう、胡桃くるみさんとは身も心も重なり合いたいんだっ！」

「ちょっ、ほ、他の人も居るのに何言ってんのよ！」

「本心を言っている！　絶対にこの手は離はなさない！　一いつ生しよう涯がい隣となりに居てもらうから！」

「～～っ！　ば、バカバカ！　こんな外でそんな……」

　恥はずかしさのあまり手を離はなそうとする胡桃くるみさんであるが、ぎゅっと握にぎって引き寄せると、借りてきた猫ねこのようにおとなしく身を寄せてきた。

「もぅ……ほんと、バカなんだから……」

「胡桃くるみさん……」

　自然と胡桃くるみさんと見つめ合う。

　綺き麗れいな澄すんだ目に俺の顔が写っていて──。

「お前ら早くしろよ！」

「「ご、ごめん」」

　桐きり島しまくんの悲鳴にも近い絶ぜつ叫きようで、現実に引ひき戻もどされた。

　そう言えば写真を撮とる云うん々ぬんって話だったっけ。

　胡桃くるみさんがあまりにも魅み力りよく的てき過ぎてすっかり二人だけの世界に入っていた。

　胡桃くるみさんは真っ赤な顔をぱたぱたと手で扇あおぎつつ、大きく深呼吸。

　それから顔の火ほ照てりが取れるまで数十秒ほど待ってから、ようやく撮さつ影えいが完かん了りようした。

　確かく認にんすると自分で言うのもなんだが、微ほほ笑えましいカップルの写真に仕上がっていた。

　これは是ぜ非ひとも印刷して額がく縁ぶちに入れて飾かざろう。

　まだ修学旅行は始まったばかりにもかかわらず、俺は帰ってからのことを考えながら最高の一枚を撮さつ影えいしてくれたカメラマンに感謝を述べる。

「ありがとう！」

「俺、二度とカップルの写真は撮とらねぇ、二度とだ！」

　大事なことだから二回言っていた。いや、ごめんて。
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　清きよ水みずの舞ぶ台たいを通り過ぎると左手に地じ主しゆ神じん社じやと書かれた鳥居が現れた。

　なんでも縁えん結むすびの神様が祀まつられている神社だそう。

　これが胡桃くるみさんと知り合う前の俺ならば、それはもう無む縁えんもいいところの存在であったのだが、今は違ちがう。

　何なら縁えんはすでに結ばれているし解くつもりも毛頭ないけれど、胡桃くるみさんと恋れん愛あい成じよう就じゆの神社に参拝とか絶対楽しいに決まってる。むしろ神様に見せつけてみようじゃないか。

「胡桃くるみさん！」

「──わ、わかった！　わかったから変なことは言わないで！」

　こちらが何かを言うよりも早く、胡桃くるみさんは言葉を遮さえぎった。

　言葉を交かわすまでもなく以心伝心出来たことは非常に嬉うれしいけど、一体全体胡桃くるみさんの中で俺はどういう存在なのか。

　それほど変な言葉を投げかけているつもりはないのだが……。

　これは是ぜ非ひ一度、小一時間ほど密室で二人きりで問とい詰つめた方がいいかもしれない。

　もちろん他意しかない。

　胡桃くるみさんの許しが貰もらえたので一応同行者である小お倉ぐらと桐きり島しまくんにも尋たずねると「どうせ来たんだから行こう」と彼らからも許きよ諾だくを得られた。

　仮にも集団行動中だからね、こういうのは重要だ。

『地じ主しゆ神じん社じや』と書かれた大きな鳥居をくぐって石階段を上ると、朱しゆ色いろの本ほん殿でんが姿を現した。

　例によって胡桃くるみさんがキラキラと日朝ヒロインを応おう援えんする小学生のような目になっているが、可か愛わいいので写真を一枚。永久保存版だな。

　次に、手を清めてお賽さい銭せんを入れる。

　お参りは大切だ。

「胡桃くるみさんと一いつ生しよう涯がい寄より添そえますように。離はなれるつもりなんかないけど！」

「神様に何言ってるのよ」

「決意表明……的な？」

「それ合ってるの？」

「まぁ、間ま違ちがってはいないと思うよ。それに──」

「それに？」

「胡桃くるみさんとの縁えんは自分で結んでいきたいからね！　だから神様にはお力ちから添ぞえをいただくのではなく、生温かい目で未来のおしどり夫ふう婦ふを見守っていてもらいたいんだよ！」

「んなっ！　ばっ……な、なに言ってるのよ！」

「だから胡桃くるみさんを幸せにする決意表明だよ！　胡桃くるみさんは嫌いやだった？」

「……っ！　そ、その言い方ズルいのよ……！」

　そう言って胡桃くるみさんは再度お財さい布ふを取り出すと五円玉を投げ入れもう一度お参り。

「こいつと……き、貴き一いちと一いつ緒しよに居れます、ように……っ！　これでいいっ!?」

「胡桃くるみさん……っ！　大好きだ！」

「わっ、だ、だから人前でやめてってばぁ！」

　思いのままに抱だきしめると、胡桃くるみさんは顔を真っ赤にして叫さけぶのだった。

　ひとしきり愛を伝え、参拝を終えると──ふと、ある物が目に付いた。

「……『恋こい占うらないの石いし』？」

　それは本ほん殿でんの前に十メートルほどの間かん隔かくをあけておかれた二つの石である。

　近くの立て札に書かれた説明を読むと、一方の石から目を閉じてもう一方の石まで辿たどり着つければ恋こいの願いが叶かなう、というものらしい。

　一度で出来たら早く叶かなう、出来なければ遅おそくなる。

　友人の手を借りれば、恋こいの方でも友人の助けがいる、とつまりはそんな内容だった。

　なるほど。

「胡桃くるみさん！」

「──わかった！　わかったから変なことは言わないでっ！」

　だからどうしてそんなに警けい戒かいするのか。変なことなど言っていないのに。

　やはりここは一度問とい詰つめた方がいいかもしれない。

　もちろん二人きりで。
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　というわけで早さつ速そく『恋こい占うらないの石いし』に挑ちよう戦せんする。

　俺は一方の石の前に立ち、もう一方の石を見み据すえた。

　次いで、ぶつからないよう少し横にずれてこちらを見る三人──主に胡桃くるみさんを見つめて、

「絶対一回で成功させるから！」

「わ、わかったから大きな声で言わないで！　は、恥はずかしいっ」

　消え入りそうな声で真っ赤な顔をうつむける胡桃くるみさん。

　彼女の隣となりで小お倉ぐらがめちゃくちゃデレデレしていた。雌めす猫ねこめ。

　さて、さくっと終わらせるとしよう。

　観光地ということもあり他の観光客の視線を感じるが、緊きん張ちようなどはない。

　俺は目を瞑つぶると躊ちゆう躇ちよなくまっすぐ歩きだした。

　暗い視界の中を自らの心に従ってまっすぐ進み──、

「な、なんでっ!?」

　俺は胡桃くるみさんを抱だきしめた。……おや？

「俺の縁えんはすべて胡桃くるみさんに結ばれているということだね！」

「そういうのじゃないと思うんだけどっ!?」

「でも、現にこうして胡桃くるみさんにたどり着いたわけだし」

「め、目を開けてたんでしょ!?」

「そんなわけない」

「じゃ、じゃあもう一回やってみなさいよ！」

　というわけで再さい挑ちよう戦せん。

　俺はもう一度目を瞑つぶり、まっすぐ一歩を踏ふみ出だした。

　そして──。

「──っ、ど、どうしてっ!?　場所は移動したのに！」

　目を開いて確かめると、確かに先ほどまで立っていた場所から胡桃くるみさんは移動していた。

「やっぱり俺たちは運命の赤い糸で結ばれているということだね！」

「だからそういうのじゃ……っ、ほんとに目は開けてないの!?」

「そんなに言うなら……っと」

　俺はカバンからアイマスクを取り出す。

　旅行ということで一応持ってきていたものだ。

　装着していざ三み度たび挑ちよう戦せん。

　結果は──。

「ぜ、絶対におかしいわよ！」

　俺の腕うでの中で抗こう議ぎする胡桃くるみさん。可か愛わいいなぁ。

「そんなこと言われても……」

「じゃ、じゃあどうしてわかるのよ」

　どうしてかと問われれば、そりゃあ。

「俺のラブラブセンサーがビンビンに反応していたからかな！」

「ら、らぶ……こ、こんな人の目があるとこで──」

「言いい換かえるなら、俺の中の羅ら針しん盤ばんは胡桃くるみさんを指し続けているってことだよ！　永遠にね！」

　いつものように心の赴おもむくまま、愛の言葉を告げる。

　すると胡桃くるみさんはわなわなと震ふるえ出だし、口をぱくぱくと数度動かした後、顔を真っ赤にして吠ほえた。

「ば、ばかぁぁぁああああっ!!」

　因ちなみにこの間抱だきしめたままだったりする。
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　私、古こ賀が胡桃くるみは恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように火ほ照てった顔を手で扇あおぎながら、ため息をつく。

「どうして私まで……」

　先ほどの彼の奇き行こうで周囲からの注目が集まる中、私は石の隣となりに立つ。

　恥はずかしいけれど仕方がない。

　あいつにだけやらせて、私は逃にげるというのは……まぁ、なんと言うか不公平だと思うから。

　それに──

「胡桃くるみさんがんばれー！」

　ちらりと、横にずれてこちらを応おう援えんするあいつを見る。

　仮にもし私が一度でたどり着けたなら……まぁ、喜んでくれるかな、なんて。

　ただ、それだけ。

「……」

　私は一度頰ほおをはたくとぎゅっと目を瞑つぶり、歩き始めた。

　なんだかんだと言ってきたけど、結局はまっすぐ歩くだけの占うらない。

　運うん否ぷ天てん賦ぷより、当人の方向感覚が如によ実じつに表れるのが、この恋こい占うらないだ。

　その辺り、運動神経に自信がある私からすれば、そこまで難しいものではないはず……。

（で、でも、さすがに少し不安ね……）

　ズレてたらどうしよう、なんて思いつつ、歩みを進める。

　やがて、そろそろ反対側の石に辿たどり着ついたかな？　と足元に意識を集中し始めた瞬しゆん間かん──

「わぷっ」

　誰だれかにぶつかった。

　と同時に強い安心感を覚える。

　この感かん触しよくと言うか、この匂においは間ま違ちがえることもない。

「おめでとう、胡桃くるみさん！」

　目を開けると、見慣れたあいつの顔がすぐそばにあった。

「う、うそっ！　もしかして私もあんたみたいに──」

　奇き怪かいな軌き道どうを描えがいて想おもい人びとの胸に飛び込んでしまったというのっ!?

　焦しよう燥そうと同時に周囲を見み渡わたすも、しかし彼のすぐ後ろに本来の目的地であった『恋こい占うらないの石いし』がぽつねんと鎮ちん座ざしていた。

　つまりそれは彼が私を受け止めにわざわざ待ち構えていたということで……。

「なんでっ!?」

「愛ゆえに、かな？」

「だからそういうのじゃないんだけど!?」

　先ほどと同じことを叫さけびながら、私は急いで彼の腕うでから飛とび退のいた。

　ショックを受けた表情を見せる彼。

　もう、やめてって言ってるのにしつこくするからよ。

　少しは反省してほしいものね。

　私はふいっ、と顔を逸そらして調しらべちゃんと桐きり島しまくんの下に合流する。

　ちらりと彼に視線を向けると、まだショックを受けていた。

　……もう、もうっ！

「い、行くわよ！」

「胡桃くるみさん……！」

　そうして向けられる愛情百パーセントの瞳ひとみ。

（……っ、これに弱いのよね）

　恥はずかしいけど、悪くない。

　そんなふわふわとした心持ちで、私たちは地じ主しゆ神じん社じやを後にした。
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　その後、音おと羽わの滝たきをぐるりと回り、清きよ水みず寺でらを後にしたところで昼食の時間となった。

　決められた時間内に決められた範はん囲いで好きに食事をして来いとのこと。

　メンツは変わらずの四人である。

　結局、修学旅行中はずっとこの班のメンバーで行動することになりそうだ。

　昼食に関しては、せっかく京都に来たのだから有名なラーメンでもと思ったが、女子が二人いる都合、遠えん慮りよした方がいいだろう。だからと言ってファミレスやファストフードでは味気ない。

　うーむ、と迷った結果。

「やっぱり寒いときは鍋なべね。……はい、胡桃くるみちゃん♡」

　目の前で小お倉ぐらが小皿に材料を取り分けながら言った。

　なんでも京野菜を使ったいい感じのところなのだとか。

　店で迷っていたら口コミで評判の良かった店を小お倉ぐらがサクッとチョイスしてくれた次し第だいである。俺は思いつきもしなかった。

　だって誰だれかと知らない店に入った経験などなかったから。

　さすがは元陽キャ。

　今ではクラスのふわふわポジションを共にする仲だが、経歴の差に嫉しつ妬とを覚える。

　ちなみに胡桃くるみさんも終始どうしようと頭を悩なやませていたので、俺と同じなのだろう。

　夫ふう婦ふになっても価値観に違ちがいが生まれにくくていいかもしれない。

　違ちがいが生まれてもそれはそれでいいのだけど。

　結局胡桃くるみさんと一いつ緒しよになれるのならそれ以上の幸せなんてないのだ。

「ありがと、調しらべちゃん」

「ううん、……と、はい桐きり島しまくん」

「うい」

　胡桃くるみさん、桐きり島しまくんと具材を取り分ける鍋なべ奉ぶ行ぎよう小お倉ぐら。

　胡桃くるみさんのところにお肉が多いのは気のせいではないだろう。

　きっと俺もそうするからよく分かる。

「……」

「……」

　小お倉ぐらは自らの皿に具材をよそって、俺を見た。

　俺も無言を返す。

　すると彼女は俺の皿を取り、他二人と同じように取り分けた。

「…………はい」

「おう。ありがと」

「別に」

　そうして四人揃そろっていただきます。

　湯気が昇のぼる具材を見て、旨うまそうだと思う一方で、俺の皿に野菜が多いのは気のせいではないのだろう。きっと俺もそうするからよく分かる。

　とりあえず目についた野菜をパクり。

　ふむ……おいしいじゃないか。
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　食後も京都散策は続き、俺たちのクラスが乗った観光バスが最後に向かったのは本日宿しゆく泊はくするホテルである。各おの々おの荷物を持って、物もの部のべ先生がホテルの人とチェックインやらなにやらの諸作業を行っている間、ロビーで待機となる。

　それにしても本日は様々なところを散策した。

　個人的に驚おどろいたのは金きん閣かく寺じと銀ぎん閣かく寺じって結構距きよ離りが開いてたんだってこと。

　教養の欠かけ片らもない自身に涙なみだが出るね。

　と言っても、本日でかなり詳くわしくなったが。

　理由はもちろん、

「どこも綺き麗れいだったわね！」

　恍こう惚こつとした表情でそう告げる胡桃くるみさんのおかげである。

　行く先々で観光ガイドさん並みのご案内を披ひ露ろうしていた胡桃くるみさんの言葉を、彼かれ氏しとして聞かないわけにはいかない。その結果だった。

「うん、いい思い出にもなったよ！」

「写真もたくさん撮とれたし……今夜送っとくね」

「了りよう解かい、それじゃあ俺も……」

　そう言ってスマホのアルバムを開くと、ずらりと並んだ胡桃くるみさんの写真がざっと百枚以上。

　まるで観光地の宣材写真のような仕上がりだ。

　もちろん中には俺と二人で映っているものや、小お倉ぐらあるいは桐きり島しまくんと映っているものもあるが、基本胡桃くるみさんが笑え顔がおで景色を見ている姿の写真だった。

「い、いつの間に撮とってたの!?」

「いつの間にというか、常に撮とってたよ。胡桃くるみさんはいついかなる時でも可か愛わいいから、気付けば無意識レベルでシャッターを押しているんだ」

「さ、さすがに恥はずかしいんだけど……」

「ほら、これとか胡桃くるみさんの魅み力りよくがぎゅっと詰つまった一枚だと思うよ！」

「もう！　わざわざ顔をアップにしなくていいから！」

「そんな。可か愛わいいのに……いや、ほんと可か愛わいいな。これ待ち受けにしてもいい？」

「だ、だめ！」

「えぇー」

　あまりにもかわいい笑え顔がおだったので是ぜ非ひともホーム画面にセットしたかったのだが。

　仕方がない。この写真は家に帰ったら写真立てを購こう入にゆうして枕まくら元もとに飾かざるとしよう。

　因ちなみに今のホーム画面も胡桃くるみさん（昼食の姿）だったりする。

　正直、選びたい写真が多すぎて困っちゃうね。

「せ、せめて、その……二人で映ってる写真にしてよ。わ、私単体はさすがに……」

　口元を手で隠かくして告げる胡桃くるみさん。

　指の隙すき間まから見える口こう端たんは僅わずかに上がっていた。

「それじゃあ同じ写真をホーム画面にしよう！　それでどうかな？」

「そ、それなら……ん。いいよ？」

　上うわ目め遣づかいにこちらを見ながら了りよう承しようしてくれる胡桃くるみさん。

「よし、それじゃあ早さつ速そくどれにするか──」

　二人で写真選びに取とり掛かかろうとしたところで、

「おーい、バカップル。ホテルの部屋に案内するからさっさとこ～い」

　物もの部のべ先生からの呼び声かかかった。

「そうだった……。それじゃあいいのがあったらまたＬＩＮＥするね！」

「うん。私も探しとく」

　そうして部屋は男女別のため、一時胡桃くるみさんとお別れとなった。
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　この修学旅行中、俺がお世話になる部屋は六人部屋の和室だった。

　桐きり島しまくん以外は話したことのないクラスメイトというだけの男子たち。

　彼らと共に部屋に行き、畳たたみの隅すみっこに荷物を広げる。

「ホテルの和室についてるこの空間って何なんだろうな」

　そう言って、桐きり島しまくんは畳たたみとは障子で仕切られた窓まど際ぎわのフローリング空間を覗のぞいた。

　確かに、何の用よう途とで作られたのだろう。

　ソファーチェアとローテーブルが置かれ、窓の外には夕焼けの京都が一望できる。

　寺社仏閣もいいけれど、何気ない夕焼けの街並みを眺ながめるのも、やはり悪くない。

　そんなことを思いつつ、夕食までの自由時間を桐きり島しまくんとだべって潰つぶしていると、不意に同室の男子が声を上げた。

「おーい、浴衣ゆかたあるけど着る？」

「晩飯に着て行っていいんだっけ？」

「部屋着か浴衣ゆかたでいいって言ってたし、いいんじゃね？」

　浴衣ゆかたを漁あさる男子たちを遠巻きに見ていると、

「せっかくだし俺たちも着るか」

　そう桐きり島しまくんに誘さそわれた。

　断る理由もないので俺たちも着き替がえる。

　正直、浴衣ゆかたって足元がスースーして落ち着かないんだよなぁ。

　なんて思いながら着き替がえていると、着き替がえ終わった一人が話しかけてきた。

「なぁ、笠かさ宮みや！」

　おちゃらけた雰ふん囲い気きの彼は確か──

「えーっと……なに？　阿あ坂さかくん」

　危ない危ない。いくら胡桃くるみさん以外は基本アウトオブ眼中とは言え、同室のクラスメイトの名前を忘れかけていた。

　彼の名前は阿あ坂さか健けん次じくん、だったはず。

　桐きり島しまくんほどではないが顔は整っていて、バレー部だかバスケ部だかに所属していたはず。個人的な印象は、良く言えばクラスのムードメーカーで、悪く言えば剽ひよう軽きん者もの。

　……いや別に、悪く言う必要はないのだが。

　阿あ坂さかくんとはほとんど話したことないというのに、気さくな様子で尋たずねてきた。

「笠かさ宮みやって古こ賀がさんと付き合ってんだよな？　どっちから告ったの？」

　突とつ拍ぴよ子うしもない質問に一いつ瞬しゆん面くらう。

　……ふむ、しかしこれは。

「いわゆる恋こいバナ的なやつ？」

「そそ、男だけのむさ苦しい恋こいバナ」

「参加したくないなぁ」

「まぁまぁそう言わずにさ。この部屋の中でお前は唯ゆい一いつの彼女持ちなんだ。作り方をご教授してくれよ～」

　わざとらしくへりくだってみせる阿あ坂さかは、しかし一度同部屋の男子をぐるりと見み渡わたしてから、俺と、それから桐きり島しまくんにどこか羨せん望ぼうにも似た視線を向けた。……なんだ？

　疑問に思うこちらに対し、しかし彼は再度人好きのする笑えみを浮うかべる。

「まぁ、なんだ。彼かの女じよ云うん々ぬんは置いておくにしても、せっかくの修学旅行なんだしさ、ほとんど話したことないけど仲良くしようぜって、つまりはそんな感じ」

　それが本音であることは、間ま違ちがいないだろう。

　それだけが本音とは限らないだろうが。

　まぁ、そこを追及する必要はないだろう。

　俺は口こう端たんを持ち上げて、ひとまずは彼らの期待に応えるとする。

「あぁ、構わないよ。こっちも楽しい思い出にしたいしね。……それじゃあまずは手始めに胡桃くるみさんがいかに可か愛わいいかということを──！」

「まずいっ、逃にげろ！　二時間は聞かされるぞ！」

　口を開きかけたら桐きり島しまくんにものすごい勢いで阻そ止しされてしまった。

　そんな……頑がん張ばって一時間にするからダメ？　……あ、ダメ。はい。

　落ち込んでいると部屋に物もの部のべ先生がやってきて、夕食の時間になったことが伝えられる。

　俺は若じやつ干かん落ち込みつつも部屋を後にするのだった。
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　夕食も終えて、部屋に戻もどってくると布ふ団とんが敷しかれていた。

　同部屋の男子連中がさっそく場所争そう奪だつ戦せんを繰くり広ひろげている。

　俺はバレないようにそっと窓まど際ぎわの端はしっこを確保した。

　隣となりに桐きり島しまくんが腰こし掛かける。

「時間が早かったから腹に入るか不安だったが……まぁ、余よ裕ゆうだったな」

「観光で歩き回って疲つかれたからね。にしても早く風ふ呂ろに入りたい」

　夕食が開始されたのは六時半。

　観光途と中ちゆうでつまみ食いなんかをしていたら危なかった腹具合である。

　そんなわけで現在時刻は八時前。そろそろお風ふ呂ろの時間だ。

「汗あせもかいたしな」

　いくら寒い季節とは言え、厚着して歩けば汗あせもかく。

　早く流してさっぱりしたいものだ。

　そう考えていると、部屋の扉とびらがノックされた。

　なんだ？　と同部屋の阿あ坂さかくんがドアを開けると、そこには物もの部のべ先生の姿。

「あれ、もう風ふ呂ろの時間っすか～？」

　阿あ坂さかくんが尋たずねると物もの部のべ先生は申し訳なさそうな表情で答えた。

「あー、そのことなんだが……すまん。学年全体で大浴場を使うと混雑して間に合わないことが分かった。そこで奇き数すうのクラスは部屋風ぶ呂ろで済ましてくれということになってだな……」

「え、えぇっ!?」

　驚きよう嘆たんの声を上げる阿あ坂さかくん。俺だって同じ思いである。

　だって我らのクラスは二年三組──バリバリ奇き数すうのクラスだったから。

　俺は立ち上がって物もの部のべ先生に食って掛かかる。

「へ、部屋風ぶ呂ろって本当ですか!?」

「あ、あぁ。すまん……俺が、俺がじゃんけん弱いばかりにっ……！」

　おそらく先生たちはじゃんけんで勝敗を決めたのだろう。

「そ、そんな……じゃあ先生はこの大学生の一人暮らしみたいな狭せまいバストイレ一体の部屋風ぶ呂ろに代わる代わる六人も入れと、そうおっしゃるんですか!?」

「ぐぅっ……！　も、もう決まったことなんだっ！」

　そう言い残し去っていく物もの部のべ先生。

　俺はショックのあまり膝ひざから崩くずれ落おちる。

「……噓うそだ」

「まぁ仕方ねぇよ。背中流してやろうか？」

「狭せまいバスタブに二人は無理だよ、桐きり島しまくん」

　彼の不器用なフォローに何とか気を取り直す。

　部屋を見ると同部屋の男子がしぶしぶといった様子で風ふ呂ろの順番を決めていた。

　ふと、ドアの外から声が聞こえて顔を出してみると、そこには偶ぐう数すうクラスの連中が大浴場へと向かって行く姿。羨うらやましすぎる。

　そんな彼らを俺は指を咥くわえて見ているしかないのか？　あまりにも理り不ふ尽じんじゃないか。

　視線を部屋の中に戻もどすと、今度は風ふ呂ろの順番が決まっていた。

　参加しなかった俺はもちろん最後。

　自分の番が回ってくるまで早くても一時間といったところか。

「…………よし」

「どうしたんだ？」

「大浴場行ってくるわ」

「いや、でも部屋で済ませろって──」

「桐きり島しまくん！」

　怖おじ気けづく彼の肩かたを摑つかみ、その澄すんだ瞳ひとみをまっすぐ見つめて、俺は真しん剣けんな声こわ色いろで告げた。

「人多いし、多分バレないって」

　最低な甘かん言げんを。

　桐きり島しまくんは口元に手を当てて暫しばし熟考すると、ぼそりと呟つぶやいた。

「……まぁ、他の生徒に交じって入るだけだし……バレてもそこまで怒おこられねぇか」

「ああ」

　ニヤリと笑えみを浮うかべた彼にニヒルな感じに頷うなずいてみせる。

　気分はさながら映画に出てくる密売人。

　桐きり島しまくんとの密談を終え、着き替がえと部屋に備え付けられていたバスタオル、フェイスタオルをカバンに入れて、いざ出しゆつ陣じんっ──と。

「おいおい、待ちな」

「「……っ！」」

　部屋の入口の柱に背を預け、ダンディズム溢あふれる声こわ色いろで呼び止めたのは阿あ坂さかくん。

　まさか、先生に告げ口するつもりじゃ……っ！

　そんなこちらの表情を読んだのか、阿あ坂さかくんは不敵に口こう端たんを吊つり上あげて──。

「俺もお供しようじゃねぇか」

「……あぁ」

「歓かん迎げいするぜ」

　どう考えても修学旅行で変なテンションになっていた。
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　大浴場には思いのほかすんなりと入ることが出来た。

　一いち概がいに偶ぐう数すうクラスの生徒と言っても、早はや風ぶ呂ろの者もいれば長なが風ぶ呂ろの者もいる。

　脱だつ衣い所じよ周りはかなり人が多くて紛まぎれやすかった。

「みんなもう出たのか結構空いてるな～」

　などとぼやきながら桐きり島しまくんが浴衣ゆかたを脱ぬぐ。

　腹筋バキバキだった。さすがサッカー部。

「にしても、笠かさ宮みやって大だい胆たんなんだな。こういうことしないやつだと思ってた」

　そう言って阿あ坂さかくんも服を脱ぬぐ。

　こちらもバキバキだ。さすが運動部。

「それを言うなら、阿あ坂さかくんが俺に話しかけてきたことの方が意外だと思ったよ」

　俺も浴衣ゆかたを脱ぬいで籠かごの中に放り込む。

　俺の腹筋は、まぁ可もなく不可もなく。

　胡桃くるみさんに見合う男になるために一いつ般ぱん的てきな筋トレをしていた成果だった。

　タオルを腰こしに当ていざ大浴場へ。

　引き戸を開けるとそれなりの大きさの内うち風ぶ呂ろが広がっていた。

　入口すぐ横にはサウナがあり、奥おく手てには露ろ天てん風ぶ呂ろへと続く扉とびらまである。

「これに入らせないとか、学校を訴うつたえても勝てるんじゃないだろうか？」

　真しん剣けんにそんなことを思いつつ、しっかり身体からだを洗ってから湯船に入る。

「「「あぁ～」」」

　風ふ呂ろに入ると声が出るのは何な故ぜなのだろう。

「でかい風ふ呂ろはいいなぁ」

「それな」

　足を伸ばしてぼやく桐きり島しまくんと、同調する阿あ坂さかくん。

　まったくもって同意しかない。

　俺たち以外の生徒はもう出ているのか、人ひと影かげはまばら。

　今風ふ呂ろに入っているのはかなり後半組ということなのだろう。

　しばらく三人並んで浸つかっていると、気付けば俺たちだけになっていた。

　偶ぐう数すうクラスの生徒は俺たちより先に入っているので必然であるが……しかし、ほぼ貸し切りというのはなかなかに気持ちがいい。

「なぁ、ちょっとサウナ行かね？」

　と、言い出したのは阿あ坂さかくん。

　彼とはこの修学旅行で話したのが初めてだというのに、何だろうかこの親近感は。

　普ふ段だん喋しやべらない生徒ともなんとなく話ができる。

　これが修学旅行というやつか。

「いいよ」

「んじゃ、俺も」

　俺が首しゆ肯こうすると、桐きり島しまくんも後を付いてきた。

　三人でサウナに入って座る。

　暫しばらくするとじわじわと汗あせが噴ふき出だしてきて、息苦しいのにどこか心ここ地ちいい。

　サウナは不思議な施し設せつだ。

　パチパチと焼石が弾はじける音に耳を傾かたむけていると、不意に阿あ坂さかくんが口を開いた。

「……あのさ、二人に相談があるんだけど」

「どうしたんだ？　阿あ坂さか」

「……」

　小首を傾かしげる桐きり島しまくんに対し、俺はおおよそ彼の相談内容が分かっていた。

　阿あ坂さかくんもそれを察知したのだろう。

　彼は俺を一いち瞥べつしたのち、僅わずかに唇くちびるをかみしめるととつとつと語り始めた。

「笠かさ宮みやは気付いてるよな？　さっきも言ってたぐらいだし」

「さっき？」

　桐きり島しまくんが不思議そうにこちらを見てきた。

　俺が無言で阿あ坂さかくんに視線をやると、彼は自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。

「『俺に話しかけてきたことの方が意外だと思った』……か。まったくだな」

　阿あ坂さかくんはため息を一つついて、続けた。

「笠かさ宮みやはさ、俺のこと嫌きらいだろ？」

「……」

　無言を返すも、彼はつづけた。

「何せ──俺のせいで、小お倉ぐらはあんなことになったんだから」

　それは約三週間前。

　クラス内の悪意ある空気が、小お倉ぐらという女子生徒ただ一人に向かったあの日のこと。

　席せき替がえというなんてことはない日常の中で、

　彼は──阿あ坂さかくんは──剽ひよう軽きん者ものは──最初の一言を口にした。




『俺、小お倉ぐらの隣となりの席になったら虐いじめられちゃうよ～』




　と。

　あの状じよう況きようで、あのセリフ。

　ウケ狙ねらいにしても、たとえ相手が虐いじめを行っていた小お倉ぐらだとしても──完全にアウトだ。

「俺は小お倉ぐらのことを嫌きらっている」

「そうなのか？　……いや、それでも、お前は俺を許せないだろ？」

「そうだね。あれは俺の嫌きらいな行動だったし、阿あ坂さかくんのことは軽けい蔑べつしたよ」

　なにせあれは、俺が何よりも嫌きらっていること。

　──虐いじめの、始まりを告げる言葉だったのだから。

「……だよな」

　阿あ坂さかくんは膝ひざに肘ひじを置いて顔を伏ふせる。

　彼の髪かみの先せん端たんから汗あせの粒つぶがぽつぽつとサウナの床ゆかを濡ぬらした。

「で、相談っていうのはなに？」

「……っ」

「俺に嫌きらわれてることを確かめたかったわけじゃないでしょ？」

「そりゃあ、まぁ……」

　阿あ坂さかくんはしばらく口をまごつかせてから、伏ふせていた顔を上げてこちらを見やった。

「お、俺は……小お倉ぐらに謝罪するべき、なんだろうか？」

「……はぁ？」

　意味の分からない言葉に思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

「俺は、俺は本当に最低なことをした。謝罪したい。だけど、謝罪してもいいのだろうかと、そう思ってしまう。傷つけたことには変わらない。どう償つぐなうこともできない。だからこれはただ、自分の罪悪感を減らすための利己的なものなのかもって思えて──だからっ」

「でも、小お倉ぐらは胡桃くるみさんに謝罪したよ」

「──っ」

　阿あ坂さかくんは面食らったように目を見開いた。

　何を驚おどろくことがあるのかと思わないでもないが、きっと彼は悩なやみ過すぎたのだろう。

　事が事だけに誰だれかに相談することも憚はばかられる。

　一人で悩なやみに悩なやみ続つづけて、そしてドツボにはまってしまった。

　俺は続ける。

「悪いと思ってるなら謝罪するべきじゃないかな？　許してもらえるかどうかは別として。だって──それしかないでしょ？」

「……」

　阿あ坂さかくんは無言で顎あごに手を当てて瞑めい目もく。

　逡しゆん巡じゆんの後に大きく息を吸い込むと──咽むせた。

　サウナの中で深呼吸などするからだ。

「──けほっ。すまん、その通りだ。っけほ。ありがとう笠かさ宮みや」

「別に、思ったことを言っただけだよ」

「そうか……そうだな。……なぁ、良ければ謝罪の場を──いや、なんでもない」

　誤ご魔ま化かすように首を振ふると、彼は立ち上がる。

「先に上がるよ」

　告げて、阿あ坂さかくんはサウナを後にした。

　どうなるかは分からないけれど、いい方に転ぶことを陰かげながら応おう援えんしておこう。

　少なくとも、悪い方に転がるよりはマシなのだから。





☆






「のけ者だったんだけど？」

「ご、ごめんって桐きり島しまくん」

「……まぁ、いいけどさ。それより露ろ天てん行かね？」

「そうだった！　まだ露ろ天てん風ぶ呂ろがあるんだった！」

　俺たちはサウナを出て、一度シャワーで汗あせを流してから露ろ天てん風ぶ呂ろへと向かう。

　外に出ると十一月下げ旬じゆんの冷たい空気が身体からだの熱を一気に奪うばい去さっていった。

　俺たちは大急ぎで湯船に浸つかる。

「あったけぇ」

「だなぁ」

　気の抜ぬけた声で人ひと心ごこ地ち。

　ぼんやりと夜空を眺ながめる。

　都会のためか星はあまり見えないが、月は綺き麗れいに見えていた。

　昼間晴れてたしね。

「にしても、阿あ坂さかも色々考えてたんだな」

「だねぇ」

「俺、あいつと結構話すけど、あんな真しん剣けんなの初めてだ。よほど後こう悔かいしてたんだろな」

「だろうねぇ」

　桐きり島しまくんの言葉にまったり相あい槌づちを返しつつ、俺は今日ずっと──いや、あの班決めの時からずっと疑問に思っていたことを尋たずねてみることにした。

　阿あ坂さかくんが胸の内を吐と露ろした今なら答えてくれるかもしれないと思ったからだ。

「で、桐きり島しまくんはどうして同じ班になったり、今日みたいに一いつ緒しよに行動してくれたの？」

　一いつ瞬しゆんの間。

「……どうした、急に？」

「一いつ緒しよに回りたいと思ったって言ってたけど、それだけじゃないでしょ？」

「…………」

　桐きり島しまくん──彼は俺の良き友人である。

　しかし、こと胡桃くるみさん関連のことに関しては常に我関せずを貫つらぬいてきていた。

　浮ういている胡桃くるみさんに表立って話しかけることはないし、だからと言って他のクラスメイト同様奇き異いの視線を向けることもない。裏で俺たちをフォローしてくれることはあるが、俺や小お倉ぐらを助けた胡桃くるみさんのように、真正面から関わるようなことはなかった。

　彼はただ、人目があるところでは関係しない。

　それだけを貫つらぬいていたのだ。

　でも俺は気にしていなかった。彼には彼の生活があるのだから。

　変に手を出して、彼の人間関係を、高校生活を壊こわす必要はない。

　むしろ、裏で色々助けてくれているだけで十分以上だった。

　だからこそ、今回の修学旅行に付ふ随ずいする行動が解げせない。

　昼間ははぐらかされたが、もう逃にがさないと意思を固めて桐きり島しまくんを見る。

「そうだなぁ」

　桐きり島しまくんは大きく息を吐はくと、頭に載のせていたタオルを手にして立ち上がった。

「とりあえず、そろそろ出るか。さすがにのぼせそうだ」

　ハッとして備え付けの時計に目をやると入浴を始めてから一時間が経過していた。

　……ふむ。

「まったくもってその通りだね」

　意志を固めて約五秒、早さつ速そく逃にげられちゃったぜ。

　急いで露ろ天てんから出て脱だつ衣い所じよで身体からだを拭ふいていると、腰こしにバスタオルを巻いた桐きり島しまくんがぽつぽつと語り始めた。

「別に大した理由じゃないんだ」

「え？」

「さっきの続き」

　桐きり島しまくんは自身の着き替がえを籠かごから取り出し、続ける。

「まぁなんだ。もう傍ぼう観かん者しやで居たくなかったんだよ。古こ賀がが苦しんでいるのを見て、お前が苦しんでいるのを見て、小お倉ぐらが苦しんでいるのを見て。見て、見て、見ているだけ」

「……」

「俺に助けられたかなんてのはわからない。助けられたなんて傲ごう慢まんなことも言わない。……でも、助けるべきだったんじゃないかって、そう思うんだ。そう、思ってしまうんだ。──特にお前を見ていると」

「……俺？」

　桐きり島しまくんは首しゆ肯こうする。

「あぁ……。どうなるかわからない。だけど助けたい。その一心で古こ賀がを助けたお前。それに古こ賀がも同じだ。元は自分を虐いじめていた女を、周りの目を気にせず助けた。助けてしまった」

　桐きり島しまくんは浴衣ゆかたに袖そでを通しながら続ける。

「できないかもしれないけど、何もかも放り出して助けてしまったお前や古こ賀がを見ていると、俺は俺が恥はずかしかった。ただ見ているだけの自分に嫌いや気けがさした。……だから、お前たちと行動している。そんな利己的な考えが理由だよ」

　どうなるか分からないから手を出せなかった桐きり島しまくんは、俺が『助けた』という結果を残したからこそ、きっとその後こう悔かいを強くしているのだろう。

　話し終えた彼は、大きく息を吐はくと備え付けのドライヤーで髪かみを乾かわかし始める。

　俺も浴衣ゆかたを身に纏まとって、隣となりで髪かみを乾かわかした。

　終わると、二人揃そろって脱だつ衣い所じよを後にする。

　暖簾のれんを潜くぐれば目の前には畳たたみの休きゆう憩けいスペースがあり、自じ販はん機きが併へい設せつされていた。

　俺は財さい布ふを出してコーヒー牛乳を二本購こう入にゆう。

　一本を桐きり島しまくんに渡わたし、畳たたみに腰こし掛かけた。

「桐きり島しまくんの行動は素す直なおに嬉うれしいと思うよ。たとえ利己的でも、結局のところ根底にあるのは俺たちへの心配だからね。……でも、それでキミの行動を制限する必要はない」

「……けど」

　それでも気が済まないのか、悔くやしそうに顔を歪ゆがめてコーヒー牛乳の瓶びんを握にぎりしめる桐きり島しまくん。

　俺は瓶びんの蓋ふたを開けて口を付けた。甘ったるい味わいが口の中に広がる。

　ごくりと嚥えん下げし喉のどを潤うるおしてから、桐きり島しまくんに向かって笑えみを向けた。

「それでも桐きり島しまくんの気が済まないなら……今度は空気を読まずにキミに助けを求めるよ」

「──っ」

　桐きり島しまくんは大きく目を見開いて、こちらを見た。

「だから俺たちに気を使わなくても大だい丈じよ夫うぶ。桐きり島しまくんにも好きなように楽しんで欲しい」

　言い終えると、彼は僅わずかに瓶びんを握にぎる手を強め──蓋ふたを開け一気にコーヒー牛乳を飲み干した。

「──ぷはっ。……あぁ、分かったよ」

「それは良かった」

「けど、お前は一つ勘かん違ちがいをしているぜ」

「勘かん違ちがい？」

　何のことかと小首を傾かしげると、彼は今までに見たことがないほどの気持ちのいい笑えみを浮うかべて、堂々と告げた。

「俺はもう、充じゆう分ぶん楽しんでるってことだよ」

「……っはは、それはもっとよかった！」

「だな。……くくくっ」

　二人で一通り笑い合ってから、俺たちは部屋に戻もどった。
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　時刻は夜の九時過ぎ。

　就しゆう寝しん時間まで一時間を切った現在、俺はこの修学旅行のとある目的を達成するために、ホテルのロビーに下りてきていた。

　目的地はただ一つ。

（売店まだ開いててよかった～）

　俺は目的地である売店に小走りで向かった。

　ここに来た理由は言わずもがな、マイシスターへのお土産みやげ探しである。

　日中も様々な土産みやげ物もの店てんを探したが、これといったものが見つからず、いまだにどれも保留状態だったのだ。

　売店ならメジャーな土産みやげ物ものがある程度揃そろっているだろう、との考えで出てきたのだが……。

　陳ちん列れつの棚たなを見る。

　地ビール、地酒、つまみ……このコーナーじゃないな。

　酒コーナーから離はなれて土産みやげ物ものをチェック。

　大半がお菓か子し類で、名産が少し。

　まぁこんなものか……って、お茶安いな。ホテル内の自じ販はん機きより良心的だ。

　ぼんやりと土産みやげ物ものを眺ながめていると、ふと聞き覚えのある声が耳じ朶だを叩たたいた。

「えっ……？」

「むむっ、その声は聞きき紛まがうことのない胡桃くるみさんの声──ちょっと写真を一枚」

「なんでよっ！」

　振ふり返かえったところに立っていたのはホテルの浴衣ゆかたに袖そでを通した胡桃くるみさんだった。

　上から茶ちや羽ば織おりを着ている。初めて見る和の様相に思わず見み惚とれてしまう。

　どこかさっぱりした表情からきっとお風ふ呂ろ上あがりなのだろう。

　非常に似合っていて、二人きりなら押し倒していたかもしれない。

「なんでって、似合ってるから？」

「……はぁ、一枚だけよ？」

　やったぜ。ため息を伴ともなっていたが、了りよう承しようをいただいたのでさっそく一枚。

　大変可か愛わいらしい写真が出来上がった。

　ほくほくと満足していると、胡桃くるみさんは口をへの字に曲げる。

「なんか、いつもあんたばっかりズルい……わ、私にも撮とらせなさいよ！」

「え、えぇっ。俺なんか撮とっても──」

「う、うるさいわね！　……か、彼かれ氏しの写真欲しいって思ったらダメなの？」

　頰ほおを染めながら見つめてくる胡桃くるみさん。

　そんな目で見つめられれば断れるはずもなく……。

「わかった、何枚でも取っていいよ！　なんなら脱ぬごうか？」

「いらない！」

　鍛きたえてきた腹筋の見せ所と思ったが、拒きよ絶ぜつされてしまった。当たり前だね。

　突とつ発ぱつ開かい催さいの撮さつ影いえ会かいが終わったところで、俺は尋たずねる。

「ところで胡桃くるみさんはどうしてここに？」

「ん？　……んー、まぁ多分あんたと同じ理由、かな？　霞かすみちゃんへのお土産みやげに何かないかなぁって見に来たの」

「気配りが行き届きすぎて凄すごすぎる」

「べ、別に……霞かすみちゃんに喜んで欲しいだけだから」

「胡桃くるみさん……っ、好き！」

　感かん極きわまって抱だきしめるが、

「も、もう！　離はなして！」

　一いつ瞬しゆんで引ひき剝はがされてしまった。

　胡桃くるみさんは俺をジトっとした目で睨にらんだ後、頰ほおを膨ふくらませるてピッと俺の顔を指さした。

「人前でべたべたしちゃダメ！」

「で、でも溢あふれ出でる愛が──」

「抑おさえて」

「気持ちを伝えたくて──」

「伝わってるわよ！　……もう」

　彼女は大きくため息をこぼすと、突とつ然ぜん俺の手を取ってロビーの隅すみ──人気のない突つき当あたりに連れ込んだ。

　近くにあるのはたばこを販はん売ばいする自じ販はん機きのみ。

　驚おどろきのあまり喫きつ煙えん者しやは大変だねぇ、なんて場ば違ちがいなことが一いつ瞬しゆん脳のう裏りを過よぎる。

「──ねぇ」

　凜りんとした鋭するどい声と共に、壁かべ際ぎわに追いやられ──ドン。

　こ、これは……逆壁かべドン？

　真しん剣けんな表情の胡桃くるみさんのすぐ目の前に。その距きよ離りは鼻先が当たってしまいそうなほど近くで、彼女の呼吸を肌はだで感じられた。

　綺き麗れいな瞳ひとみに整った鼻び梁りよう、瑞みず々みずしい唇くちびるに絹のように美しい肌はだ。

　俺が何年も想おもい焦こがれ続けていた彼女に、まっすぐ見つめられている。

　そう思うと自然と顔に熱が昇のぼるのを感じた。

　……生なま唾つばを飲み込む。

「ど、どうしたの胡桃くるみさ──っん!?」

　戸と惑まどっていると、唐とう突とつに唇くちびるを奪うばわれた。

　柔やわらかい感かん触しよくだとか、いい香りだとか、そういうことを考える前に驚おどろきが先行。

　そして驚おどろいている間に、胡桃くるみさんは唇くちびるを離はなす。

　その顔はリンゴのように真っ赤に染まっていた。

「く、胡桃くるみさん!?」

「……ひ、人前では、あんまりべたべたしないで。その……恥はずかしいの」

「う、うん。ごめん。そんなに嫌いやだったなんて──」

「い、いや、その……あんたの行動が嫌いやとかそういうのじゃなくて……あ、あんた以外に、あんまり見られたくない、って言うか、あんたにしか見せたくない……って言うか。……重い？」

　不安に揺ゆれる瞳ひとみで俺を見つめてくる胡桃くるみさん。

　なるほど、確かに重いかもしれない。

　でも愛する人からそれほどの想おもいを向けられて嬉うれしくないわけがない。

　俺は首を横に振ふって、胡桃くるみさんを抱だきしめた。

「そんなことないし、俺はすごく嬉うれしいよ！」

「……ん。その……二人きりの時だと、素す直なおになれるから。だから……ね？」

「わかった。出来るだけ自重するよ」

「ほんとにー？」

　今度は打って変わって訝いぶかし気げな目を向けてくる胡桃くるみさん。

「信用ないなぁ。こんなに胡桃くるみさんのことを愛しているというのに」

「これだけ私のことを好きでいてくれてるって信用してるから信じられないのよ」

「確かに」

「納なつ得とくするな」

　ジッと見つめてくる胡桃くるみさん。見つめ返すと、照れたように顔を逸そらした。

　なので彼女の頰ほおに手を当てて正面を向かせる。再度視線が合い、胡桃くるみさんは僅わずかに顎あごを上げた。

「好きだよ」

「知ってる」

　瞳ひとみを閉じて待つ彼女に、俺は僅わずかに緊きん張ちようを抱いだきつつ応えるのだった。
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　数分後、バレないように突つき当あたりから出て売店の物色を再開した。

　なるほどこれが生なま八やツ橋はしかーおいしそうだなぁ。

　こっちは抹まつ茶ちやのクッキー、おっ、これは抹まつ茶ちやのチョコレートか。

　霞かすみが喜びそうだなぁ。うん。

　…………。

「ごめん、霞かすみ。お兄ちゃん今真しん剣けんに考えられないや」

「へっ、変なことを霞かすみちゃんに謝らないでっ……、わかるけどっ！」

　思い出したのかお菓か子し片手に顔を真っ赤にした胡桃くるみさんは、

「～～っ！　は、はずっ、はずっ！　なんであんなこと……うぅ、あわぁぁぁああっ！」

　頭を抱かかえてしゃがみ込んでしまった。

　悶もん絶ぜつしている胡桃くるみさんも可か愛わいいな、なんて思いつつ、しかしさすがに弄いじるほどの余よ裕ゆうは俺も持ち合わせていなかった。むず痒がゆいのと罪悪感と言うか、背徳感と言うか、やってしまった感がマッハ。

　帰ったらもう一度霞かすみに謝っておこう。あ、あと──。

「ごめんなさい、ホテルの人」

「そこまでしてないでしょ!?」

　確かにキスしかしてないけども。

　後こう悔かいなのか興奮なのか、よく分からない胡桃くるみさんの小さな悲鳴が売店の一角に響ひびくのだった。
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１






　酷ひどい空腹と共に目が覚めた。

　昨日の晩ばん御ご飯はんが早すぎたんだよなぁ、なんて寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりつつ大きく伸のび。

　部屋をぐるりと見まわすと、同室の男子は雑ざ魚こ寝ね部屋と勘かん違ちがいしたのではないかと思うほどに適当な位置で寝ね転ころがっていた。

　思い起こせば昨夜は何かと騒さわいでいた気がする。

　俺は胡桃くるみさんとの突とつ発ぱつ的てきキスでドキドキしていたので、話半分にしか聞いていなかったが。

　あくびを嚙かみ殺ころしながら洗面所へ行き顔を洗う。

　寝ねぐせを整えたところで桐きり島しまくんがやって来た。

「うっす」

「おはよう桐きり島しまくん。眠ねむそうだね」

「いつもは朝練があるから気にしないんだが、ないと思って寝ねるとダメだな。無限に寝ねれる」

　普ふ通つうはない日でも早起きしてしまうと後こう悔かいしそうなところだが、彼は逆らしい。

　歯を磨みがいてから洗面所を後にして、何気なく外を見ると本日もいい天気。

　太陽も燦さん々さんと輝かがやいていて……って、あれ？　ちょっと明るすぎない？

　確か朝の六時半には朝食の会場に集合と予定表に書かれていた気がするが。

　プチっとテレビのスイッチを入れると朝のニュース番組が放送されていた。

　関西ローカルの見慣れないスタジオである。そして画面左上には時刻の表示。

「ふむ……」

「どうしたぁ？」

「いやぁ、その──」

『時刻は七時をお伝えします！　今日も元気に、いってらっしゃい！』

　にこやかな女子アナの笑え顔がおと共に、遅ち刻こくの事実が周知された。





☆






　朝食会場に到とう着ちやくすると同時に物もの部のべ先生からのお説教。

　遅ち刻こくするようじゃ、社会に出たらやっていけないぞ云うん々ぬん。

　いやぁ実に申し訳ないと謝罪を重ねると、さっさと食べてこいと呆あきれられた。

　会場での食事は基本的に自由な席に着いて問題ない。

　そうと決まれば胡桃くるみさんの隣となりを狙ねらうのは必然である。

　本当は昨夜の夕食の際も胡桃くるみさんと食べようと思ったのだが、彼女は同室と思われる女子と食べていたので、しぶしぶ俺は阿あ坂さかくんたちと食べたのだ。果たして本日は……と。

　会場を見み渡わたすと遅ち刻こくしてきたこともあってか、すでに食事を終えた生徒もそれなりに居たようで席はまばらに空いていた。それは胡桃くるみさんの隣となりも同様の様子。

「おはよう、胡桃くるみさん！」

「……おそい。待ってたのに」

　そう語る彼女の皿は半分を少し過ぎた頃ころ。

　すでに食事が始まって三十分以上も経たつだろうから、かなり待っていてくれたのだろう。

「ごめんね。胡桃くるみさんとの逢おう瀬せが非常に刺し激げき的てきだったもので、目がギンギンに冴さえてなかなか寝ね付つけなかったんだ。これってつまり胡桃くるみさんが寝ねかせてくれなかったと言いい換かえてもいいね！」

「ば、ばかじゃないの!?」

「男というのは好きな女の子の前では馬鹿になってしまう生き物なんだよ」

「あんたはいつもだと思うんだけど……」

「いつも見てくれているだなんて……っ！　嬉うれしいよ胡桃くるみさん！」

「ちょっ、ちょちょ！　昨日言ったこともう忘れたわけ!?　もうっ！」

　ふんっ、と顔を逸そらしてベーコンを口に運ぶ胡桃くるみさん。

　因ちなみに朝食はバイキング形式。胡桃くるみさんは洋食中心のようだった。

　もぐもぐよく嚙かんで食べる胡桃くるみさんに相変わらず行ぎよ儀うぎがいいなぁ、と見み惚とれていると、彼女の横合いから低い声が掛かけられた。

「早く取ってきたら？」

「……わかってるよ」

　至し極ごく当たり前のことを告げたのは今朝もどこかローテンションの小お倉ぐらだった。

　やはり朝にめっぽう弱いのだろう。彼女の言う通りに行動するのは癪しやくだが、腹が減ったのも事実。早さつ速そく並んでいる料理の下へと向かおうとして──。

「あ、それと」

「なんだ？」

「……おはよ」

「…………お、おう」

　うーむ、やはり何だか調子が狂くるうが……まぁいいか。

　俺は大きく息をつくと、気を取り直して料理の下に向かった。

　とりあえずは胡桃くるみさんの食べていたベーコンを確保するとしよう。





☆






　食事を終えると、一度部屋に戻もどって本日の準備を行う。

　修学旅行二日目はそれぞれの班に分かれての自由行動だ。行く場所も各おの々おので決定することが出来るという、まさにクラスメイトとのプチ旅行である。

　浴衣ゆかたから制服に着き替がえを終え、桐きり島しまくんと共にロビーに下りる。

　玄げん関かん口ぐちにはすでに胡桃くるみさんと小お倉ぐらが待機していた。

　二人仲良く話す姿に、どことなく心が温かくなるのを感じた。

「お待たせ！」

「ううん、待ってないよ」

「十分は待たされた」

「小お倉ぐらは先に行ってくれてよかったのに」

「だからあたりが強いって。冗じよう談だんじゃん！」

「ははは、俺のも冗じよう談だんだ！」

　互たがいに棒読みで愚ぐ痴ちり合あう。

　すると桐きり島しまくんが手を叩たたいて注目を集めて告げた。

「そこまでにしろー。とにかく、時間も有限なことだし、さっさと行こうぜ」

「「「おぉ～！」」」

　そんな感じで修学旅行二日目の幕が上がった。





２






　ホテルを後にした俺たちが足を向けたのは駅。

　目的の路線を確かく認にんして電車に乗り込む。

　途と中ちゆう一度乗のり換かえを挟はさみつつ電車に揺ゆられること約一時間。

　見知らぬ景色が窓の外を流れていくのを見たり、本日の行き先について話したりしていると、すぐに目的地に到とう着ちやくした。

　胡桃くるみさんは目の前の光景を見て、

「……事前に決めてたからわかってはいたけど……修学旅行でここ？」

　と首をかしげて呟つぶやいた。

　確かに、修学旅行と言うにはいささか疑問が残る目的地である。

　何な故ぜなら、俺達が本日やって来たのは関東の某遊園地ＴＤＬと並び立つ、日本のもう一つの有名なテーマパーク──某遊園地ＵＳＪだったのだから。

　わびさびの景色はどこへやら、昨日の京都とは似ても似つかぬ同所が本日の目的地であった。

「まぁまぁ、細かいことは気にしない方向で！　今日も楽しもうよ！」

「……そうね。でも、こういうところはあんまり来たことないからリードはお願いできる？」

　そう言って胡桃くるみさんはいたずらっ子のような笑えみを浮うかべて手を差し出した。文字通りリードして欲しい、ということなのだろう。

　なので俺は彼女の手をゆっくりと取って、

「もちろん。一いつ生しよう涯がい胡桃くるみさんをリードしていくつもりだよ！」

「遊園地だけでいいんだけど!?」

「またまた～照れちゃって！」

「て、照れてないけど!?　あ、あと──」

　息を荒あらくして否定の言葉を紡つむいだ彼女は、しかし一度深呼吸して落ち着くと上うわ目め遣づかいに俺を見て。

「……や、やっぱりなんでもない。行くわよ」

「え、ちょ、ちょっと！　すごい気になるんだけど!?」

　踵きびすを返して遊園地の入場ゲートへと向かう胡桃くるみさんの手を引いて尋たずねる。

　すると彼女は下した唇くちびるを嚙かみしめ逡しゆん巡じゆんし、意を決してこちらを振ふり向むくと、耳元に口を近付けて俺にだけ聞こえる程度の声量で囁ささやいた。

「……い、一いつ生しよう涯がいに関してはリードじゃなくて、支え合う方向で」

「……っ!?」

「わ、わかった!?　そ、それじゃあ行くわよっ！」

　突とつ然ぜんの告白に茫ぼう然ぜんとしていると、胡桃くるみさんは逃にげるようにいそいそと入場ゲートへ足を向けた。一方の俺はすぐに軽いトリップ状態から抜け出せるわけもなく……ガシッと誰かに右みぎ肩かたを摑つかまれ、現実に引ひき戻もどされた。

　どちら様かなと視線を向けると、そこには渋しぶい顔の桐きり島しまくん。

「何を言ってたのかは知らんが朝からはやめてくれ。胸焼けする」

　いや、申し訳ない。

　胸中で謝罪していると、今度は左ひだり肩かたに小お倉ぐらが手を置いた。

「胡桃くるみちゃんが可か愛わいかったから、許す」

　何をだよ。つーか肩かた痛い。力入れ過ぎなんだよ。

　俺は一度大きく深呼吸して落ち着くと、胡桃くるみさんの後を追って入場ゲートへと向かった。





☆






　ゲートを潜くぐると園内は平日にも関わらず人でごった返していた。

　俺たちと同じような高校生から大学生、大人に小学生ぐらいの子供まで。大だい盛せい況きようだ。

　マップを広げて四人で話し合った結果、まずはコースター系から制せい覇はしていくことになった。

　と言っても、一日では到とう底てい回り切れないので、その都度取しゆ捨しや選せん択たくしていく必要はあるだろうが。

　なに、別に今日一日で回り切る必要はない。

　また胡桃くるみさんと二人で……いや、四人で来ればいいだけの話だ。

「また、来たいね」

「今着いたばかりなんだけど!?」

　まったくである。

　なんで終わりの雰ふん囲い気きを出してるんだ俺は。

　とにかく俺たちは一番近いコースター系のアトラクションに向かった。

　到とう着ちやくしたのはドーム型の建物の中をジェットコースターが走るアトラクション。

　混んではいるが一番人気や二番人気に比べるとそこまでではない。

　待ち時間も、胡桃くるみさんたちと話しているとすぐに過ぎ去っていった。こういうところ、遊園地はぼっちお断りだよなってつくづく思う。きっと暇ひまで仕方がないだろう。

　しばらくして俺たちの番が回ってくると、係員に案内されてコースターに乗車。

　お隣となりには少し緊きん張ちようした面おも持もちの胡桃くるみさんが座った。

「緊きん張ちようしてる？」

「ま、まぁ。遊園地に来るの子供の頃ころ以来だし、その頃ころは身長的な問題でこういうのはまだ乗れなかったから」

　口をキュッと結ぶ胡桃くるみさん。

　実質初めてということらしい。

「じゃあ初体験ってわけだねっ！」

「確かにそうだけど、言い方！」

「大だい丈じよ夫うぶ！　実は俺も初めてだけど、二人一いつ緒しよなら怖こわくないよ！　仲良く一皮むけようね！」

「だから言い方！」

　顔を赤くして吠ほえる胡桃くるみさん。

　そうこうしているうちに安全バーが下りてくる。

　もう間もなく出発だ。

「も、もう……昨日も言ったけど、そういうのは二人きりの時に──っ」

「胡桃くるみさん」

　若じやつ干かん震ふるえていた彼女の手を握にぎり、名前を呼ぶ。

　驚おどろいてこちらを見る胡桃くるみさんに俺は笑いかけた。

　すると彼女は小さく嘆たん息そくして、ぎゅっと握にぎり返かえしてくれる。

「もう」

　そんな風に呟つぶやく彼女は、すっかり安心したように笑えみをこぼしていた。

『では、出発します！　行ってらっしゃい！』

　係員の声と同時にコースターは出発した。





☆






「も、もう一回！　もう一回乗らない!?」

　アトラクションの出口から出てくるなり鼻息荒あらく告げた胡桃くるみさんは、まるで子供のようにテンションが高かった。昨日も昨日で京都の街並みに興奮していた様子だったが、それとはまた違ちがった興奮の仕方である。

「ま、まぁまぁ胡桃くるみちゃん。アトラクションは他にもあるから、ね？」

「あっ、そ、そう、だね……」

　小お倉ぐらがジェットコースターでぼさぼさになった胡桃くるみさんの髪かみを整えながら告げると、胡桃くるみさんは僅わずかに落ち込んだ様子で首しゆ肯こうした。まるで楽しみにしていた遠足が雨で中止になった小学生のようである。可か哀わい想そうかわいいというやつだろうか。庇ひ護ご欲よくがビシバシと刺し激げきされる。

　そんな姿に、小お倉ぐらは俺と桐きり島しまくんを振ふり返かえると、潑はつ剌らつとした声で告げた。

「もう一度乗ろっか！」

「大賛成だ」

「……お前ら古こ賀がに甘すぎないか!?」

　呆あきれたようなため息をつきつつも、しっかり付き合ってくれるあたり桐きり島しまくんもたいがい甘い性格をしていると思う。

　そんな感じでもう一周を終えると今度こそ別のアトラクションへと移動。

　コースター系を攻せめるとは言ったが、それだけに決めているわけではなく、途と中ちゆう面おも白しろそうだと思ったところに片かたっ端ぱしから並んでいく。

「ね、ねぇ！　次はアレにしない？」

　そう言って袖そでをクイクイと引っ張ってアトラクションの入口に向かう胡桃くるみさんに、俺の口角は上がりっぱなし。ただ気分的には恋こい人びとと言うより娘むすめとお父さんって感じ。

「ん～？　もう仕方ないにゃあ！」

「え、気持ち悪いんだけど」

「いきなり辛しん辣らつ過ぎない!?　……まさかこれが反はん抗こう期き？　反はん抗こう期きの娘むすめってこんな感じなのか？」

　息むす子こだったらまだましなのだろうか。

　ぼんやり考えていると、胡桃くるみさんのジト目が飛んできた。あらかわいい。

「いったい何の話してるのよ」

「いずれ生まれてくる胡桃くるみさんとの子供について……かな？」

「まるで意味わからないんだけど!?」

「大だい丈じよ夫うぶ、子どもが出来ても俺の一番はいつまでも胡桃くるみさんだから」

「そ、そんなこと聞いてないし心配もしてないから！　むしろあんたの頭の方が心配なんだけど!?」

「そう？　結構近い将来だと思うんだけど」

「ち、ちか、近くないけどっ!?」

　何な故ぜかめちゃくちゃ動どう揺ようしていた。

　顔を耳まで真っ赤にして、今までにないほど動どう揺ようしていた。

　いったいどうしたというんだろう。

　まぁ、確かに『近い』か『近くない』で言えば俺たちはまだそういうことをしていないので、『近くない』が正しいのだが……あっ、そうか！

「……なるほど！　結けつ婚こんしてしばらくは二人の生活を楽しみたいってやつだね！」

「そっ……う、かも……」

　だからどうして口ごもるのか。

　顔を真っ赤に納なつ得とくするように首しゆ肯こうする胡桃くるみさん。

　すごく可か愛わいいからいいのだけど……はて、そこまで動どう揺ようする話題だっただろうか？

　割といつもと変わらないと思ったけれど。

　どこか後こう悔かいするように頭を抱かかえる胡桃くるみさんを眺ながめつつ考えていると、それまで傍ぼう観かんしていた桐きり島しまくんが小さくぼやいたのが耳に入った。

「……楽しめてるよな？　俺。このバカップルに付き合わされてる状じよう況きようだけど、本当に楽しめてるんだよな？」

　いや、本当に申し訳ない。

　胸中で深く謝罪しつつ、俺はまだ若じやつ干かん顔が茹うだっている胡桃くるみさんの手を取って次のアトラクションの順番待ちの列に並んだ。





☆






　しばらくして順番が回ってきたので、アトラクション用のボートに乗り込む。

　席は二つ並びではなく複数人が横に座るタイプのものだった。

　並びとしては胡桃くるみさんが一番外側で、次いで俺、小お倉ぐら、桐きり島しまくん。

「実はこの映画見たことないのよね」

　ぽつりとこぼした胡桃くるみさんは、どこかそわそわとした様子でボートの縁へりから水面を覗のぞき込こむ。

　今回乗るアトラクションはとある映画がモチーフとなっており、そこに登場する化け物たちの間を流れる川をボートに乗って遊覧する、というものだ。

　感覚的にはコースター系とは違ちがい、息いき抜ぬきのつもりで胡桃くるみさんは選んだらしい。

　係員の合図でボートが出発してしばらく。

　最初は化け物を遠巻きに眺ながめつつ、時たま入るギャグ付きの解説にほんわかしていたのだが、アトラクションが後半に差さし掛かかったところで何やら雰ふん囲い気きが変わった。

「ひゃっ！」

　可か愛わいらしい声を上げて胡桃くるみさんが俺の腕うでに抱だき付ついてくる。

　服ふく越ごしでも女の子らしい柔やわらかい肢し体たいが感じられてドキドキ。童どう貞ていかな？　童どう貞ていだわ。

「胡桃くるみさん大だい丈じよ夫うぶ？　いくらでも抱だき付ついていいからね！」

「べ、別に何も問題は……わひゃっ」

「……っ！　か、かわ、かわいい……っ」

　びくっ、と肩かたを揺ゆらして、身を寄せてくる胡桃くるみさん。

　というのも、実はこのアトラクション、最初は遊覧船のようなゆったりとした雰ふん囲い気きで森の中を進むだけなのに対し、途と中ちゆうからは化け物の研究所らしき場所に入っていき、それまで遠巻きに見ているだけだった化け物たちが襲おそってくるようになったのだ。

　しかもホラーと言うよりびっくり系で。

「安心して、胡桃くるみさんのことは俺が守るから！」

「いや、びっくりしただけで怖こわいわけでは──はわわっ」

　どうやら胡桃くるみさんはびっくり系がよほど苦手な模様。

　化け物が出てくるたびにびくっと身体からだを震ふるわせ、抱だき付ついてくる。

　怯おびえる胡桃くるみさんには悪いけど、可か愛わいすぎてずっと見ていたいぐらい。

「……チッ」

「まぁ、落ち着けって」

　胡桃くるみさんの反対側では、俺に鋭するどい視線を送ってくる小お倉ぐらを桐きり島しまくんが宥なだめていた。

　もうほんと、桐きり島しまくんには頭が上がらない。お昼ご飯は俺がご馳ち走そうすることにしよう。

　そんなことを考えているうちにアトラクションも終しゆう盤ばん。

　ボートは化け物から逃にげるように研究所の中を昇のぼっていき、やがて追いつかれる──と思った瞬しゆん間かん、目の前が開けて一気に外へと滑すべり落おちた。どうやらこのアトラクションのラストは急流すべりのようで……って、待って？　急流すべりってことは──。

「きゃっ」

「ぬおぅ！」

　俺たちは頭から水をかぶることになった。
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　濡ぬれた、と言ってもずぶ濡ぬれというほどではなかったのは不幸中の幸いか。

　それぞれハンカチで濡ぬれた箇か所しよを軽く拭ふいて、近場のお土産みやげ屋やの中に入った。

　外だとさすがに寒い。その点、店内は空調がよく効いて助かった。

　土産みやげ物ものを見ながら体を温めていると、

「悪い、ちょっとトイレ行ってくるわ」

「私も、お手洗いに」

　と言って、桐きり島しまくんと小お倉ぐらは店内のトイレへと向かって行った。

　俺は店内でぬいぐるみをもふもふしている胡桃くるみさんに近付いて声をかける。

「それ気に入ったの？」

「ん……アトラクションの方は怖こわかったけど、ぬいぐるみだと可か愛わいいかも」

　彼女が抱かかえていたのは先ほどまで俺たちを襲おそっていた化け物のぬいぐるみだった。

　デフォルメされて確かに可か愛わいい。

　胡桃くるみさんは尻しつ尾ぽの感かん触しよくが気に入ったのか、もふもふもふもふ。

　何だこの可か愛わいい生き物。

「よかったらプレゼントに俺が買おうか？」

「別にいいわよ。それにまだ悩なやみ中だし」

「そっか。……それにしても、できれば夏に乗りたいアトラクションだったね」

「ふふっ、そうね」

　さすがに冬や寒い季節はキツイ。合かつ羽ぱの販はん売ばいもあったのでそれを羽織ればいいだけの話ではあるのだが、今回は気付かなかった。それに水をかぶるのも醍だい醐ご味みのひとつというやつだろう。

「その時は是ぜ非ひ薄うす着ぎで」

「……この変態」

　鋭するどい視線が飛んできた。ぞくぞくしちゃう。

「我々の業界ではご褒ほう美びです」

「変態」

「あひん」

「……はぁ、ほんとバカなんだから」

　胡桃くるみさんは大きくため息をつくと、ぬいぐるみに視線を落として僅わずかに微ほほ笑えみながら続けた。

「──でも、また夏に来るのはいいわね。薄うす着ぎは絶対しないけど」

「そんなに嫌いや？」

「い、嫌いやって言うか、何て言うか……」

　胡桃くるみさんは一いつ瞬しゆん口ごもると、手にしていたぬいぐるみで顔を隠かくすようにして、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「……あ、あんた以外に見られるのが……い、いやなのよ」

　その言葉を理解するのに数秒を要したのは仕方のない事だろう。

　俺はぬいぐるみの後ろで恥はずかしがる胡桃くるみさんを見て、視線を逸そらし、天てん井じようでファンのようなものがくるくる回ってるな、なんて思ってからもう一度胡桃くるみさんを見る。

　やがてすべてを理解した脳みそが、一つの答えを導き出した。

「それはつまり、逆説的に言えば俺には見てもらいたい、と？」

「なんでそうなるわけ!?」

「俺はいつでも構わないよ！」

「私は構うんだけど!?　こ、この変態っ！」

　ぺしっ、とぬいぐるみのパンチが飛んできた。可か愛わいい。

　ぬいぐるみを抱かかえて顔を赤くしつつ怒おこる胡桃くるみさんを何とか宥なだめていると、トイレに旅立っていた二人が帰ってきた。

「わりぃわりぃ。ちょっと混んでてさ。っと、次はどこに行く？」

　マップを広げる桐きり島しまくんに、小お倉ぐらはお腹なかを押さえながら答えた。

「そろそろお腹なか空いたかも。いい時間だしお昼にしない？」

　言われて時計を確かく認にんすると、時刻は十二時を少し過ぎていた。

　朝ごはんが早かったというのもあって、腹の具合は丁度いい塩あん梅ばいだ。

　特に反対意見も上がらず、次の目的地はレストラン街に決まった。

　早さつ速そく移動を開始しようとして、

「あっ、ちょっと待って」

　と言って、胡桃くるみさんは先ほどからずっと抱かかえていたぬいぐるみを持ってレジへ。

　てててっ、と小走りで向かい、待たせている俺たちをちらちら見て、気持ち急ぎ目にお金を払はらい終おえると、また小走りで戻もどってきた。

「ご、ごめんね」

「全然、胡桃くるみさんのためなら何年だって待てるよ！」

「あんたは迎むかえに来るタイプの人間でしょ」

　ぬいぐるみの入った袋ふくろを抱かかえ、至し極ごく当然といった目でこちらを見つめてくる胡桃くるみさん。

　いや、まったくもってその通りだ。その通りなのだが……ふむ。

　自分のことを言い当てられるというのは嬉うれしいような恥はずかしいような、むず痒がゆい感じだ。

　でも、決して悪い気分ではない。

　まぁ、胡桃くるみさんが関係することで悪い気分になることなどないのだが。

「ほら、早く行くわよ」

　そう言って手を取る胡桃くるみさん。

　俺も握にぎり返かえして、レストラン街へと向かうのだった。
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　昼食を終えて約一時間後、事件はとあるアトラクションを乗り終えた時に起こった。

「……あぁ、俺はもう無理かもしれない。胡桃くるみさん。さ、最後に……旅立つ最後に胡桃くるみさんの美しい顔を見たい。是ぜ非ひともその世界一綺き麗れいな顔を、俺の目に……」

「なんか思ったより元気っぽいんだけど？」

「いやぁ、でもマジでちょっとしんどい」

　俺は園内のベンチに腰こし掛かけ、空を見上げるように背中を預けていた。

　気分は最悪。正直、吐はきそうである。

　ぼんやりと空を眺ながめて気を紛まぎらわしていると、視界にイケメンが入ってきた。

「まさかお前がここまで４Ｄに弱いとはなぁ」

「自分でもびっくりだ。そして胡桃くるみさんの顔を要求したのになぜ桐きり島しまくんが」

「ひでぇ」

　けらけら笑う桐きり島しまくん。

　俺がこうなっているのは、４Ｄと呼ばれるタイプのコースターに乗ったのが原因だった。

　３Ｄ眼鏡を掛かけて、映像を見ながら縦に横に、上に下に、前に後ろにとぐるぐる回転しながらぐわんぐわん動き回り、ぎゅんぎゅん巡めぐる映像に俺の三さん半はん規き管かんは音を上げたのである。

　つまりは、酔よった。

「って、あれ？　胡桃くるみさんは？」

　先ほどから胡桃くるみさんの声が聞こえないと思って視線を空から地上に移すと、飲み物を手にした胡桃くるみさんが丁度こちらに駆かけてくるのが目に入った。

「もう……大だい丈じよ夫うぶ？　これ飲んで？　……気分、落ち着かない？」

　心配げな表情で俺の隣となりに座ると、ぺたぺたと首やおでこを触さわられる。

　それは熱が出た時の触しよく診しんでは？

　藪やぶ蛇へびになったら最悪なので、何も言わないけど。むしろ一生触さわっていて欲しいまである。

「だ、大だい丈じよ夫うぶだよ。少し休きゆう憩けいすれば落ち着くから」

「そう？　それ飲んでね。お金は気にしなくていいから」

　胡桃くるみさんが渡わたしてきたのは市し販はんのペットボトル飲料。

　テーマパークの中だと割高だろうに、申し訳ない。

　お金は後で返すとして、今は遠えん慮りよなく飲ませていただく。

「ありがとう、胡桃くるみさん」

「べ、別にこれくらい……気持ち悪いなら横になる？　い、今なら、膝ひざ貸すけど……」

「……っ！　それはもう全力でお借りしたい！　……けどっ」

　俺は口元を押さえる。

「ごめん胡桃くるみさん。ちょっと今横になるのはしんどくて……今度二人きりの時に、もう一度誘さそってくれないかな。一いつ緒しよに大人の階段を昇のぼろう」

「やっぱり元気なんじゃないの!?」

　顔を真っ赤にして立ち上がる胡桃くるみさん。

　彼女は心配そうに俺を見つめていて──。

「乗りたかったら、乗ってきても大だい丈じよ夫うぶだよ。俺はここで少し休きゆう憩けいしてるから」

「っ、い、いいわよ。あんたが心配だし」

「それは嬉うれしいけど……胡桃くるみさん楽しそうだったしさ。きっと他にも乗りたいのいっぱいあるでしょ？」

　そう、４Ｄアトラクションを終えてすぐ俺はバタンキューしてしまったが、それでもしっかり両の眼めで胡桃くるみさんがすごく楽しそうにしていたのは捉とらえていた。

　普ふ通つうのコースター系のアトラクションより、殊こと更さらにはしゃいでいたのだ。

「…………で、でも」

「時間は有限だし、俺はまだもうちょっと動けそうにないからさ。それに……俺にとって、胡桃くるみさんが楽しんでくれているのが、一番の薬なんだよ」

「…………」

　それでもまだ僅わずかに渋しぶる胡桃くるみさんは、俺の頰ほおに手を当てて、

「ほ、ほんとに大だい丈じよ夫うぶ？」

「まぁ、酔よっただけだしね。あとで話を聞かせてよ」

　告げると、彼女はしぶしぶといった様子で首しゆ肯こう。

「…………ん、じゃあ、行ってきてもいい？」

「楽しんできてね」

「わかった」

　胡桃くるみさんは小さく告げると、俺から離はなれる。

　俺は桐きり島しまくんに視線をやると、

「じゃあ桐きり島しまくん、お願いできる？」

「おっけー、任せろ」

　ドンと胸を叩たたいて任されてくれた。ありがたい。

　相も変わらず頼たのもしい友人だと思っていると、ふとそれまで黙だまっていた小お倉ぐらが大きく息を吐はいて俺の隣となりに腰こし掛かけた。

「何してんの？」

「いや、実は私もちょっとしんどくて……こっちで残ってていい？」

「し、調しらべちゃんも!?」

　俺だけならまだしも、小お倉ぐらもとなれば胡桃くるみさんはやっぱり行くのをやめると言うだろう。

　胡桃くるみさんが一いつ緒しよに居てくれるのはとても嬉うれしいが、個人的には胡桃くるみさんが楽しんでくれている方がもっと嬉うれしい。

　余計なことをと流し目で小お倉ぐらを見ると、彼女は苦く笑しようを浮うかべて胡桃くるみさんに告げた。

「大だい丈じよ夫うぶ、私のはそこまで辛つらくないから。胡桃くるみちゃんは楽しんできて」

「で、でも……」

　胡桃くるみさんは俺と小お倉ぐらを交こう互ごに見やる。

　まぁ、俺たちの関係はお世辞にもいいとは言えないからな。

「私としても、胡桃くるみちゃんが楽しんでくれている方が嬉うれしいなって」

「う、うん……そう、かな？　……わかった。それじゃあ一時間ぐらいで戻もどるから、ここに集合ね」

「おっけー」

　小お倉ぐらは胡桃くるみさんの言葉に軽く答え、二人を見送った。

　俺も胡桃くるみさんの姿が人ごみに消えるまでしっかり見送る。

　気分はさながら今生の別れである。

　そうして取り残されたのはクラスでも頭がおかしいと有名な男子生徒と、金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうの元いじめっ子。

「……」

「……」

　周囲からレールを走るコースターの音や、アトラクションの音楽、客の楽しそうな声が聞こえて騒そう音おんに包まれる中──俺と小お倉ぐらの周りだけ、まるで切り取ったかのように異質に静せい寂じやくが支配していた。

　胡桃くるみさんから貰もらったペットボトルの蓋ふたを開けて、中身を口に含ふくむ。

　静かに飲み込み、何か話した方がいいのか？　と考えていると小お倉ぐらが先に口を開いた。

「……覚えてる？」

「何が」

「修学旅行に行く前、言ったこと」

「修学旅行に行く前？」

　何だったか、と記き憶おくを遡さかのぼり一つ思い出す。

「……あぁ『時間を作ってくれ』とか、そんな感じだったか？」

「そう」

　小お倉ぐらは短く返事をすると、スッと真しん剣けんな表情でこちらに向き直り、静かに淡たん々たんと、今までに聞いたことのない、真しん剣けんな口調で告げた。

「いま、時間ある？」

「……そりゃあ、あるけど」

「だったらさ、ちょっと歩きながら話さない？」

　小お倉ぐらは返事も待たずにベンチから立ち上がって、さっさと歩き始めてしまった。

　別に後を追わなくてもいいのだが……。

「おい、待てよ……くそ」

　脳のう裏りにこびりつく彼女の真しん剣けんな表情が、それを許さなかった。
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　歩くことしばらく、俺たちがやって来たのはコラボエリアだった。

　このテーマパークは自社のキャラだけではなく、日本の有名なアニメや漫まん画が、ゲームとよくコラボしては、それに応じたエリアを展開するという少し変わった特とく徴ちようがあった。

　俺たちが訪おとずれたのはまさにそこ。

　現在は有名なロボットアニメとコラボしていた。新とか旧とか映画の頭についてるやつだ。

　ただ、正直世代が少し古いので、オタクの俺でも内容は大まかにしか知らない。

　そのような場所、オタクでもなくコミュ強きようのバリバリ元陽キャの小お倉ぐらからすれば、殊こと更さらに無む縁えんに思えたのだが……。

「す、すごっ！　でかっ、かっこいいっ！」

「お、小お倉ぐら？」

「見て見て！　これ主人公が乗ってる機体！　有名だから見たことぐらいはあるでしょ？　って、細か！　この駆く動どう部ぶめっちゃ凝こってる！」

「……あー、良かったら写真撮とろうか？」

　等身大ジオラマを前に目を輝かがやかせる小お倉ぐらに、俺は思わずそう尋たずねていた。

「い、いいの!?　……んっ、んん！　じゃ、じゃあお願いしてもいい？」

「まぁ、それぐらいなら」

　というわけではいチーズ。

　金きん髪ぱつギャルとロボの異色なツーショットの完成である。似合わねぇ。

　しかし、出来上がった写真を確かく認にんする小お倉ぐらは何とも笑え顔がおだった。

「好きなのか？」

「ん、ま、まぁ」

「お前が好きなのはバイクに乗る変身ヒーローじゃなかったか？」

「あ、あれも好きだけど……言わなかったっけ？　お父さんの影えい響きようで好きになったって。これもそうなの」

「なるほどね」

　確かに、俺たちの親ならちょうどリアタイしていた世代だろう。

「中、入らない？」

「話は？」

「……その、まっすぐ伝えられる自信ないから。見ながらでもいい？」

「お前がそれでいいならいいけど」

　中はアトラクションになっているわけではなく、アニメで出てきた武器や衣い装しようなど、ファン向けの資料がずらりと並んでいた。一応、４Ｄのアトラクション的なのがあるみたいだが、とてもではないが無理だ。

　酔よい醒ざましついでにぼんやりと眺ながめつつ、帰ったらこの作品見てみるかなぁ、なんて考えていると、とつとつと小お倉ぐらが語り始めた。

「昔、好きだったモデルの子がいたの。綺き麗れいでなんでも着こなして、すごいなぁ、なんて漠ばく然ぜんと思って。しかも同い年。……憧あこがれって言うのかな。近付きたくて、真ま似ねして、真ま似ねして……ほんとに、強く憧あこがれてた」
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「……」

「その子はどんどん有名になっていって、女優にならないか、なんて話が持ち上がるくらい成功してた。僻ひがみなんてない。さすがだ、って。やっぱりすごい子なんだ、みんなやっと気づいたんだって……」

「古参面だな」

「そうかもね。……でも、その子はある日突とつ然ぜん活動を休止して、ＳＮＳなんかも全部止まって、消息が分からなくなって──私の目の前に現れた」

　小お倉ぐらは目の前の展示物を見ているようで、だけどどこか遠くを見つめていた。

「高校の入学式の日、すぐにわかった。あの子だって。話しかけようかな、どうしようかなって一週間ぐらい……ううん、もっと悩なやんだかも。こんなに緊きん張ちようしたの初めてってぐらい緊きん張ちようしたし、いつも以上に身なりに気を付けて、話しかけた。モデルやってた胡桃くるみさんですよね、って」

「……」

「そうです、って返してくれて、私もう嬉うれしくって……たくさん話した」

　それは、俺の知らない話だった。

　胡桃くるみさんと小お倉ぐらはそんなに早く接点を持っていたのか。

「それで、どうしてそれがああなったんだ？」

　人の目もあるためぼやかして尋たずねると、小お倉ぐらは苦しそうに吐はき出だした。

「……憧あこがれの人が目の前に現れて、僻ひがんじゃった」

「……」

「きっとすごい努力をしてその体型を維い持じしてるんだろうなとか、食べ物はどんな感じで気を使ってるんだろうとか、肌はだの手入れは？　髪かみの手入れは？　どんな化け粧しよう水すいを？　……とか。聞いて、いっぱい、迷めい惑わくかなとか、うん。思ったけど……で、聞いて、それで私……」

「落ち着け。ゆっくりでいいから」

　段々と支し離り滅めつ裂れつなことを口にする小お倉ぐらの肩かたに手を置いて、一度会場を出る。

　外の生いけ垣がきのふちに腰こし掛かけさせると、ようやく落ち着いたようだった。

「……ごめん」

「問題ない」

　小お倉ぐらはしばらく俯うつむいた後、自分の顔を両手で押さえつけながら、吐と露ろを続けた。

「なんだっけ。……あ、そうそう、聞いたのよ。どんなふうにして綺き麗れいに保ってるのかって。いきなり失礼だとは思ったけど、でもずっと聞きたかったことだから」

　それは分からないでもない。

　俺も好きな漫まん画がやラノベの原作者が目の前に居たら作品について色々と聞くだろう。

「そしたら胡桃くるみちゃんね、特に努力はしてない、って」

「……まぁ、そうかもな。胡桃くるみさんとは中学からの付き合いだけど、モデルになる前から可か愛わいかったのは覚えてる」

「……だよね。うん、知ってる。……でも、その時の私は謙けん遜そんなのかなって思って、結構監かん視しって言うか、まぁ学内だけだけどストーカーってぐらい見てたの」

　マジかよ。俺以外にも胡桃くるみさんのストーカーが居たのか。

「それで？」

「それで、胡桃くるみちゃんの言ってることってなにも間ま違ちがってないんだなぁって。確かに体型維い持じで多少運動してる感じはあったけど、朝からガッツリ走ったり、食事制限したりはしてなかった。私より、全然努力してないのに私よりすごいんだなぁって、まじまじ見せつけられた気がして──僻ひがんだ。嫉ねたんだ」

「……」

「もしこれが、雑誌の向こうやテレビの向こうならそうはならなかったかもしれないけど、目の前で天そ才うであることを見せつけられたら、もう……おかしくなっちゃった」

　聞こえるか聞こえないか、魂たましいを絞しぼり出だすように吐はき出だした小お倉ぐらは下を向いたまま頭を抱かかえ込こむ。朝からセットしていたであろう金きん髪ぱつがぐしゃっと崩くずれ、その努力が水すい泡ほうに帰す。

「……」

　小お倉ぐらは胡桃くるみさんに憧あこがれていた。

　それも他の人よりも強く憧あこがれていたのだろう。

　だからこそ、自身の理想である憧あこがれの胡桃くるみさんと現実の胡桃くるみさんのギャップに耐たえられず、失望し──そして自分には無いものを持っている彼女に嫉しつ妬とした、と。

　つまりはそういうことなのだろう。

「……ってことを、あんたに伝えときたかった。ごめん、今こんな話して」

「まったくだ。楽しい楽しい修学旅行がしんみりしたじゃないか」

「うぐっ。……そ、それで？」

　気まずそうな表情で、こちらを見つめてくる小お倉ぐら。

「は？　なにが？」

「いや、だから……そ、それで？　何か言わないの？　そんな自分勝手な理由で、とか、やっぱりお前は糞くそアマだ、とか。……っ、な、殴なぐるのは、やめて欲しいけど……でも、い、一発までなら……」

　ぎゅっと目を瞑つぶる小お倉ぐら。

　いや、そんな卑ひ屈くつなことを言われても。

「……別に、何もないよ」

「で、でも……わた、私は……」

「胡桃くるみさんにはもう伝えてるんだろ？」

「そりゃあ、うん。あの、あの日に……助けてくれた日の夜に、電話で」

「胡桃くるみさんはなんて？」

「そうだったんだ、って。……あ、あと」

　小お倉ぐらは一度言葉を区切ると、僅わずかに口こう端たんを持ち上げる。

「使ってる化け粧しよう水すい、教えてもらった」

「……」

「そんな感じ」

「そうか。……なら、それでいいんじゃないか？」

　ことはすべて小お倉ぐらと胡桃くるみさんの間で完結している。

　俺が口を挟はさむようなことは何もない。

「でもあんたは、私にすごい怒おこってたし、怒おこられて軽けい蔑べつされる自覚もあるし……」

　だから理由を聞いてもっと怒おこると思ったのだろうか。

「馬鹿か。俺が怒おこっていたのはお前が行った行こう為いに対してだ。理由は関係ない」

「そ、そっか……そうだよね」

「だが──まぁ、なんだ。納なつ得とくはしたよ。許せる許せないは別として」

「……うん」

　小お倉ぐらは小さく首しゆ肯こうすると、大きく息を吸い込んで、一言。

「ごめん」

　と告げたのだった。

　それを静かに受け止めつつ、俺は空を見上げた。

　大きく吐はいた白い息が、からっと晴れた空へと昇のぼっていった。
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　まだ時間があったので近くのカフェに入る。

　さすがに外に出ずっぱりでは身体からだが冷えてしまった。

「俺コーヒー」

「飲み過ぎると身体からだに悪いんだって」

「コーヒー好きを前になんてことを言うんだ」

「……別に。胡桃くるみちゃんの彼かれ氏しならちょっとでも健康でいて欲しいだけ」

　そう言って自分は砂糖たっぷりのココアを頼たのむ小お倉ぐら。

「胡桃くるみさんの友達やるならデブるなよ」

「女子に向かってなんてこと言うのよ」

　キッと睨にらみつけてくる小お倉ぐらに嘆たん息そくしつつ、俺はふと思ったことを尋たずねた。

「そう言えば、どうして今だったんだ？」

「なにが？」

「さっきの話だよ」

　告げると彼女は机に肘ひじを置いて、窓の外を睥へい睨げいする。

「別に、学校じゃ胡桃くるみちゃんがいるから二人になれないし、かと言って電話をするのもなんか違ちがう。休日に会うのはもっと違ちがうし……このタイミングなら、修学旅行中なら話せる機会もあるかな、って。そう思ったのよ」

「なるほどな」

　短く返し、俺も背もたれに背を預けて窓の外を見つつ、思う。

　だからと言って、こんな楽しそうな場所でする話でもなかったのでは？　と。

　まぁ、もう済んだことだし別にいいのだが。

「楽しい雰ふん囲い気き壊こわしたのは……うん、ごめん」

「別にいいよ。……つーか、前から思ってたんだけどさ。お前は……胡桃くるみさんが好きなんだよな？　そういう意味で」

「何、いきなり」

「いや、はっきりと言葉で聞いたことはなかったなと思って」

　尋たずねると小お倉ぐらは若じやつ干かん居い心ごこ地ちが悪そうに身じろぎして、頰ほおを染めて答えた。

「……まぁ、好き。……そういう意味で」

「ふむ……ならもっとココア飲め」

「はぁ!?　あぁ、もう。なんで胡桃くるみちゃんはこんなデリカシーの無い男を……」

「なんか言ったか小お倉ぐらァ」

「別に？」

　などと口論しつつ、到とう着ちやくしたコーヒーを一口。

　仄ほのかな苦みと深いコク、どこかフルーティな口当たりが飲みやすい。

　なるほど、一いつ般ぱん受うけしやすい飲み口だ。

「何考えてんのよ」

「いや、なに。胡桃くるみさんと一いつ緒しよならもっと美う味まかっただろうなって、そう思っただけだ」

「ふーん」

　小お倉ぐらもココアの入ったマグカップを手にして啜すする。

　小さく嚥えん下げすると、満足そうに息を吐はいた。

「それには同意」

　以降は特に言葉を交かわすこともなく、窓の外をぼんやり眺ながめつつ飲み干した。

　そして身体からだが温まったのを確かく認にんしてから、俺たちはカフェを後にした。
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　待ち合わせの場所で小お倉ぐらと待っていると、数分もしないうちに胡桃くるみさんと桐きり島しまくんは戻もどってきた。

「あっ、おーい、胡桃くるみさん」

「ごめんごめん、待った？　と言うかもう大だい丈じよ夫うぶ？」

　こちらに気付くや否いなや小こ走ばしりで近付いてきた胡桃くるみさんは、そのまま再度触しよく診しんを始めた。

　されるがままになっていると、彼女は早々に切り上げて、お次は隣となり金きん髪ぱつギャルを診みる。

「調しらべちゃんも大だい丈じよ夫うぶ？　気持ち悪くない？」

「胡桃くるみちゃんに触さわってもらってるだけで体力が回復していくよ♡　もっと触さわって♡」

「なんかヤバ宮みやくんみたいになってるんだけどっ!?」

「それは心外」

「おいこら」

　このアマ。さっきまでのしおらしい様相はどこに行ったんだ。

　内心で呆あきれていると、少し遅おくれて桐きり島しまくんが戻もどってきた。

「どうだった？」

「楽しそうにしてたよ。変な輩やからに絡からまれることもなかった」

「それは何より」

「お前らの方は、何かあったのか？」

　桐きり島しまくんは俺と小お倉ぐらを交こう互ごに見やる。

　何かあったかと聞かれれば、答えはただ一つ。

「特に何もないよ。少し話をしただけ」

「そうか」

「そうそう。……さて、それじゃあもう時間もないし、次のアトラクションに行こっか」

　じゃれていた二人に告げると、彼女たちは笑えみを浮うかべて頷うなずいた。




　そんな感じで時間いっぱい遊園地を満まん喫きつ。

　遅おそくなる前に、電車に乗ってホテルへと戻もどるのだった。
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　ホテルに着くと、すぐに夕食の時刻となった。

　時計を見ると六時半。だから早いんだって。

　席は自由で、今回は胡桃くるみさんの隣となりを無事確保。

　が、四人並んで座れるところは空いておらず、小お倉ぐらと桐きり島しまくんは少し離はなれた席である。

　胡桃くるみさんが少し寂さびしそうな表情を見せるあたり、二人にはかなり心を許しているようだ。

　それはともかく、本日の料理は和食。

　目の前には色とりどりの季節のお野菜に白ごはん、汁しる物もの、鉄板焼きに刺さし身みと、なんだとっても豪ごう華かじゃないか。一人感心していると、お隣となりの胡桃くるみさんが震ふるえた声で呟つぶやいた。

「ま、マグロがある」

「あれ、胡桃くるみさんマグロ苦手？」

「いや、そうじゃなくてむしろ……」

　ごくり、と喉のどを鳴らすところを見るにかなりの好物のよう。

　ならば俺が行うべきはただ一つ。

「はい、あーん♡」

「なんで!?」

「もちろん胡桃くるみさんの喜ぶ顔が見たいからだよ！　胡桃くるみさんが未来永えい劫ごう隣となりで笑っていてくれることこそが、俺の何よりの望みだからね！」

「マグロ一切れにそこまで考えてるの!?」

「胡桃くるみさんとの将来設計は常つね日ひ頃ごろから考えてるよ！」

「もっと別のことは考えられないの!?」

　胡桃くるみさん以外のことか。

「子供の教育方針……とか？」

「バカなの!?」

「まぁ、親バカにはなりそうかな」

「聞いてないんだけどっ!?」

　わいわい言い合っていると、胡桃くるみさんはハッと我に返ったように周囲を見み渡わたし、顔を赤くして俯うつむいてしまった。俺も倣ならって周りを見ると、なるほど同じクラスの連中が『またか』といった様子でこちらを見ていた。

　確かに、学校でも似たようなものだしな。

「はい、あーん♡」

「少しは空気を読んで欲しいんだけど!?」

　何て言いつつも、胡桃くるみさんは口を開いて俺の箸はしからマグロをパクり。

　もぐもぐと小動物のように咀そ嚼しやくしてごっくん。

　口をへの字に曲げて俺を睨にらむとぼそりと愚ぐ痴ちった。

「温ぬるくなってる」

「あちゃー、愛の炎ほのおであったまっちゃったかー」

「あちゃーじゃないわよ！　……でも、ありがと。代わりにこれあげる」

　胡桃くるみさんが差し出してきたのは白い刺さし身み。イカだ。

　彼女は箸はしで挟はさむとそのまま俺の皿へ──。

「食べさせてくれないの？」

「く・れ・な・い・わ・よっ！　ばかっ！」

　べっ、と舌を出した胡桃くるみさんは、自らの皿に向き直って食事を再開した。

　本当に食べさせてはくれないらしい。残念だ。

　しかし、おいしそうに自分の分のマグロを口に運ぶ姿に、自然と笑えみがこぼれてしまう。

　行ぎよ儀うぎいい所作で食べる彼女に見み惚とれつつ、俺も頂ちよう戴だいしたイカをパクり。

「……おいしい」

「そう？　よかった」

「うん、胡桃くるみさんの味がするよ」

「何もよくなかった。病院行く？」

「胡桃くるみさんとならどこへでも」

「あんたは無敵なの!?」

　本心なんだけどなぁ。
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　食事も終えて部屋に戻もどろうと館内を胡桃くるみさんと歩く。

　食事会場は一階にあり、俺たちが泊とまっている部屋は男子が四階、女子が五階。

　それぞれエレベーターでの移動となる。

　食事が終わった者から部屋に戻もどって構わないと言われていた為ため、帰る時間はバラバラ。

　エレベーターの前には俺と胡桃くるみさんの姿しかなかった。

「それにしても、今日は疲つかれたわね」

「そうだね。かなり遊んだし……胡桃くるみさんもはしゃいでたしね」

「は、恥はずかしいから忘れて……」

「胡桃くるみさんの笑え顔がおを忘れるなんて無理な話だよ！」

「う、うぅ……ばかぁ」

　赤面して頰ほおを搔かく胡桃くるみさん。

　改めて心のメモリーにしっかり刻み込んでおこうと決意していると、胡桃くるみさんはエレベーターの階層表示を眺ながめながら大きくため息をついた。

「どうしたの？」

「ん？　あぁごめん。疲つかれたからこそ、また部屋風ぶ呂ろかって思って。男子もそうなんでしょ？」

「まぁ、先生にはそう言われたね」

　答えると、胡桃くるみさんは眉まゆをひそめた。

「もしかして……」

「昨日は大浴場の方に行かせていただきました」

「ルールはちゃんと守らないとだめでしょ！」

　怒おこられちゃった。胡桃くるみさんらしい。

　なのでこちらは仲間を売らせていただく。

「いや、俺以外にも桐きり島しまくんや同室の阿あ坂さかくんも一いつ緒しよで──！」

「言い訳しない！」

「はい！」

　仲間の売ばい却きやくはなんの意味もなかったし、ただ共犯者の名前を喋しやべっただけだった。

　俺と一いつ緒しよにお酒を飲もうとしたり、授業をエスケープして屋上に向かったりしている胡桃くるみさんであるが、それにはそれ相応の理由があり、基本的に彼女は真面目な人なのだ。

　そういう凜りんとしているところが最高に孤こ高こうで惹ひかれるのだけども。

「……ち、因ちなみに、ほんとにバレなかったの？」

　……おっとぉ？　さすがの胡桃くるみさんも背に腹は替えられなかった模様。

　そりゃあ大浴場があるならのんびり足を伸のばしてくつろぎたいよね。特に女の子なら。

　真面目なところも最高に魅み力りよく的てきだけど、ちょっとずる賢がしこいところが出てくる胡桃くるみさんも、それはそれで非常に愛おしい。ギャップ萌もえというやつか。

　なので俺は親指を立てて胡桃くるみさんに答えるのだった。

「もちのろんよ」
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　胡桃くるみさんと話しているとエレベーターが到とう着ちやく。

　早さつ速そく乗り込もうとしたところで──。

「な、なぁ小お倉ぐら。少し話があるんだけど、今時間いいか？」

「……っ、な、なに？」

　聞き覚えのある声と、耳なじみのある名前が聞こえてきた。

　胡桃くるみさんも気が付いたのか、エレベーターに向けていた足を止めて声の方に視線を向ける。

　そこには小お倉ぐらを呼び止める阿あ坂さかくんの姿があった。

「ここじゃあれだからさ、少し移動していいか？」

「……わ、わかった」

　場所を移動する二人。

　それを見て、俺は理解した。

（昨日のこと、早さつ速そく行動に移すのか）

　昨日のこと──とは阿あ坂さかくんが大浴場で相談してきたことだ。

　つまるところ小お倉ぐらへの謝罪である。てっきり修学旅行が終わってから謝罪するものだと思っていたのだが……まぁ個人的にすぐに動いたことに関しては好感度が高い。

　二人の間でどのようなやり取りがなされるのかは気になるが、覗のぞくのはさすがに阿あ坂さかくんに対して失礼だろう。

　俺は再度エレベーターに乗り込もうとして。

「あ、あれっ！　……っ！」

「ちょ、胡桃くるみさん!?　ま、待って！」

　どういうわけか慌あわてて二人の方へと向かおうとする胡桃くるみさんの手を取って制止する。

「と、止めないとっ！」

「どうしたの胡桃くるみさん。止めるって何を──」

「ま、また調しらべちゃんが、傷つけられる！」

　その言葉を聞いて、合点がいった。

　阿あ坂さかくんはかつて小お倉ぐらを虐いじめる空気を作り出した張本人であり、そのことを後こう悔かいして俺に相談を持もち掛かけてきた。

　その結果として小お倉ぐらに対し真しん摯しに謝罪するということを決めたが、当然胡桃くるみさんはそのことを知らない。だから『また』と焦あせっている。

「ま、待って、待ってって胡桃くるみさん！」

「ど、どうしてっ？」

「とにかく落ち着いて。……それから、静かについて来て」

　俺は逡しゆん巡じゆんした後、阿あ坂さかくんには申し訳ないと思いつつも、見せた方が早いと静かに二人の後を追った。

　二人が行きついたのはロビーの隅すみ。

　というか、俺と胡桃くるみさんが昨日乳ちち繰くり合あっていた現場である。

　そんな場所で真しん剣けんな話をしようとする二人。

　何というわけではないけれど、阿あ坂さかくんに対する申し訳ない気持ちが倍プッシュ。

　今度学食で焼き肉定食でもご馳ち走そうしよう。

　俺は、下した唇くちびるを嚙かんで今にも飛び出しそうな胡桃くるみさんを押さえながら二人の話に耳を傾かたむけた。

「……は、話って、なに？」

　小お倉ぐらの声は僅わずかに震ふるえていた。

　小お倉ぐら自身も、阿あ坂さかくんに対して相応の苦手意識を抱いだいているのだろう。

　そういう意味では、人気のないここは悪手だったと言える。

　静かなカフェとか、そんなところが良かったのではなかろうか。

　いまさらどうなるわけでもないが。

　阿あ坂さかくんもきっとそれに気付いていたのだろう。

　だからこそ彼は安心させるように一歩足を退いた。

「話っていうか……その……」

　阿あ坂さかくんは僅わずかに言いい淀よどんだけれど、一度大きく息を吸い込むとまっすぐ頭を下げた。

「あの時は、ごめん」

「……え？」

「あの席せき替がえの時、俺は小お倉ぐらに対して酷ひどいことを言って傷つけた。そのことを改めて謝罪したい。……本当に、申し訳なかった」

　その言葉に小お倉ぐらは明らかに動どう揺ようしていた。

　どうすればいいのだろう、と頭を下げる阿あ坂さかくんを見て唇くちびるを嚙かみしめる。

　静せい寂じやくは十秒もなかったように思える。

　けれど、どこまでも張はり詰つめて、当事者にとっては数分や数十分にも感じられるだろう。

　その中で、小お倉ぐらは俯うつむいて自じ嘲ちようを浮うかべた。

「……あれは、私が悪かったから」

　確かに元を辿たどれば、小お倉ぐらが胡桃くるみさんを虐いじめていたのが原因だ。

　けれど、だからと言って関係の無い人間が小お倉ぐらを糾きゆう弾だんするのはまったく別の問題なわけで。

　──『私が悪かったから、別に気にしないでいい』

　なんて答えは、必ずと言い切っていいほど間ま違ちがっている。

　俯うつむき、前まえ髪がみで表情の伺うかがえない小お倉ぐらに対し、何と声をかけていいのか逡しゆん巡じゆんする阿あ坂さかくん。

　しかし、それよりも先に小お倉ぐらが小さく横に首を振ふった。

「ううん、そうじゃない。──あれは、私も悪かったから。って言うほうが正解なのかな」

　その独白は、静かな当所によく響ひびいた。

　隣となりで息を飲む音が聞こえる。

　視線を向けると、胡桃くるみさんが目を見開いて二人をじっと見つめていた。

　何を思っているのだろうか。残念ながら俺には分からない。

　けれど、彼女はまっすぐ二人を見つめていた。

　小お倉ぐらは一つ深呼吸して言葉を続ける。

「私は、ああいうことをされて当然の人間だった。それだけのことをした自覚もあるし、後こう悔かいもある。その償つぐないで、あの子のためなら何でも、本当に何でもしてあげたいって思う。それぐらい、あの時の私は最低最悪で、本当に気持ち悪くて、自己嫌けん悪おで死にたく──ううん」

　小お倉ぐらは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、震ふるえた声で告げた。

「私みたいな人間死んでしまえ、って。そう思うぐらい、私は酷ひどいことをした」

　もしかしたら彼女はあの日──屋上に駆かけあがった日。

　本当にその先へ足を進めるつもりだったのかもしれない。

　ちらりと隣となりの胡桃くるみさんを見ると、拳こぶしを強く握にぎり締しめていた。

「だから阿あ坂さかにされたことは自じ業ごう自じ得とくだと思ってる。……でも、阿あ坂さかが言いたいのはそういうことじゃないんだよね」

「……あぁ。俺が、俺がやったのは、誰だれが相手でもしちゃいけないことだ。小お倉ぐらがどういう人間だったかは関係ない。結局のところ、俺が行ったのは他人を傷つける行こう為いだから……。本当に申し訳なかった」

　改めて深々と頭を下げる阿あ坂さかくん。

　そんな彼を複雑な瞳ひとみで見つめた後、小お倉ぐらは彼に顔を上げさせる。

「正直、阿あ坂さかのことは最低だと思う。それはきっと今後も変わらない。……ごめん」

「──っ」

「で、でもっ！　だけど、あんたより最低の私を、見捨てないでくれた人がいた。その人は、私の憧あこがれで尊敬している人で──だから、今すぐはまだ心の整理がつかないけど、謝罪は受け止めとく」

　必死に絞しぼり出だしたであろうその言葉を受け、阿あ坂さかくんは暫しばし瞑めい目もくすると小さく息を吐はいた。

「あぁ、わかった。……話はそれだけだ。改めて本当に、申し訳なかった」

　もう一度深く頭を下げると、彼は踵きびすを返してその場を後にした。

（って、こっち来る！）

　慌あわてて胡桃くるみさんの手を取り場所を移動。

　幸い阿あ坂さかくんは外の空気でも吸いに行ったのか、玄げん関かん口ぐちへと歩いて行った。

　俺たちはエレベーターホールに戻もどってくると、上じよう昇しようボタンを押して二人並んで待つ。

　会話はない。ただ摑つかんだ手は離はなさず、俺はぼんやりと変化する階層番号を眺ながめる。

　しばらくして胡桃くるみさんが小さな声で話しかけてきた。

「……阿あ坂さかくん、調しらべちゃんに謝るつもりだったんだ」

「そうだね」

「知ってたの？」

「相談は受けてた」

「そっか……。また調しらべちゃんに何かするのかも、なんて酷ひどいこと考えちゃったな」

「知らなかったんだから仕方ないよ」

　エレベーターが到とう着ちやくする。

　人は乗っておらず、乗り込んで四階と五階のボタンを押した。

「調しらべちゃんも、あんなに悩なやんでるなんて知らなかった」

　まぁ、小お倉ぐらの性格からして誰だれかに相談することはないだろうしな。

　特に相手が胡桃くるみさんならなおさら。

　気取られることすら嫌いやがっただろう。

「知らなかったなら、知ればいいだけだよ」

「……そうね。それとなく聞いてみる。……その、友達として」

「そうだね、それがいい。俺も何かあったらいつでも手を貸すから。嫁よめの頼たのみなら何でも聞くよ！」

「まだ彼女よ、ばかっ！　……でも、ありがと。期待してる」

　胡桃くるみさんは笑えみを浮うかべる。よかった。

　辛しん気き臭くさい雰ふん囲い気きのまま別れるのは嫌いやだったからな。

「もちろん！　期待通りちゃんと嫁よめにするから！」

「そっちじゃないんだけど!?」

　そうこうしているうちに四階に到着し、俺たちはそれぞれの部屋に戻もどった。





４






「お前は馬鹿だ。馬鹿だ馬鹿だと常つね日ひ頃ごろから思っていたが、まさかここまで馬鹿だとは」

「いや、ほんと申し訳ないです」

　俺は目の前でお冠かんむりの物もの部のべ先生に平ひら謝あやまりしていた。

　時刻は八時半を少し過ぎた頃ころ。場所は夜空を望む露ろ天てん風ぶ呂ろの中。

　何な故ぜこうなったのか。それは遡さかのぼること約一時間前。





☆






　胡桃くるみさんと別れて部屋に戻もどった俺は、本日も桐きり島しまくんと大浴場へと向かうことにした。

　昨日のこともあり阿あ坂さかくんも誘さそおうと後から帰ってきた彼にも声をかけたのだが、少し一人で考えたいことがある、とのことで本日は部屋風ぶ呂ろを選せん択たく。

　先ほどの一件の後だから、それも仕方ないだろう。

　というわけで桐きり島しまくんと大浴場を訪おとずれ、本日の疲つかれを癒いやしていたのだが……。

「んじゃ俺は先あがるわ」

「うい～、俺は露ろ天てんでもう少しゆっくりしてから戻もどるよ」

「おっけー」

　露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかり、外気の肌はだ寒さむさと温泉の温かさのはざまで極限の快楽に文字通りその身を沈しずめつつ、満天の星々を眺ながめていた俺は──爆ばく睡すいした。それはもうぐっすりと。

　自宅の風ふ呂ろ場ばで寝ね落おちしてしまうことがあるが、旅先ではさすがに初めてだ。

　それだけ疲つかれていたということなのだろう。

　寝ね落おちすること自体はしばしばあるので溺おぼれる心配はなかったが……問題はその後だった。

「……ぉい、おい」

「……んぇ？」

「なにが『んぇ』だ。起きろ笠かさ宮みや」

　誰だれかに名前を呼ばれた気がして重たい瞼まぶたを持ち上げると、そこには物もの部のべ先生の姿。

　俺は目をこすり、周囲をきょろきょろ。

　露ろ天てん風ぶ呂ろ──桐きり島しまくんと別れてから約一時間が経過した時計──全ぜん裸らの物もの部のべ先生。

　そこから導き出される結論はただ一つ──。

「ごめんなさい」

「寝ね起おきでよくそこまで頭を回せたな。ったく」

　そして、現在に至るというわけだ。

　物もの部のべ先生は露ろ天てん風ぶ呂ろの淵ふちにゆったり背中を預け、タオルを頭の上に載のせて息を吐はいた。

「はぁ……。まぁ、なんだ。いろいろと言いたいことはあるが、修学旅行中に怒おこるのもあれだしな。今回は大目に見よう」

「ありがとうございます。……でも、ふと思ったんですけど、生徒は部屋風ぶ呂ろで先生は大浴場なんですね」

「……」

「視線逸そらさないでくださいよ。まるで脅おどしてるみたいじゃないですか」

「……なにが望みだ」

「ほんとに脅おどしてるみたいじゃないですか!?」

　物もの部のべ先生はクツクツ笑うと、湯船から出ていた肩かたに湯を掛かけた。

　十一月末の夜ともなるとかなり冷える。

　俺は一時間近くも寝ね落おちしていたので若じやつ干かんのぼせているが。

　露ろ天てん風ぶ呂ろの湯気が夜空に昇のぼっていくのをぼんやり眺ながめる。

「笠かさ宮みや、修学旅行はどんな感じだ？」

「楽しんでますよ。何枚か結けつ婚こん式しきの時のスライドショーで使えそうな写真も撮とれましたし」

「お前って素でそれなんだな」

「それってなんですか、それって」

　失礼な。俺は胡桃くるみさんを世界の何ものよりも愛しているだけだというのに。

　物もの部のべ先生は、こちらの内心などまるで気にしないで続ける。

「でも、そんな写真が撮とれるくらい楽しんでるのなら……そりゃあよかったよ」

「それに関しては同意ですね。……っと、すいません。そろそろのぼせそうなのでお先に失礼します」

「おう。……あっ、そうだ。俺は風ふ呂ろ上あがりにビール飲んで爆ばく睡すいするつもりだが、夜はあんまり騒さわぎ過すぎるなよー」

　適当にひらひらと手を振ふりながら一応といった風に告げる物もの部のべ先生。

　まったく、それでいいのか教師よ。

　呆あきれつつも露ろ天てんを後にしようとして、背中に声を掛かけられた。

「あと一日。最後まで楽しめよ」

「……はい、それはもう全力で楽しませていただきますよ」

　端たん的てきに返しつつ、俺は風ふ呂ろを上がった。
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　脱だつ衣い所じよで身体からだを拭ふいて浴衣ゆかたに着き替がえ、ドライヤーで髪かみを乾かわかしてから大浴場を後にする。

　暖簾のれんをくぐって廊ろう下かに出ると、同タイミングで女湯の暖簾のれんの向こうから二人の少女が出てくるのが視界に入った。……あれはっ！

「胡桃くるみさん！　……と、小お倉ぐら」

　そこに居たのは愛するマイハニーとその友人。

　こちらに気付いた二人は驚おどろいた表情を見せる。

「あんたもちょうどお風ふ呂ろ上あがり？」

「そうだけど……、っ」

　近付いて小首を傾かしげ尋たずねてくる胡桃くるみさん。

　その表情は弛し緩かんしきっており、とろんとした目がこちらを見つめていた。

　頰ほおは風ふ呂ろ上あがりのためか僅わずかに上気していて、しっとりとした髪かみが妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。正直、浴衣ゆかた姿すがたの胡桃くるみさんというだけでも興奮が止まらないのに、そこに加えて風ふ呂ろ上あがり。──一いつ瞬しゆん、息をするのも忘れて見み惚とれてしまうのも無理からぬことだった。

「どうしたの？」

「胡桃くるみさんが魅み力りよく的てき過すぎて見み惚とれてた。新しん婚こん旅行は温泉もいいね」

「い、いきなり何なの!?」

「嫌いやだったりする？」

「い──や、では、ないけども……」

　もごもごと答えた後、口を結んで恥はずかしそうに睨にらんでくる胡桃くるみさん。

　申し訳ないとは思いつつ、しかし彼女への愛情を抑おさえられないのだ。

　すると一部始終を見ていた小お倉ぐらが呆あきれを多分に含ふくんだため息をついた。

「はぁ……、あんまりそういうこと人前で言ってると本格的に嫌きらわれちゃうわよ？　──はっ！　そうじゃなくてもっと言っていった方が愛が伝わるわよ！」

「調しらべちゃん!?」

「本ほん性しようを取とり繕つくろえていないにもほどがあるだろ、お前」

　その言葉に小お倉ぐらは舌打ちをして返した。

　彼女もまた風ふ呂ろ上あがりのため頰ほおは朱しゆ色いろに染まり、普ふ段だんきつめの瞳ひとみも目じりが垂れ下がっていた。髪かみは緩ゆるやかに下ろされていて、いつもと異なる雰ふん囲い気きを纏まとっている。豊満な胸は浴衣ゆかたを持ち上げ、帯で強調されたくびれに、彼女もまた胡桃くるみさんとは別種のスタイルの良さを持つ少女なのだと再さい認にん識しきさせられた。

　こちらの視線に気付いた小お倉ぐらはふんっと鼻を鳴らす。

「なに？」

「いや、別に。……それより胡桃くるみさん、お風ふ呂ろの方はどうだった？」

「部屋風ぶ呂ろで済ませろって言った先生を恨うらむ程度にはよかったわよ」

　まったくもって同意だ。

「それはよかった。是ぜ非ひとも今度は一いつ緒しよに入ろうね！」

「あれ!?　そんな話だったっけ!?」

「私はもう胡桃くるみちゃんと一いつ緒しよに入ったけどね」

「なんで張り合ってるの!?」

　突つっ込こみ魔ま人じんと化した胡桃くるみさんにすり寄る雌めす猫ねこ。

　そりゃ、一いつ緒しよに大浴場から出てきたところを見るにそうなのだろうけども。

「……待て、つまりお前は胡桃くるみさんの裸はだかを見たと？」

「お風ふ呂ろに入ったんだから当たり前でしょ？」

「お、俺もまだ見てないのに！」

「ば、ばか！　何言ってるの!?」

「えへへ、胡桃くるみちゃんスタイル良過ぎ。マジで目の保養になった」

「これが……寝ね取とられ？」

　脳が破は壊かいされそう。

「背中流してあげるときに少し触さわったけど、肌はだもすべすべで──」

「ぐあぁああああああっ！」

　完全な寝ね取とられにより脳が破は壊かいされてしまった。

「くそっ……！　胡桃くるみさん！」

「な、なに!?」

「お風ふ呂ろに行こう！」

「今出てきたんだけど!?」

「家族風ぶ呂ろ的なやつがあるかもしれない。一いつ緒しよに入ろう！」

「家族でもないんだけど!?」

「将来的に一いつ緒しよになるから大だい丈じよ夫うぶ！　ホテルの人も分かってくれる！」

「ぜ、絶対に無理だから！　っていうか、入らないから！」

「小お倉ぐらとは入ったのに!?　どうして！」

「どうしてもこうしても調しらべちゃんは女の子だし！　……うぅ、あーもうっ！」

　嘆なげいていると、胡桃くるみさんは呆あきれた表情を見せつつも吹っ切れたように声を上げた。

　そして顔を真っ赤にしながら俺の耳元に口を寄せると、小さく囁ささやく。

「か、帰ってから……水着ありなら、一いつ緒しよに入ってもいいわよ……っ」

「っ！　よ、よし！　帰りの新幹線は何時かな？」

「まだ帰らないけど!?」

　スマホを取り出して調べようとしたら奪うばわれてしまった。

「……ねぇ、二人で何の話してるの？」

「べ、別になんでもないわよ？」

　訝いぶかし気げな目を向けてくる小お倉ぐらに対し、胡桃くるみさんはしどろもどろになりながらも誤ご魔ま化かしていた。

　きっと何も誤ご魔ま化かせてはいないのだろうけど。
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　小お倉ぐらの追つい及きゆうを回かい避ひしつつ部屋に戻もどろうと歩いていると、ある物を見つけた。

「ここ、卓たつ球きゆう台だいもあるんだ」

　エレベーターホールへと向かう道すがらに娯ご楽らく室しつがあり、その中央に本格的な卓たつ球きゆう台だいがドンと鎮ちん座ざしていた。近くにはラケットもあり『ご自由にお使いください』の文字も拝見できる。

「せっかくだしやってみる？」

　とは胡桃くるみさんからのご提案。

　もちろん拒きよ否ひなどしない。胡桃くるみさんと卓たつ球きゆうなんて最高。

　当然と言うか何と言うか、小お倉ぐらも二つ返事で参加を表明してきた。

「……小お倉ぐらは帰ってもいいのに」

「なんでよ。私も胡桃くるみちゃんと卓たつ球きゆうしたい。キャッキャうふふしたい」

「それは彼かれ氏しの俺がするから」

「……」

「……」

「ぼこぼこにしてやる」

「絶対負けない」

　というわけで、第一回戦は俺と小お倉ぐらの対戦となった。

　卓たつ球きゆう台だいを挟はさんで金きん髪ぱつギャルと対たい峙じ。

「じゃ、私は審しん判ぱんしてるね～」

　胡桃くるみさんは近くのベンチに座り俺と小お倉ぐらの両方にがんばれー、と声せい援えんを送っていた。

　かわいい。

「俺は経験者だからサーブはそっちからでいいぞ」

「……ふん」

　ピンポン玉を手にして小お倉ぐらが構える。

　その立ち姿を見るに、彼女もまた卓たつ球きゆうの経験がありそうだった。

　ところで、俺がわざわざ小お倉ぐらに勝負を仕し掛かけたのには単純にムカついた以外にも理由がある。

　それすなわち、胡桃くるみさんの前で小お倉ぐらを打ち負かしていいところを見せたいという純度百パーセントの下心だ。言われたい、胡桃くるみさんにきゃーきゃーと。

　言っているところは欠かけ片らも想像できないけれど。

　とにかく小お倉ぐらには悪いが、踏ふみ台だいになってもらうとしよう。

　ぎゅっとラケットを構え直すのと、小お倉ぐらがサーブを放ったのはほぼ同時だった。

　カンッカンッ、と乾かわいた音と共にピンポン玉が飛んできたので、救い上げるように打ち返す。

　すると小お倉ぐらも難なく打ち返し、しばらくラリーが続いて──。

「……っ」

　俺が空から振ぶり、小お倉ぐらに点が入った。

「二人とも卓たつ球きゆうできるんだ」

　にこやかな胡桃くるみさんの声に、しかし小お倉ぐらはじっと俺を見つめていた。

「……ねぇ、卓たつ球きゆうやってたんだよね？」

「そうだが？」

「……？　そう」

　小お倉ぐらは不思議そうに小首を傾かしげた後、再度サーブ。

　それは強い下回転がかかっていた。

「っ、くそ！」

　手を出すも球ははじかれネットに引ひっ掛かかり、またもや小お倉ぐらの得点。

　すると小お倉ぐらが再度同じ質問を投げかけてきた。

「……ねぇ、卓たつ球きゆうやってたんだよね？」

「だからそうだって言ってるだろ？　お前もなかなかやるようだな」

「な、なかなか……？　まぁ、中学生の時は卓たつ球きゆう部ぶだったし。一年でやめたけど。そういうあんたはどこでやってたの？」

「俺は去年、体育の選せん択たく種目で卓たつ球きゆうを選んだ」

　因ちなみにほかの選せん択たく種目はバスケとサッカー。

　求められる運動神経の質が高すぎるんだよ。

「……それだけ？」

「あぁ、それだけだ。──さぁ、こい！」

「サーブはあんたからよ」

「おっとそうだった。せいっ」

　そうして放った俺のサーブは、

「──って言うか、そんな付つけ焼やき刃ばで敵かなうわけないでしょうがッ！」

　恐おそろしい速度のスマッシュにより容易に打ち返されてしまった。

　壁かべに当たり床ゆかを転がるピンポン玉。

　俺はそれを拾い上げるともう一度構えて──。

「そんなの、やってみないと分からないだろ！」

　スポコン主人公みたいな台詞せりふを吐はいたのだった。
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　──負けた。

　得点は十一─三、完敗である。

「調しらべちゃん、凄すごいね！」

「え、えへへっ、そ、そう？」

　よいしょする胡桃くるみさんに、デレデレする小お倉ぐら。

　くそう、本当なら俺が褒ほめられたかったのに。

　しかし実力差があったのは事実。

　と言っても、最後の方はなんとか三点取り返したので頑がん張ばった方だろう。

　小お倉ぐらも本気で悔くやしがっていたので、情けを掛かけられたということもなさそうだし。

　そんなわけで負けた俺が胡桃くるみさんと場所を入いれ替かわり、二回戦は小お倉ぐらvs胡桃くるみさんのマッチが執とり行おこなわれる。

「よろしくね、胡桃くるみちゃん！」

「う、うん。お手て柔やわらかに……」

　対たい峙じする二人。

　小お倉ぐらが卓たつ球きゆう強かったのは正直意外だったが……、俺は知っている。

　──胡桃くるみさんが運動神経抜ばつ群ぐんの完かん璧ぺき美少女であるということを。

　彼女は顔が良く、スタイルも良くて、性格もいい。加えて運動神経もいいのだ。

　思い出すのはアミューズメント施し設せつでバスケをした時のこと。

　サクサクと点を取られたのはいい思い出だ。

「ふっ、胡桃くるみさんは強いぞ」

　俺は胡桃くるみさんの後方のベンチに腰こし掛かけ、腕うでを組みながら告げる。

「へぇ、それはちょっと楽しみかも」

　ぺろりと唇くちびるをなめる小お倉ぐら。

「ちょ、ちょっと！　ほんとにお手て柔やわらかにね？」

「がんばれ胡桃くるみさん！　胡桃くるみさんなら勝てる！　小お倉ぐらなんてやっつけろっ！」

「いくら彼かれ氏しだからって贔ひい屓きしすぎじゃない!?」

　小お倉ぐらが喚わめくが気にしない。

　俺はただ胡桃くるみさんを全力で応おう援えんするのみだ。

　サーブは胡桃くるみさんから。

「じゃ、じゃあ行くわよ……っ、えい！」

　……掛かけ声ごえ可か愛わいすぎない？

　見事なフォームで放たれたピンポン玉は美しい曲線を描えがき──まっすぐネットに収まった。

　これがサッカーなら先制点だ。しかし困ったことにこれは卓たつ球きゆう。

「……」

「……」

　どうしたんだと俺と小お倉ぐらが視線を向けると、胡桃くるみさんは耳まで真っ赤にしながら再度構え直していた。

「……っ、も、もう一回っ、……んっ♡」

　今度は何な故ぜか色っぽい声だった。助かる。ありがとう。

　しかし胡桃くるみさんの放った球は、またもや綺き麗れいな曲線を描えがいてネットに一直線。

　これには小お倉ぐらも困ったようで、気まずそうに視線をそらす。

「あー、えっと……じゃ、じゃあ次私のサーブ……い、いくね？」

「……」

　顔を真っ赤にして返事もできない胡桃くるみさんに、小お倉ぐらがサーブを出す。

　ふんわりふわふわ、小学生でも簡単に返せる優やさしいサーブボール。

　胡桃くるみさんはジッと凝ぎよ視うししてラケットを握にぎりしめ、渾こん身しんのスイング。

　果たして──ボールは無情にも俺の足元に転がった。

　それはもう見事な空から振ぶり。

　コンコンとボールのはねる音だけが気まずい空気の中に響ひびく。

　すると、とうとう我が慢まんの限界が来たようで……胡桃くるみさんは赤くなっていた顔を手で覆おおうと、声を絞しぼり出だすように告げた。

「……じ、実はラケットとか道具とかを使う系のスポーツは苦手なのよっ」

　恥はずかしそうにする胡桃くるみさん。

　ここは彼かれ氏しとして慰なぐさめるべきだろう。

「そんな胡桃くるみさんも、たまらなく愛おしいよ」

「フォローになってないんだけど!?」

「大だい丈じよ夫うぶ、俺が教えるから」

「あんたも調しらべちゃんに負けてたじゃない」

「それでも一応勉強はしたから問題ないよ」

　小お倉ぐらを倒たおしてかっこいいところを見せよう作戦は失敗したので、変へん更こうである。

　今度は大学のテニサー所属のチャラ男が如ごとく、手取り足取り指導させていただくとしよう。

　俺は胡桃くるみさんを後ろから抱だきしめるように腕うでを取った。

「まず構え方はこう」

「……んっ、ちょ、ちょっと？　ち、近いんだけど」

「そんなことないよ！」
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「は、恥はずかしいし、離はなれてよ」

「離はなれたら教えられないじゃん」

「～～～～っ！」

　正直自分で言っていて意味が分からないが、反応が可か愛わいいので続けさせていただく。

「このラケットはペンホルダーだから、握にぎり方かたはこうじゃなくて、人差し指と親指でペンを持つみたいにして……そう、そんな感じ」

「も、もう、それくらい言葉だけでもわかるってば」

「……まぁ、本音を言うと好きな人と一分一秒でも触ふれ合あっていたいという下心なだけなんだけど。……そんなに嫌いやだった？」

　尋たずねると、胡桃くるみさんは顔を真っ赤にしたまま、小さく首を横に振ふる。

「べ、別に嫌いやだとは……もう、ずるい」

　その言い方が一番ずるいと思うのだけど。

　これはもういけるところまでいけるのではないだろうか？

　修学旅行中だとか、ここはホテルはホテルでもラブホじゃないよ？　とか関係ない。

　暴走する愛は止められないのだ。

　なんて思っていると、

「だ、ダメダメダメ！　せめて目の前はやめてっ！」

　悲ひ壮そうな声が聞こえて来た。

　誰だれだと思って視線をやると悔くやしそうな表情の小お倉ぐらの姿。やっべ、完全に忘れてた。

　胡桃くるみさんも同じだったのか、慌あわてて居住まいを正そうとして──しかしその前に小お倉ぐらは卓たつ球きゆう台だいを回り込んでこちらにやってくると、ラケットを持つ胡桃くるみさんの手を取った。

「わ、私も教える！」

「いや、問題ない。胡桃くるみさんには俺が手取り足取り教えるから！」

「ダメ。私の方が卓たつ球きゆう上う手まいから！」

「ちょ、ちょっと二人とも!?」

　慌あわてる胡桃くるみさんをサンドイッチにする形で小お倉ぐらと睨にらみ合あう。

　すると小お倉ぐらは俺が教えている途と中ちゆうだったラケットの握にぎり方かたを引ひき継つぐ形で教え始める。

「胡桃くるみちゃん！　このタイプのラケットは裏を使わないから中指なんかで後ろを支えるようにすると打ちやすいよ！」

「し、調しらべちゃん!?」

　言いながら小お倉ぐらはその豊満な胸を胡桃くるみさんに押し付ける。

　人によっては嫌けん悪お感かんを抱いだいてもおかしくないだろうが、胡桃くるみさんはどっちもいけちゃう系女子。そのアピールは間ま違ちがってないだろう。

「胡桃くるみさん！　ボールを打つ時はまず軽く向こうに届けることを意識して打つとやりやすいよ！」

「ちょ、ち、ちかっ……、ふ、二人とも、近いって！　はわ、はわわわっ！」

　前門の巨きよ乳にゆう、後門の彼かれ氏しという状じよう況きように、あわわと顔を真っ赤に混乱する胡桃くるみさん。

　しかしここで引くわけにはいかない。

　胡桃くるみさんとイチャイチャするのは俺なのだからっ！

「胡桃くるみさん！」

「胡桃くるみちゃん！」

「わ、あわわわわわっ！」

　結局それから約三十分。

　指導という名のセクハラは、我が慢まんの限界を迎むかえた胡桃くるみさんが逃にげ出だすまで続くのだった。

　因ちなみに、混乱しつつも胡桃くるみさんの口角が少し上がっていたのを俺は見み逃のがさなかった。

　やはり小お倉ぐらは要注意人物かもしれない。

「胡桃くるみちゃん、めっちゃいい匂においだったんだけど」

「お前、中身おっさんなのか？」

「うるさい、変態」

「鏡見ろ鏡」

　胡桃くるみさんが逃にげてしまったこともあり、突とつ発ぱつ的てきに開かい催さいされた卓たつ球きゆう大会はお開きとなった。
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「たけぇなぁ」

　夜も完全に更ふけて現在時刻は十時半。

　消灯時間も過ぎて、部屋の外に出ることを禁止されている時刻であるが、俺は廊ろう下かの突つき当あたり──立ち並ぶ自じ販はん機きを眺ながめて愚ぐ痴ちをこぼしていた。

　何てことはない、喉のどが渇かわいたので買いに来ただけだ。

　しかし流石さすがはホテル価格。どれもお高い。

（……そう言えば、売店は安かったな）

　一階までの移動となると先生に見つかる可能性もあるが……まぁ、いいか。

　いざとなれば物もの部のべ先生に頼たのむとしよう。一人のびのびと大浴場で疲つかれを癒いやしていたことを持ち出せば、きっと穏おん便びんに済ませてくれるはずだ。

　というわけでエレベーターに乗ってサクッと移動。

　売店で京都ブランドのお茶を購こう入にゆう。

　ついでに霞かすみへのお土産みやげをもう一度確かく認にんしておこうかな、なんて思い店内をぶらつこうとして俺の耳が聞きき逃のがすはずのない声を捉とらえた。

　しかし、どうしてこんな時間にこんなところで？

　疑問に思いつつ声の方へと向かうと、人気のない隅すみで胡桃くるみさんがスマホを耳に当てていた。

　それにしても、本当にこの場所とは縁えんがあるな。

（相手は気になるけど……盗ぬすみ聞ぎきはさすがに失礼だよな）

　だがそれとは別に折せつ角かくだし部屋まで一いつ緒しよに戻もどろうと、彼女の電話が終わるまでお茶を飲んで待っていると──俺のラブラブイヤーが思いとは裏腹に彼女の美しい声を拾ってしまった。

「それは……うん……いや、無理かなって……っ、う、うん」

　困ったような胡桃くるみさんの声。

　覗のぞく彼女の表情には、卓たつ球きゆうをしていた時のような笑え顔がおなど欠かけ片らも存在していない。

　胡桃くるみさんは下した唇くちびるを嚙かみ締しめて、電話の相手に何かを告げようとしては、飲み込むことを繰くり返かえしていた。

　修学旅行が始まってから、そんな雰ふん囲い気きは欠かけ片らも見せていなかったと思ったが……。

　そう言えば昨日の朝──つまりは修学旅行初日、集合場所の学校に向かう電車の中でも彼女は浮うかない表情を見せていた。

　それはまさしく今、目の前で見せているのと同じようなもので──。

「……でもっ、……うん、いや……あ、うん。──わかった。じゃあ、明日」

　思考している間に電話は終わったらしい。

　浮うかない表情の胡桃くるみさんはスマホを浴衣ゆかたの袖そでに戻もどすと、しばらくその場に立たち尽つくす。

　大きく息を吐はいて、もう一度スマホを取り出して操作。

　少しの間画面をじっと見つめると、小さく首を振ふって、スマホを再度袖そでに戻もどそうとしながら踵きびすを返して──そこでようやく俺に気が付いた。

「ぇ、ええ!?　な、なな、なんでいるの!?」

「喉のどが渇かわいたからお茶を買いに来たんだ。つまり運命だね！」

「そ、それは偶ぐう然ぜんでしょうが」

「愛し合う二人が意図せず出会ったのなら、それは運命と呼ぶんだよ！」

「本質的には偶ぐう然ぜんも一いつ緒しよでしょ。……はぁ」

　胡桃くるみさんは大きくため息をつくと、ちらりと自らのスマホを見る。

　そこにはどういうわけか俺の連れん絡らく先さきが表示されていた。

　胡桃くるみさんは慌あわてて画面を消すと、浴衣ゆかたの袖そでに戻もどして咳せき払ばらい。

「ん、んんっ。……それより、聞いてた？」

「まぁ、少し。でも誰だれと何を話していたのかは聞こえてないよ」

「…………そう」

　小さく呟つぶやいて俯うつむいてしまう胡桃くるみさん。

　その表情はやはり、先ほどまでの浮うかないものだ。

　──だからこそ、俺がやるのはただ一つ。

「胡桃くるみさん。何があったのかは分からない。だけど、俺は胡桃くるみさんの味方で、胡桃くるみさんが笑え顔がおになってくれるためなら何でもする。文字通り何でもだ。だから、何か悩なやみがあるのなら相談して欲しい。だって、俺は胡桃くるみさんの未来の夫だからね！」

　告げると、胡桃くるみさんは唇くちびるを尖とがらせて、

「……最後のは余計だと思うけど……でも、ありがと」

　少しだけ、笑えみを浮うかべてみせてくれた。

　正直、無理をしているのはまるわかりだったが。







　話を聞くため、場所を移して売店横のソファーに腰こし掛かける。

　時間も時間なので周りに人はおらず、穏おだやかなＢＧＭだけが館内をゆるやかに流れていた。

　隣となりに腰こし掛かける胡桃くるみさんとの距きよ離りは近く、拳こぶし一つ分って感じ。

「お茶いる？」

「……そうね、貰もらってもいい？」

　腰こし掛かけてしばらく。無言でなんと切り出せばいいのか悩なやんでいる様子だったので、緊きん張ちようをほぐすためにと差し出すと、思いのほかすんなりと胡桃くるみさんは受け取った。

「ちなみに間接キスだね」

「そうね」

「……!?」

「……なに驚おどろいてるのよ」

　気にした様子もなく、キャップを開けてペットボトルに口を付ける胡桃くるみさん。

　コクコクと飲み込み、ありがと、と言って返してきた。

「……胡桃くるみさんから、照れが消えた？」

　いつもなら間接キスなんて言うと顔を真っ赤にしていたというのに。

　返していただいたペットボトルを眺ながめつつ呟つぶやくと、胡桃くるみさんがゆったりとこちらに寄りかかってくる。こ、これもどうしたというのか。いつもより積極的だ。

　しかし俺はクールな男。落ち着いて対処できるはずだ。

「く、くりゅ、くりゅみしゃんっ、どどど、どうしたの？」

　ね？

「あんたこそ……き、貴き一いちこそ、どうしたのよ」

「きっ──」

　名前まで!?

　以前一度呼んでくれたきり、全然呼んでくれなかったというのに！

　状じよう況きように付いていけずおろおろしていると、胡桃くるみさんがクスリと笑う。

「もう付き合い始めて半月以上よ？　間接キスだって気にしないし、名前も……うん。頑がん張ばってみた感じ」

「き、気にしないって……でも夕食のときはあーんですごい恥はずかしがってたじゃないか！」

「……っ、あれは！　ほ、他の人が見てたから……それに言ったでしょ？」

　胡桃くるみさんは言葉を区切ると、俺の目をまっすぐ見つめて続けた。

「二人きりの時なら、素す直なおになれるって」

「～～っ」

「あっ、照れたぁ。私最近になってだんだんあんたのこと分かってきたけど、貴き一いちってば自分はぐいぐい押してくるくせに、自分がされるのは弱いわよね」

「そ、そんなことは」

「ん～？」

「ひょっ!?」

　否定しようとすると、胡桃くるみさんがさらに体重をかけて手を握にぎってくる。

　すべすべとした手は冷ひえ性しよう気味なのかひんやりとしていて、暖だん房ぼうが効いて温かい当所において、とても気持ちがいい。

　それは彼女も同じなようで……。

「手、すごい熱いね♡」

「愛の炎ほのおが燃え上がっているからね」

「そうなの？　気持ちいい」

　ダメだ！　まったく効いていない！

　結局イケイケな胡桃くるみさんが落ち着くまで、俺は翻ほん弄ろうされっぱなしになった。
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　一ひと息いきついたところで、さてどうしたものかと考える。

　出来うることならこの弛し緩かんした空気のまま胡桃くるみさんに話してもらいたいものだけれど……あまり期待することは出来ないだろう。時間を掛かければ彼女は教えてくれるだろうが、長居していると教師陣じんに見つかる可能性も高くなる。

　そうなってしまえば本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　なのでここは俺から尋たずねることにした。

「……それで胡桃くるみさん。何があったの？」

　迂う遠えんな問いに意味などない。

　単刀直入に切り込むと、胡桃くるみさんは一いつ瞬しゆん肩かたを強こわ張ばらせた。

　しかし、ぎゅっと拳こぶしを握にぎるとぽつぽつ話し始める。

「……お父さんがね、京都に居るの。それで明日の十一時、場所はこっちで指定していいから久しぶりに会えないかって」

　それが先ほどの電話だったのだろうか。

　別に会えばいいじゃないか、とは考えるまでもなく口に出来なかった。

　何な故ぜなら、俺は胡桃くるみさんが一人暮らしをしていることを知っているから。

　そしてそれが家族と上う手まくいっていないからこその結果だということも。

　だけど、具体的にどのような事情があったのかは当然ながら知らない。

　俺が知っているのは、何かがあって、胡桃くるみさんは一人で暮らすようになった。

　ただそれだけなのだから。

「会いたくないの？」

「……そうね。会いたくない。きっと会わなくちゃいけないんだけど……でも、どんな顔をして会えばいいのか分からない。──いえ、どんな顔をして会いに来るのかが分からなくて、会いたくない」

　初めて聞く、底冷えするような声。

　俺が驚おどろいたことに気付いたのか、胡桃くるみさんは自じ嘲ちようを浮うかべた。

「ごめんね。こんな顔、見せたくなかったのに……」

「何があったか聞いてもいい？」

「……聞いてもらってもいいの？」

「胡桃くるみさんのことで聞きたくないことなんて何一つないよ。それだけ俺は、古こ賀が胡桃くるみという女の子を愛しているからね」

「……ん」

　胡桃くるみさんはくすぐったそうに瞑めい目もくして首しゆ肯こうすると、ゆっくり昔のことを話し始めた。




　ある日、モデルとしてスカウトされた。仕事をこなしていると自分でも驚おどろくほどに成功した。するとある時から母親が、仕事の成功を自分のことのように、自分のこと以上に喜び始めた。

　そこから何かがおかしくなり始めた。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな仕事は、しかしあまりにも上う手まくいきすぎていて、怖こわくなって一度休もうと思っても母親のことを考えればそうもいかない。そうしてズレた歯車を回し続けた結果、古こ賀が家けは壊こわれてしまった。

　父親が「一度距きよ離りを置いた方がいい」と口にして家を出て行き、胡桃くるみさんも後を追うように家を出て、母親の元を離はなれ一人暮らしを始めた。

　そして、それからはどちらとも連れん絡らくを取っていなかった、と。

「……それで、一年ぶりに電話をかけてきたのが、二日前」

　二日前と言えば、修学旅行出発の前日だ。

「なるほど、それで元気がなかったんだね？」

「ん、まぁ、そんな感じ」

　話を聞く限り、会いたくないと語る胡桃くるみさんの気持ちが分かった気がした。

　同時に、会ってきちんと話をしないと、この問題の根本的解決にはならないということも。

　胡桃くるみさんの様子を見るに、気まずいから会いたくないといったような、単純な問題ではないことはわかる。隣となりに座る胡桃くるみさんは、どこか怯おびえているように見えた。

　父親が怖こわいのか、それとも……。

「胡桃くるみさんは、なにが怖こわいの？」

「……っ、わかるんだ」

「愛しているからね」

「もう。……でも、何だろ、今はまだ言葉に出来ない。ごめん」

「別に謝ることじゃないよ。胡桃くるみさんはどうしたいの？」

「……会いたくない」

　きゅっと、俺の浴衣ゆかたの袖そでをつかむ胡桃くるみさん。

　だから一々行動がかわいいんだって。

　俺は怯おびえる彼女を安心させるようにその手を握にぎりながら告げる。

「でも、胡桃くるみさんは会わなくちゃいけないって、そう言ったよね？」

「……ん。……会わないと、たぶん何も解決しないってことは、分かってる」

　でも、と彼女は不安に揺ゆれる瞳ひとみで俺を真正面から捉とらえて、

「怖こわいよ」

　と蚊かの鳴くような声で絞しぼり出だした。

　すっかり憔しよう悴すいしきっている様子の胡桃くるみさんだが、それも仕方がないだろう。

　胡桃くるみさんは中学生の時に俺を助けてくれたり、クラスの悪意が小お倉ぐらに集中した際に、すべてを投げ出してでも助けたりと、普ふ通つうの人なら怖こわくて出来ないことをできる人である。

　しかしそれは誰だれかを助けるため、という理由があってこそ。




　──そもそも古こ賀が胡桃くるみという少女は、自分のことに関してはめっぽう弱いのだ。




　何せ、一度は飛び降りる直前まで追おい詰つめられたほどなのだから。

　むしろこうして誰だれかに相談してくれていることは大きな成長と言えるだろう。

　ならば俺がしてあげられることなんて一つしかない。

　それ即すなわち、胡桃くるみさんの背中を押すことだ。

「逃にげることも必要だ、なんて俺は言わないよ」

「……っ」

「進んだ先の結果はわからないけれど、逃にげた先の結果はわかるからね」

　例えばそれは、先ほどの小お倉ぐらと阿あ坂さかくんの一件。

　彼もまた悩なやんでいた。許してもらえるかどうかわからないけど謝罪するか、それとも逃にげるか。結果として彼は謝罪し、許してはもらえなかったけれど、それでもいい方向に進んだのは間ま違ちがいない。だが逃にげていれば……。

　俯うつむいて下した唇くちびるを嚙かみしめる胡桃くるみさんに俺は続ける。

「怖こわいのはわかる。でもやらなきゃいけないなら、やるしかないんだ」

「……だけどっ」

　胡桃くるみさんの怯おびえはまだ拭ぬぐえない。

　否、拭ぬぐうことなど無理なのかもしれない。

　ならば発はつ破ぱをかけるしかない。

「胡桃くるみさん。夕食の後のこと、覚えてる？」

「……えっと、調しらべちゃんのこと？」

「そう。あの時、阿あ坂さかくんは小お倉ぐらに謝罪した。許してもらえるか分からないけど、それでも」

「で、でも、あれは、彼が悪くて……」

「そうだね。悪いから謝罪するのが道理。しないことが間ま違ちがっているのは分かっていた。つまり、阿あ坂さかくんもまた逃にげた結果はわかっていたから、謝罪したんだ。まぁ、結果はあまり芳かんばしくはなかったけど、それでも以前よりはいい方向に進んだと俺は思ったよ。……胡桃くるみさんはどう思った？」

「……私もそう思った。けど……」

「俺は思うんだ。……どれだけ怖こわくても、しなきゃいけないことはある、って」

　やるしかないから、やる。

　結局のところ、それだけなのだ。

「……」

　俺の言葉を受け、胡桃くるみさんは俯うつむき黙だまり込こむ。

　十秒、二十秒と経過して、緊きん張ちようからか背中に嫌いやな汗あせをかき出した頃ころ──彼女は顔を上げた。

　その瞳ひとみはまだ不安に染まっていたけれど、胡桃くるみさんはゆっくりと声を絞しぼり出だす。

「あ、会いに行く前……一回抱だきしめて。……そ、それで、頑がん張ばるから」

　口をきゅっと横に結び、俺の手を握にぎる胡桃くるみさん。

　返す言葉は決まっていた。

「一回だけじゃなくて何回でも抱だきしめるよ」

「……ううん、一回だけで大だい丈じよ夫うぶ」

「いやいや、遠えん慮りよしなくても」

「遠えん慮りよとかそういうのじゃなくて」

「……」

「……」

「……えい」

　ぎゅっと抱だきしめる。

「なんで今!?」

「胡桃くるみさんに勇気を送り込んでいるんだ」

「下心しか感じないんだけど!?」

「そんなことはない！　愛情も感じるはずだ！」

「やっぱり勇気はないじゃない！　もー！」

　ぷんぷんと可か愛わいらしく『私、怒おこってます』みたいな表情を見せる胡桃くるみさん。

　文句を口にしつつも、しかし離はなれようとするどころか大人しく収まっているあたり、嫌いやなわけではないのだろう。

「がんばって、胡桃くるみさん」

「……むしろ、最初からその一言だけでよかったのに」

　案外、俺が思っている以上に胡桃くるみさんの心は強くなっているのかもしれない。
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「さて、たっぷりイチャイチャしたことだし、そろそろ部屋に戻もどろうか」

　先生に見つかる前に早く帰らねば。

　ソファーから立ち上がって胡桃くるみさんを見やると、彼女は両手で顔を隠かくしながらぼそぼそと何事かを呟つぶやいていた。

「……もう、私はなんであんな……はぁ、確かに二人きりだったけど、修学旅行先のホテルよ？　あぁ、もう。ほんと、疲つかれがたまってるから……？」

　どうやらいまさらながらに羞しゆ恥うちが顔を出したらしい。

　相も変わらず可か愛わいいなとほっこりしていると、

「……あ～？　お前らこんな時間に何やってんだぁ？」

　どこか間延びした、そして聞きたくない声が聞こえてきた。

　振ふり返かえった先に居たのは見慣れた担任教師の姿。

「あー、こんばんは、物もの部のべ先生」

「おう、さっきぶりだな……じゃなくて、生徒は部屋にいる時間のはずなんだがなぁ？」

　暗にどういうことかと尋たずねてくる彼に、俺は躊ちゆう躇ちよなく答えた。

「逢あい引びきってやつですよ」

「ち、違ちがうけど!?」

「さっきまでそれはもう二人だけの空間を形成してイチャイチャしてました」

「はぁ……いつものやつか。ほどほどにしろよ、お前ら」

「私も!?」

　呆あきれたようにため息をつく物もの部のべ先生に、胡桃くるみさんは嘆なげく。

　そんな照れなくてもいいのに。

「ったく、ほんとこれだからバカップルは！　俺だって可か愛わいい彼女と旅行に行きてぇよ！」

「せ、先生……？」

　愚ぐ痴ちるように語る彼は平素とは様子が異なって見えた。

　いつもあけっぴろげではあるが、さすがにここまでぶっちゃけたりしない。

　彼は生徒に対しても比ひ較かく的てきフランクな対応をするが、それでも生徒と教師の線引きはきちんと考えているタイプの人間だ。

　どうしたのか……って酒くさ！

　胡桃くるみさんも気付いたのか鼻を押さえつつ、物もの部のべ先生に尋たずねていた。

「先生、酔よってます？」

「まぁ、強したたかにな。っと、そうだ。足りなくなったから買いに来たんだった」

　ふう、と大きく息を吐はいて物もの部のべ先生は売店の方へ。

　何とはなしに付いていくと、彼は京都の地ビールを三缶かんも購こう入にゆうしていた。おい教師。

「そんなに飲んで大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

　胡桃くるみさんが再度尋たずねると、物もの部のべ先生は購こう入にゆうしたビールを大事そうに抱かかえながら答える。

「まぁ、大だい丈じよ夫うぶだ。学年主任にばれると怒おこられるだろうが……あの人もビール好きだし、いざとなればよいしょしながら奢おごれば許してくれるだろ」

　大人の酒への愛情を垣かい間ま見みた瞬しゆん間かんだった。

　その答えを受け、胡桃くるみさんは顎あごに手をやり彼の抱かかえるビールに視線をやる。

　物もの部のべ先生も気付いたのか、抱かかえ直なおしながら告げた。

「未成年は飲むなよ」

「の、ののの、飲まないですよ！　飲んだこともないですよ！　ただ、どんな味なのかなぁ、って。大人がそんなに好きになるほどおいしいんですか？」

　その質問に、物もの部のべ先生は手元のビールに視線を落としつつ、そうだなぁ、と口にする。

「確かに、美う味まいっていうのもある。旨うまい飯食って、美う味まい酒を飲む。そういう楽しみ方もある！　……だけど、俺は酒の良さは酔よいにあると考えている」

「酔よい？」

「そうだ。何しろ、酔よっぱらうといろんなしがらみから解放されるからな。めんどくさいことを考えなくて済むし、悩なやんで眠ねむれなくなることもない。まさに魔ま法ほうの飲み物なんだよ」

　飲み過ぎると翌朝が辛つらいけどな、と苦く笑しようしながら付け足して、物もの部のべ先生はエレベーターの方へと踵きびすを返した。

「まっ、酒の味は二は十た歳ちになるまで我が慢まんするんだな。酔よっぱらうのは楽しいぞー。……それじゃ、他の先生方に見つかる前にさっさと部屋に戻もどれよ～」

　物もの部のべ先生はいつもより間延びした声で言い残し、どこか機き嫌げんよく鼻歌を歌いながら背を向けて去っていった。知らない人が見れば、とてもではないが修学旅行の引いん率そつ中ちゆうの教員だとは思わないだろう。……それにしても。

（酔よっぱらうのは楽しいぞ、か）

　思い出すのは初めて胡桃くるみさんの家にお邪じや魔ました日のこと。

　酒を口にこそしていないけれど、あの日俺たちはべろんべろんに酔よってしまった。

　ちらっと胡桃くるみさんを見ると、彼女も思い出していたのか顔を赤くしている。

「……確かに、楽しかったね」

「っ！　……そ、そう、だった？」

「えっ、覚えてないの!?　胡桃くるみさんが俺のファーストキスを奪うばったあの日のことを！」

「う、うるさい！　覚えてない！　全部忘れた！」

「それじゃあもう一度酔よっぱらって思い出そうじゃないか！　大だい丈じよ夫うぶ！　飲まなくても酔よえることは実証済みだから！」

「し、しない！　絶対しないからっ！」

「どうしてだ！　今はあの時とは関係性も違ちがうし、少し酔よいが回ったところで二人仲良く大人の階段を昇のぼろうじゃないか！」

「……っ」

　告げると彼女は押し黙って気まずそうに視線を逸そらした。

　たまにそうするけど、一体どういう意味なのだろうか。

　そろそろ聞いてみようかな、と思ったところで──足音。

　まさか別の先生が来たのではと一いつ瞬しゆん焦あせったが、そこに居たのは小お倉ぐらだった。

「胡桃くるみちゃん？　電話長いけど何か──って、なんで笠かさ宮みやもいるの？」

「運命だな」

「偶ぐう然ぜんよ」

　小お倉ぐらは俺と胡桃くるみさんを交こう互ごに見やり、やがて大きくため息を吐はく。

「はぁ……。とにかく遅おそかったのは逢あい引びきしてたってこと？　別に、付き合ってるし二人きりで会うのは何も言わないけど……でも、心配だからせめて遅おそくなるって連れん絡らくぐらい欲しかったな」

　どうやら小お倉ぐらは、なかなか帰ってこない胡桃くるみさんを心配して様子を見に来たらしい。

　それはなんと言うか、申し訳ない気もしないでもない。

「ご、ごめんね調しらべちゃん！」

「……ん、別にいいけど」

「ほ、ほんとにごめん！」

　拗すねる小お倉ぐらに謝罪の言葉を口にする胡桃くるみさん。

　まぁ、これに関しては悪いのは胡桃くるみさんなのだから仕方ない。

「……じゃあ、今日一いつ緒しよに寝ねてくれたら許してあげる」

　前言撤てつ回かい。こいつは悪だ。

「ほんと？　いいよそれくらい」

「胡桃くるみさん!?」

「そ、それじゃあ早く部屋に戻もどろ！　うん、すぐに戻もどろう！」

「え、あ、う、うんっ」

　そうして胡桃くるみさんの手を取ってエレベーターの方へと向かおうとする小お倉ぐら。

　俺は堪たまらず、そうはさせるかと小お倉ぐらが握にぎっているのとは逆の手を取ろうとして──、その前に胡桃くるみさんは小お倉ぐらに一声かけてから立ち止まる。

　そのままこちらに駆かけ寄よってくると、胡桃くるみさんは上うわ目め遣づかいに見つめて告げた。

「話、聞いてくれてありがと。おやすみ」

　それだけ言って、胡桃くるみさんは小お倉ぐらと部屋に戻もどっていった。

　個人的には仲良く二人で部屋に戻もどりたかったのだが……まぁ、行ってしまったものは仕方ない。スマホの画面を見るとすでに十一時を回っていた。

　今日はテーマパークに行ったり卓たつ球きゆうをしたりと忙いそがしかったうえに、修学旅行はまだ一日残っている。

「俺も、寝ねに戻もどるかな」

　一人ぼやいて部屋に戻もどろうとして、ぐぅ、と腹が鳴った。

　夕食が早い弊へい害がいだ。いや、卓たつ球きゆうをしたからか？

　兎とにも角かくにもカロリー消費の多い一日だったことには間ま違ちがいない。

　俺はホテルに併へい設せつされていたコンビニに入っておにぎりを購こう入にゆう。

　一人ゆっくり部屋に戻もどると、電気が明々と点ついた中で桐きり島しまくんや阿あ坂さかくんたちが雑ざ魚こ寝ね同然の様相で爆ばく睡すいしているのを発見した。辺りにはトランプが散らばっている。

　そう言えば俺も参加していたのだが、途と中ちゆうで飲み物を買いに出たのだったか。

「仕方ないな」

　途と中ちゆうで抜ぬけた申し訳なさもあるので散らばったカードをケースに戻もどしてから電気を消す。

　寒くないように暖だん房ぼうの温度を確かく認にんし、空気が乾かん燥そうしないよう加か湿しつ器きのスイッチも入れる。

「んぁ、戻もどったのか？」

「ごめん、起こした？」

「いや、問題ない。……何か手伝うか？」

「寝ねてていいよ」

「うい～」

　一いつ瞬しゆん顔を起こした桐きり島しまくんだったが、数秒の後にこてんと眠ねむりに落ちた。

　彼もかなり疲つかれていたのだろう。

　俺は部屋の奥にあるテーブルと椅い子すが置かれた謎なぞスペースに赴おもむき、買ってきたコンビニ飯を広げた。それにしても、ここなんていう名前なんだ？

　調べると広ひろ縁えんと言うらしい。

「なーんか、落ち着くんだよなぁ」

　なんて独り呟つぶやき、おにぎりを頰ほお張ばる。具は鮭さけ。

　重くないチョイスである。

　窓の外に視線を移すと、京都の街が一望できた。

　と言っても、時間も時間なので綺き麗れいというほど明かりはついていないが。

「……さて。明日どうなるか。だな」

　お茶を飲み、おにぎりを食う。

　何気なく見上げた夜空は、雲が星を覆おおい隠かくしていた。
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　修学旅行も最終日を迎むかえる本日。

　これにて胡桃くるみさんとの楽しい旅行も最後かと思うと、やはり寂さびしいものである。また今度二人で遊びに行けばいいだけの話ではあるのだけれど、それはそれとして──。

（なんだかんだで、『修学旅行』として楽しかったからな）

　桐きり島しまくんや小お倉ぐら、それにルームメイトになった普ふ段だん話さないクラスメイトなど。

　胡桃くるみさんとの思い出以外にも、個人的に楽しい旅行だった。

　兎とにも角かくにも、今日も今日とてより良い思い出を作れたらと切に願うのだが、そうも言っていられないのが現状なわけで……。

　寝ね起おきの気分は若じやつ干かんブルー。

　テレビでは昨日も見た女子アナが最低気温の更こう新しんをお伝えしているし、本日の天気は昨夜見たものと同じく雲が空を覆おおい隠かくしていた。ここ二日間の快晴が懐なつかしい。

　けれど何より俺の心を曇くもらせているのは隣となりに座る胡桃くるみさんの表情だった。

　朝食も終えてホテルを出発し、最終日の目的地へと向かう電車の中。

　胡桃くるみさんは膝ひざに手を乗せて、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。

　表情は浮うかなくて、どこか緊きん張ちようしている様子。

　膝ひざの上の手も僅わずかに震ふるえており、それを隠かくすようにキュッと握にぎりこぶしを作っていた。

　昨日話していたことが原因であろうことは間ま違ちがいない。

（胡桃くるみさんは十一時って言ってたっけ）

　今から緊きん張ちようしていたら精神的に持たないだろう。

　それに、そればかりに気を取られて最終日を楽しめなければ目も当てられない。

「胡桃くるみさん、大だい丈じよ夫うぶ？」

「……っ、だ、大だい丈じよ夫うぶよ」

「それ、大だい丈じよ夫うぶじゃない時の声じゃん」

「ぐっ……」

　図星を突つかれたように声を漏もらした彼女は気まずそうに視線を逸そらした。

「抱だきしめようか？」

「いまっ!?」

「胡桃くるみさんが困っているのなら、いつ、どこで、どんな時でも抱だきしめて勇気をあげるよ」

「恥はずかしいからやめて」

「抱だきしめられることは嫌いやじゃないんだね」

　言うと、胡桃くるみさんは不満そうに頰ほおを膨ふくらませながら上うわ目め遣づかいに見つめてきた。

「……嫌いやなわけないでしょ。ばか」

　不ふ貞て腐くされたように吐はき捨すて、俺の肩かたに頭を乗せる胡桃くるみさん。

「よし、そうと決まれば早さつ速そく──」

「ばっ、こらっ！　時と場所はわきまえてってば！」

「そうだった。こういうのは二人きりの時に、だったね」

「そ、それは、そうだけど……そうなんだけど……っ」

　何かを言いたそうにわなわなと肩かたを震ふるわせる胡桃くるみさんだったが、やがてあきらめたように大きくため息をついた。

「はぁ。もう……励はげますにしても、もっと他にないわけ？」

「何のことかな？」

「それくらいわかるわよ、ばか」

　とぼけてみたけれど魂こん胆たんは見み透すかされていた模様。

「通じ合ってるって感じでドキドキするね」

「はいはい」

　軽く流してみせる胡桃くるみさん。

　表情こそ平素の涼すずしげなものに戻もどっていたけれど、その手はまだ震ふるえていた。

「仕方ない。抱だきしめられないなら、今はこれで」

　そう言って、俺は胡桃くるみさんの手を握にぎった。

　冷たくて小さく震ふるえる手を、まるで壊こわれ物ものを扱あつかうように優やさしく。

　一いつ瞬しゆん強こわ張ばったけれど、胡桃くるみさんも握にぎり返かえしてくれた。

　恋こい人びと繫つなぎではないものの、確かに握にぎられた手。

「……ありがと」

　耳元で小さく囁ささやかれた声はまだ不安の色が残っているようだったが、それでも最初よりは幾いく分ぶんか安心しているようにも聞こえた。

　この調子で、最終日を楽しんでくれるといいのだが──。
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「ね、ねぇ！　早く行きましょ！」

「胡桃くるみさんとならどこへでも！　人生という道を共に歩いていこう！」

「じゃあ、まずは……ここ！　竹ちく林りんの小こ径みちから！」

　そう言って観光マップを手にして道順を確かめる胡桃くるみさん。

　そこには先ほどまでの不安の色は一いつ切さい存在しなかった。

　理由は単純──訪おとずれた場所に興奮しているからだ。

　いったいどれくらい興奮しているのかというと、

「古こ賀がのテンションの上あがり幅はばやべーな」

　いつも冷静で優やさしい桐きり島しまくんが、若じやつ干かん引くぐらいには興奮していた。

　だが、個人的にはそれも仕方のないことだと思う。

　何せ修学旅行最終日である本日訪おとずれたのは名所も名所。

　京都の有名どころがぎゅっと一堂に集まった地域──嵐あらし山やまなのだから。

　正直、俺もかなりワクワクしていた。

　何しろ嵐あらし山やまは様々なアニメの聖地になっているからね。オタクとしては外せない。

　有名どころだと胡桃くるみさんも言っていたけれど竹ちく林りんの小こ径みちや、あとは渡と月げつ橋きようなど。

　これに加えて他にもあるというのだから興奮しない方がおかしい。

　つまり桐きり島しまくんがおかしいと言える。……それは言い過ぎか。

　何はともあれ、

「は、早く行きましょ！」

　胡桃くるみさんが楽しんでくれているのなら、それ以上に望むことなど何もない。
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　まず初めに竹ちく林りんの小こ径みちに赴おもむき、次いで天てん龍りゆう寺じの中を観光。

　どちらも有名観光地というだけあって、かなり見応えがある。

　胡桃くるみさんなど写真を撮とる手が止まらない止まらない。

　それを撮とる俺の手も止まらない止まらない。

　一息入れて近くのベンチに腰こし掛かけながら撮さつ影えいした写真の整理（消すのではなく胡桃くるみさんか胡桃くるみさん以外かをアルバムに分類）していると、横から小お倉ぐらが覗のぞき込こんできた。

「ねぇ、それ私にも貰もらえない？」

　因ちなみに胡桃くるみさんと桐きり島しまくんはお手洗いに行っていて今は居ない。

　以前までの俺なら迷う間もなく即そく断っていたところだが──。

「……わかったよ」

　逡しゆん巡じゆんした後、俺は首しゆ肯こうを返した。

　すると小お倉ぐらがキョトンと目を丸くさせる。

「意外。絶対断られるかと思ってた」

「ならやらん」

「う、噓うそだってば！」

　慌あわてて弁明する小お倉ぐら。

　正直、俺だって意外である。以前の自分にこのことを教えても絶対に信じなかっただろう。

　ならどうして認めたのかと問われれば、この二日間──否、小お倉ぐらが逃にげ出だしたあの屋上の一件以降の彼女の様子と、それに対する胡桃くるみさんの対応を見て、としか言いようがない。

　小お倉ぐらが胡桃くるみさんに対して友愛以上の想おもいを抱いだいていることは危き惧ぐすべき事じ項こうではあるものの、それを抜ぬきにすれば、俺が小お倉ぐらを忌いみ嫌きらい続けることは二人にとって良くない方向へ進むのではないかと判断した。

　特に、昨夜の小お倉ぐらと阿あ坂さかくんの一件での発言を聞いていてそう思う。

（……それに元々これは胡桃くるみさんと小お倉ぐらの問題だしな）

　そろそろ俺も溜りゆう飲いんを下げる頃ころ合あいなのだろう。

「ならコーヒーを奢おごってくれ。ただでやるのは気に食わん」

「まぁ、それくらいならいいけど」

　不服そうにつぶやいて近くの自じ販はん機きでホットな缶かんコーヒーを買ってくる小お倉ぐら。

　いや、今というわけではなかったのだが……。

　しかし買ってきてもらったものは仕方ない。

　コーヒーを受け取るとスマホを取り出す。

　メッセージアプリを通じて小お倉ぐらに写真を送ろうとして──その前に彼女は画面にＱＲコードを表示させた。

「……あ？」

「なんで一々高圧的なのよ。……友達。登録してなかったでしょ」

「そう言えばそうか」

　表示されたＱＲコードを読み取ると、小お倉ぐらのＬＩＮＥアカウントが表示される。

　てっきり自意識高めの自じ撮どり写真をプロフィール画像にしていると思ったのだが、そこに映っていたのはおそらく小学校に入る前か入った直後くらいであろう小お倉ぐらの写真。

　なるほど、こういう系か。

　だからどうだというわけではないが。

「まさか、お前の連れん絡らく先さきを登録する日が来るとはな」

「私もびっくり」

　適当に言い合いつつ、俺は小お倉ぐらの連れん絡らく先さきを登録。

　友達の欄らんに小お倉ぐらの名前が追加された。
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　それは土産みやげ物もの屋やや食べ歩きの店を散策しつつ、嵐あらし山やまのメインと言っても過言ではない渡と月げつ橋きようを渡わたり、一通り写真を撮とり終おえた時だった。

「……あ、あのっ！」

　僅わずかに言葉に詰つまりつつもそう切り出したのは、俺の愛する少女──胡桃くるみさんである。

　寒風に髪かみがたなびくのを手で押さえつつ、真しん剣けんな表情で桐きり島しまくんと小お倉ぐらを見つめていた。

（そうか、そろそろか）

　ちらりとスマホで時間を確かく認にんすると、現在時刻は十時四十九分。

　十一時の待ち合わせ時刻まであと少しだった。

　場所がどこかまでは聞いていないが、今切り出したということはここからそう遠くないのだろう。

　先ほどまでテンション高く観光を楽しんでいた胡桃くるみさんの変へん貌ぼうに、事情を知らない二人は驚おどろきと困こん惑わくがない混ぜになった表情で小首を傾かしげる。

　胡桃くるみさんは一度大きく息を吸うと、嚙かまないようにゆっくりと告げた。

「実は、この後少し用事があって……それで、少し抜ぬけてもいいかな？」

「用事？　何か買いたいものがあるなら付き合うよ？」

「俺も付き合うが……」

　小お倉ぐらと桐きり島しまくんの言葉に、胡桃くるみさんは首を横に振ふる。

「そうじゃなくて、えっと……」

　きっとこの二人なら用事の内容を教えても問題はない。

　それは胡桃くるみさんも分かっているだろう。

　だけど、分かっていても伝えるのをためらう事こと柄がらというのは存在するのだ。

　相手に関係のないことなどは、特に。

　胡桃くるみさんは何度か口をぱくぱくさせた後、伏ふし目めがちに口を開く。

「その、ごめんなさい。今は……言えないんだけど……でも、その、大事な用事で……だ、だから、少しの間、抜ぬけさせて貰もらえないかな……？」

　胡桃くるみさんの声は段々小さくなっていく。

　修学旅行中、それも班行動中に自分の我わが儘ままで輪を乱すことに負い目を感じているのだろう。

　小お倉ぐらと桐きり島しまくんはその様子にお互たがいに顔を見合わせて、こちらに視線をよこしてきた。

　それは『お前は把は握あくしているんだよな？』と確かく認にんするような視線。

　目は口ほどになんとやらとはよく言ったものだ。

　言葉になっていないはずなのに、二人が何を言いたいのかが分かる。

　俺が首しゆ肯こうを返すと、彼と彼女は僅わずかに苦く笑しようを浮うかべてから、再度胡桃くるみさんに向き直った。

「……正直なところ何があるのかは分からん。が、まぁ俺たちのことは気にするな。仮に何かあってもお前の彼かれ氏しが何とかしてくれるさ」

「桐きり島しまくん……ありがとう」

　桐きり島しまくんの言葉を受けて、胡桃くるみさんが顔を上げる。

　次いで、間かん髪はつ容いれずに小お倉ぐらも口を開いた。

「私も大だい丈じよ夫うぶだよ。それに言えないなら無理にも聞かない。……でも」

　小お倉ぐらは胡桃くるみさんに優やさしく笑いかけて、続けた。

「私は……私も胡桃くるみちゃんの味方だから。何かあったら頼たよってね」

「調しらべちゃんっ……」

　二人の言葉に胡桃くるみさんは下した唇くちびるをキュッと嚙かみしめると、再度頭を下げた。

「ごめんなさい。それと……ありがとう」

　顔を上げた時、そこに先ほどまでの不安の色は残っていなかった。

　しかし胡桃くるみさんはじっとこちらを見つめて、まっすぐ近付いてきて──え、どうしたの？

　困こん惑わくしていると──ぽすんと胸に顔をうずめてきた。

　つむじが可か愛わいいな、ってそうじゃない。

　いい匂においがする、ってそうでもない。

「……んー！」

　あまりの可か愛わいさに脳がショートを起こしていると、胡桃くるみさんは駄だ々だっ子このように体重をかけてきた。……ちょっと可か愛わいすぎないですか？

　どうしてこう胡桃くるみさんは一挙手一投足が可か愛わいいのだろう。

　是ぜ非ひとも一生隣となりでその謎なぞを追い求めていきたい所存である。

「……もうっ、早くしてよ」

　胸中で結けつ婚こんの決意を新たにしていると、むくれた胡桃くるみさんがジト目を向けてきた。

「ごめんごめん、胡桃くるみさんが可か愛わいすぎて。誓ちかいのキスをすればいいんだっけ？」

「……」

　鋭するどい視線が飛んできた。これは反省しないとね、と思っていると。

「そ、それはまた今度……いまは、……んっ」

　両手を軽く広げる胡桃くるみさん。

　個人的には今の発言をもう少し掘ほりたいところではあるが、一秒前に反省したばかり。

　俺はたぎる思いをぐっと堪こらえ、胡桃くるみさんを真正面から抱だきしめた。

　すると応えるように胡桃くるみさんも背中に手を回してくる。

「頑がん張ばるから、私」

「うん。頑がん張ばれ、胡桃くるみさん」

　耳元で囁ささやき合あって、もう一度少し強めに抱だきしめる。

「んっ、もう……」

「……」

「……ちょっ、ちょっと。もう大だい丈じよ夫うぶ──ねぇ下心！　下心出てるわよっ!?　ばかっ！」

「あぁ……」

　ガバッと勢いよく引ひき剝はがされてしまった。

　名残なごり惜おしいけれど、そろそろ時間も差さし迫せまっている。

　胡桃くるみさんは一度時計をちらりと見た後、もう一度だけ俺を見て告げた。

「行ってくるね」

「行ってらっしゃい」

　これ新しん婚こん夫ふう婦ふみたいで嬉うれしいねと思ったけれど、さすがに口に出すのは自重した。

「で、なんでそんな顔してんだよ」

　遠のいていく胡桃くるみさんの背中を目で追っていると、ふと桐きり島しまくんが呆あきれた様子で声をかけてきた。

「そうそう。あんなにいちゃついて……はぁ、ほんといちゃつき過ぎ。私も抱だきしめながら言えばよかった」

「この変態雌めす猫ねこが」

「あんたに言われたくはないんだけど」

　不満げな視線を向けてくる小お倉ぐらに軽口を返しつつ、しかしそれでも視線は胡桃くるみさんを追っていた。すでに人混みに紛まぎれており、一いつ瞬しゆんでも視線を外せば見失ってしまうだろう。

（……大だい丈じよ夫うぶだろうか）

　遠い背中を見つめて思う。

　別に胡桃くるみさんを信じていないというわけではないのだが、そんな不安が腹の底から顔を出す。

　俺に出来る限りのことはした。小お倉ぐらも桐きり島しまくんも胡桃くるみさんの背中を押していた。

　だから大だい丈じよ夫うぶ。

　そう思いたいのに脳のう裏りに過よぎるのは昨夜──胡桃くるみさんが電話している時の様子だった。

　俺に相談している時とは異なる、父親と二人で話している時の胡桃くるみさんの姿。

　何も言えず、頷うなずき、返事をする。

　そんな胡桃くるみさんらしくない、胡桃くるみさんの姿。

「……そんなに心配なら、付いていってやれよ」

「……っ」

　桐きり島しまくんに言われて、無意識に表情に出ていたことに気付いた。

　慌あわてて取とり繕つくろうと、今度は小お倉ぐらがぶっきらぼうに吐はき捨すてる。

「それに、ナンパされるといけないからね」

「……」

「なに？」

「いや……何でもない」

　背中を押されているのはすぐにわかった。

　ただ小お倉ぐらからも提案されたのは意外だったが。

　俺は二人の顔を一いち瞥べつしてから、胡桃くるみさんの向かった方向を見やる。

　すでに彼女の背中は見えなくなっていた。

　しかし一度ぐっとこぶしを握にぎり締しめると、俺はその見えない背中を追って歩き始める。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

「「行ってらっしゃい」」

　二人に見送られて小走りに追いかける。

　空を覆おおう雲は色をより濃こくしていた。
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　私、古こ賀が胡桃くるみは震ふるえる足を奮い立たせて待ち合わせ場所へと向かっていた。

　一歩踏ふみ出だすたびに先ほどのみんなの言葉を思い出す。

　むしろ思い出さないと進めなかった。

（大だい丈じよ夫うぶ。大だい丈じよ夫うぶの、はず）

　気を抜ぬけば戻もどりたくなるけれど、必死に前を向いて待ち合わせ場所へと歩いていく。

　先ほどまで楽しんで眺ながめていた景色は、しかし今はそんな余よ裕ゆうはない。

　渡と月げつ橋きようを渡わたり、交差点を曲がると、待ち合わせ場所が近づいてくる。

　そこは渡と月げつ橋きようの掛かかる桂かつら川がわ沿ぞい。普ふ段だんは雄ゆう大だいな山をバックに渡と月げつ橋きようの写真が撮とれるということで人が多い当所であるが、本日に限っては天気が悪くなってきたこともあってか人はまばらになっていた。しかし、そんな中に目的の人物が──居た。

　久しぶりに会うというのに、遠目でも一いつ瞬しゆんで気付いたのは親子だからだろう。

　スーツに厚手のコートを羽織った父が、そこには居た。

　あちらも気付いたようで、片手を挙げて私を呼ぶ。

「……」

　いよいよだ。

　生なま唾つばを飲み込みつつ私は近付いていって──そして、

「久しぶりだな、胡桃くるみ」

「……うん、久しぶり。お父さん」

　私は約一年ぶりに、父と再会した。
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　……寒い。

　冷たい風が頰ほおを撫なでた。

　乱れた髪かみを摘つまんで耳にかけると、私は緩ゆるんでいたマフラーを巻き直して、深く息を吸い込む。乾かわいた空気が肺を冷やして、意識をはっきりさせる。

　出来うることなら、最初の電話の時のように、気付かぬうちに話し合いが終わってくれればいいのにと思ったけれど、どうやらそれは無理なようだ。

　冷たい指先に息を吐はきかけると、白い息が中空へと昇のぼって消えた。

　ぼんやりと見上げた空は分厚い雲が覆おおっていて、今にも一雨来そうな様子。

　周りから人はどんどん減っていき、川を流れる水の音がいやに耳につく。

　その静せい寂じやくを打ち破ったのは父だった。

「わざわざ抜ぬけさせてすまなかった。ただどうしても直接会いたくて……時間を作ってくれてありがとう」

「う、ううん、別に……」

　言うと、父は優やさしい──家を出ていく前と何ら変わらない優やさしい笑えみを浮うかべた。

「そうか。……ところで、電話でも聞いたが学校の方は順調か？　生活の方も何も問題はないか？　何かあればいつでも相談していいんだぞ」

　その言葉に私の頭は真っ白になった。

　触ふれられたくない傷をぐりっと無ぶ遠えん慮りよに抉えぐられたような、嫌いやな気分。

「う、うん。……問題ないよ」

　だから、本当は問題しかないのに私は首しゆ肯こうを返した。

　……いや、一いち概がいに噓うそとも言い切れないか。

　確かに虐いじめられて、追おい詰つめられて、その果てに屋上から飛び降りようとしたけれど、でもすべては過去のこと。もちろん『全部元通り、学校生活も何もかもが順調！』とは言えないけれど、それでも今の生活が充じゆう実じつしていることには変わりない。

　一人納なつ得とくしていると、不意に大きなため息が聞こえた。

「……あのな、確かに最近会っていなかったけど、これでもお前の父親なんだ。何かあったことぐらいはわかる。私生活か？」

「べ、別になにも──」

「学校か」

「……っ」

　言葉に詰つまった。

「相変わらず顔によく出るな。……大体、まだ仕事も休止したままだし、これで問題ないと言われて『はいそうですか』と引き下がるほど俺は愚おろかじゃない。胡桃くるみ……大だい丈じよ夫うぶか？」

「……」

「心配なんだ」

「…………」

　父の言葉に、私は堪たまらず俯うつむいて下した唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（なら、ならどうして──心配してくれてたのなら、どうして一いつ切さい連れん絡らくをくれなかったの？）

　それはきっと、ずっと抱いだいていた不満だった。

　虐いじめを受けていて、クラスにまだ誰だれも味方が居なくて、仕事も休止して、何が楽しくて、何を楽しみに、どうやって生きていけばいいのかわからなくなった時、連れん絡らくを取り合っていたなら、もしかしたら相談できていたかもしれなかった。

　けど、私のスマホは鳴らなかった。

　インターホンも。家の電話も。何も。何も鳴らなかった。

　私は、助けて欲しかったのに。

「……胡桃くるみ」

　名前を呼ばれて顔を上げる。

　視線が合うと、父は穏おだやかな、落ち着きのある優やさしい声で告げた。

「こっちで、一いつ緒しよに暮らさないか？」

「……え？」

　その提案に、私の喉のどは乾かわいた声を出すのが精いっぱいだった。

　父は気付いた様子なく続ける。

「その、学校は転校になるが、そっちで問題があるなら構わないだろう？　それにお前は頭も悪くないし、編入も問題ないだろう。仕事も今のまま復帰しないんだったら……どうだ？　一いつ緒しよに暮らさないか？　一いつ緒しよに住めば私生活の面でも支えられる。それにもうじき冬休みだろう？　そこを狙ねらえば引ひっ越こしもやりやすいはずだ」

　矢や継つぎ早ばやに告げる父に、言葉を挟はさむ隙すきはない。

　まだ提案を受けているだけのはずなのに、すでに決まっているかのように話を続ける父。

　──別に、忘れてなんていなかった。この人はこういう人間だ。

　何しろ、一家離り散さんの引き金を引いたのが目の前の男なのだから。

　じくじくと、傷口をえぐられているような嫌いやな気分が続く。

　そろそろ我が慢まんの限界だと、口を開こうとして──さらに続く父の言葉に、いよいよもって私の思考は停止した。

「そう言えば、母さんの方も最近は落ち着いているみたいなんだ」

　……え？

　──雨が降り始めた。
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「……」

「何度か会ったんだが、あいつもあの時のことは後こう悔かいしているみたいでな。今度三人で集まってもう一度話し合えないだろうか？　それから一いつ緒しよに──」

　すでに父の言葉は右から左へ、認にん識しきすることを──理解することを脳が拒こばみ、流れていく。

　私は動どう悸きが激しくなるのを感じた。イヤな予感が脳を締しめ付つけ、喉のどが渇かわいて仕方がない。胸焼けより気持ち悪い感覚が胸中を襲おそい、吐はき気けすら感じる。

　理由は一つ。

（……どういう、こと？）

　いや、違ちがう。疑問じゃない。これは疑問じゃなくて、理解が出来ないだけ。

　目の前で笑えみすら浮うかべて話す父が、私には理解できなかった。

　だって、そうでしょ？

　父の言うことが正しいのならそれは、それはつまり、




　──お母さんとは連れん絡らくを取り続けていたってことじゃないの？




　言葉の意味を咀そ嚼しやくし、飲み込んだ瞬しゆん間かん、息が詰つまった。

「っと、本格的に降り出したか。……胡桃くるみ？」

　降り出した雨が髪かみを濡ぬらす。冷たい。

　けど、私の胸中はそれどころじゃない。

　私には何の連れん絡らくもなくて、二日前の電話が離はなれ離ばなれになってから初めての連れん絡らくで、色々問題もあったけど、でも何とか乗のり越こえたし、何の連れん絡らくもくれなかったことは正直ショックだったけど、でもそういう人なんだって、そう……そう、決めつけて、軽けい蔑べつして終わりだと思ったのに。

「……なに、それ」

「胡桃くるみ？」

「心配って……」

　先ほど父が宣のたまった言葉に不快感すら覚える。

　確かに家族が離はなれる前、母は精神的に少し参っている様子だった。

　でも、心配して連れん絡らくして何度か会って、さらに最近落ち着いている、なんて会話までして。

　それで、私には？

「もう……いや」

　結局それって、私は心配されていなかったってことじゃないの？

「胡桃くるみ？　どうかしたのか？　とりあえず、どこか雨をしのげるところに移動を──」

　心配げに見つめてくる父に、歯を嚙かみしめ、思う。

　私が苦しんでる時、この人は何をしていたのだろう、と。

　私が家で一人ご飯を食べている時、この人は母とご飯を食べていたのだろうか。

　私が誰だれも居ない部屋にただいまって言っている時、この人は母と会っていたのだろうか。

　私が死ぬ前に飲もうってお酒を買っている時、この人は母と酒を飲んでいたのだろうか。

　それで、その果てで、私が助けて欲しい時に何もしてくれなかったこの人は、母と仲直りして、家族の間の問題を自分たちだけですべて解決した気になっていたのだろうか。

（……もう、ダメだ）

　もう私は、この人を父親として見られない。

　この父親に、なにも期待ができない。

「……いろいろ、あったよ」

「え？」

「問題なんかいろいろ、あった。たくさんあった。仕事はやめて、高校に行くようになって、でも教室には居場所がなくて」

「く、胡桃くるみ？」

　心配げな声をかけてくるが、無視して続ける。

「何回も何回も死にたいって思って、何回も何回も助けて欲しいって泣きながら布ふ団とんの中で丸まって、でも連れん絡らくなんかない。連れん絡らくを貰もらったと思ったら、お母さんと仲直りしたから一いつ緒しよに暮らさないかって、意味がわからない」

「死にたいってお前……なんで連れん絡らくしなかったんだ！」

「……できるわけないでしょ」

　連れん絡らくなんて、できない。できるわけがない。

　死にたいぐらい辛つらいのに、そんな勇気、出るわけない。




　──自分を置いて出て行った人に、そんな相談ができるわけない。




　ぎりっ、と奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「胡桃くるみ」

「……ほんと、なにこれ。なに？　……なんなの？　なんで私ばっかりこんな……なんで全部解決したみたいな顔してるの？　なんで私にはなにもないって思ってるの？　なんでお母さんと仲良くしてるの？　なんで、なんで──なんで、あの日出て行ったの？」

　尋たずねると、父は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった後、まっすぐ見つめて──答えた。

「あれが、最善だったからだ」

「……ぁ」

　その瞬しゆん間かん、最後の支えがぽきりと折れた音が聞こえた。

「……ふざけないでよ」

「ふざけていない」

「もう……もういいっ！　もう何も聞きたくないっ！」

「胡桃くるみ！　話を聞け！　一体なにが──」

「うるさいっ！　もうお父さんなんかっ──」

　カッ──と頭に血が上り、私は感情のままに吐はき捨すてようとして、

「胡桃くるみさん！」

　聞きなれた、私が世界で一番大好きな人の声が聞こえた。

　瞬しゆん間かん、吐はきかけていた言葉を飲み込む。

　驚おどろいて目を見開き、その声の方に視線を向けると、そこには予想通りの人物の姿。

　どこまでもまっすぐな瞳ひとみは私に向けられていて、彼は真しん剣けんな表情のまま告げた。

「それ以上は、言っちゃだめだよ」

　その言葉に、私の荒あらぶっていた感情は冷や水を浴びせられたように落ち着いていく。

　そうだ。

　私はここに喧けん嘩かをしに来たわけじゃない。

　問題を解決しに来たのだ。

「……貴き一いち」

　気付けば、彼の名前を呼んでいた。

　彼は応えるように、先ほどとは打って変わって優やさしい笑えみを浮うかべた。

　それだけで何を言いたいかが分かった。

　バカップルだから、なのかもしれない。

　見つめ返すと、小さく首しゆ肯こうする貴き一いち。

　視線だけで通じ合う。そんな関係性に、とくんと心臓が跳はねた。

　私はキュッと口を結んで気合を入れ直し、真正面から父を見み据すえる。

　いま私がやることは、溜ため込こんでいた鬱うつ憤ぷんを吐はき出だすことじゃない。

　ちゃんと、話し合うこと。

　情けないけど、そのために彼の力を借りさせてもらう。

　降り続いていた雨が、やんだ。
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　胡桃くるみさんのあとを追うのは簡単だった。

　何しろ俺にはラブラブセンサーがあるからな。

　見つけてからしばらく、盗ぬすみ聞ぎきということに罪悪感を覚えつつも胡桃くるみさんたちの会話を耳にしていたところ、話し合いは難航しているようだった。

　そしてさすがにこれ以上はダメだと判断し、こうして割り込ませていただいた次し第だいである。

「胡桃くるみさん、落ち着いた？」

「……ん、落ち着いた」

「それは良かった」

「……うん」

　返事をする胡桃くるみさんは確かに落ち着いているし、もう一度父親と向き合おうと決意を露あらわにしていたが、それとは別にポーっと熱い視線をこちらに向けていた。

「いやん、照れちゃうねぇ」

「ば、ばかっ、なに言ってるのよっ」

　見つめていたことに今いま更さらながら気付いたのか頰ほおを染めて顔を逸そらす胡桃くるみさん。

　是ぜ非ひともこのままお持ち帰りしたいところなのだが、その前に射い殺ころさんばかりの殺意の籠こもった視線をどうにかしなければならない。その主は言わずもがな、胡桃くるみさんの父親。

　彼は不快そうに眉み間けんにしわを寄せると、低い声で尋たずねてきた。

「お前は胡桃くるみのクラスメイトか何かか？」

「はい、一応」

　将来の約束をしている恋こい人びと同士ではあるが、クラスメイトであることにも変わりない。

　俺の返答を受けて彼は大きくため息をつくと、頭を抱かかえて告げた。

「これは家族の問題だ。部外者は口を挟はさまないでくれ」

「なら将来的に家族になるのでなんの問題もありませんね！　全力で挟はさませていただきます！　お義と父うさん！」

「お、お義と父うさんっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるお義と父うさんは、俺と胡桃くるみさんを交こう互ごに見つめて口をポカンと開けた。

　どうやら状じよう況きようが理解できずにショートしている模様。

　すると、すぐ隣となりからため息が聞こえた。

「……もう、なに言ってるのよ」

「本当のことでしょ？」

「……そ、そうだけど」
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　もごもごと口ごもった胡桃くるみさんは誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「そ、それよりっ、どうしてここに居るの？」

「胡桃くるみさんの居るとこならどこへでも」

「……相変わらずバカなんだから」

　そうして言葉を交かわす胡桃くるみさんはすっかりいつも通りに戻もどっていた。

　しばらくイチャイチャしていると、ようやく状じよう況きようを理解したお義と父うさんが慌あわてたように声を荒あらげる。

「ふ、ふざけるな！　胡桃くるみはうちの大事な娘むすめだ！　もし何かしたのなら絶対に許さんっ！」

　それは、俺が思わず一歩下がってしまいそうなほどの剣けん幕まくだった。

　胡桃くるみさんも初めて見たのか、目を丸くしている。

　しかし数回瞬まばたきすると、唇くちびるを尖とがらせながら呟つぶやいた。

「別に、そ、そこまで心配しなくても何もないわよ」

「胡桃くるみ……」

「何を言っているんだ胡桃くるみさん！　俺たちの間には愛という名の赤い糸があるじゃないか！　いい機会だし是ぜ非ひともお義と父うさんにも認めてもらおう！」

「お前は何を言っているんだ!?　胡桃くるみ！　こんなのがクラスメイトなど大変だったろうに！　お前が原因かこのストーカーめ！　胡桃くるみ、やっぱりこっちで一いつ緒しよに暮らそう！」

「こ、こんなの!?　ストーカー!?」

　さすがに酷ひどくない？　一応初対面なのだけど。

　助けて胡桃くるみさん、と視線を向ける。

「ヤバ宮みやくんはちょっと黙だまってて。はぁ……」

「ため息!?」

　扱あつかいちょっと雑くない？　とか思わないでもないが、胡桃くるみさん相手なら雑に扱あつかわれようがご褒ほう美びである。変態じゃないよ、愛の力だよ。

　仕方がないので大人しくしていると、胡桃くるみさんは顎あごに手を当てて逡しゆん巡じゆん。

　お義と父うさんを真正面から見み据すえると言葉を選ぶようにゆっくり口を開いた。

「お父さん、私が思ってること正直に言うから聞いて」

「あ、あぁ」

　お義と父うさんが頷うなずくのを待ってから、胡桃くるみさんは続けた。

「まず、私は一いつ緒しよに暮らせない。その、まだ心の整理がついてなくて二人とは暮らしたくないっていうのもあるけど、それより今は絶対に転校したくないから」

「……こいつか？」

　だからこいつて。

　お義と父うさんの指し摘てきに、胡桃くるみさんの頰ほおが徐じよ々じよに赤くなる。

　耳まで真っ赤になると、熱で壊こわれたロボットのように首を縦に振ふった。

「……ま、まぁ、うん。その……あ、改めて紹しよう介かいすると、彼は笠かさ宮みや貴き一いちくん。一応、私の彼かれ氏しというか、恋こい人びとというか……大切な人」

「この頭のおかしい奴やつが？」

　さっきから失礼じゃない？

　胡桃くるみさんも何とか言ってよ！

「うん、頭おかしいし、変態だし、基本的にばかだよ」

「胡桃くるみさん!?」

　散々な言われようなんだが？

　内心でショックを受けていると胡桃くるみさんは「だけど」と繫つなぐ。

「それでも私が世界で一番大好きな人で……私のために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれて、私も、その……この人のために一いつ生しよう懸けん命めいになりたいって思える人。……だから、お父さんと一いつ緒しよに暮らすとか、転校とか、彼と離はなれるのはいや。それに、最近は学校にも友達が出来て……すごく楽しいから」

「胡桃くるみ……」

　お義と父うさんはじっと胡桃くるみさんを見つめると、先ほどの胡桃くるみさんのように顎あごに手を当てて熟考を始める。そして数秒の後、再度口を開いた。

「一応聞くが、そいつがお前を助け──いや、これは野や暮ぼか」

　言いかけるも、最終的には目を閉じて首を振ふるお義と父うさん。

　どうしたのかと思っていると、胡桃くるみさんは俺の腕うでを取って抱だきしめ、お義と父うさんに向かって明るい笑えみを向けた。

「そ、この人が助けてくれたの！」

「……そうか」

　胡桃くるみさんの言葉を聞いてお義と父うさんは小さく頷うなずくと、それまで見せたことのない優やさしい笑えみを浮うかべた。

　その瞬しゆん間かん、二人の間にあったわだかまりが、確かになくなったのを感じた。

　安あん堵どの息をつくと、白くなって空へと昇のぼっていく。

　雲の切れ間から青空が見え始めていた。
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「胡桃くるみさん、これどうぞ。お義と父うさんも」

「ありがと」

「悪いな。……が、お前にお義と父うさんと呼ばれる筋合いはない」

　場所を移して濡ぬれてないベンチに腰こし掛かける二人に、俺は近くの自じ販はん機きでココアとコーヒーを購こう入にゆうして手て渡わたした。

「じゃあ俺は少し外すから」

「えっ」

「え？」

　わだかまりもなくなっただろうし、親子の会話の邪じや魔まになるだろうと席を外そうとしたのだが、胡桃くるみさんがキュッと服の裾すそを摑つかんできた。

　お義と父うさんを見ると、ため息をついて頭を搔かいた。

「ま、聞いてどうなる話でもないしな」

　そう前置きし、お義と父うさんは語り始めた。

「正直、言われるまでお前がどれだけ苦しんでいたかなど分かっていなかった。……俺は本当に、お前なら大だい丈じよ夫うぶだとそう思っていたんだ。何しろ中学生で立派に仕事をこなしてお金をもらっているんだからな。きっと俺は、お前のことを成人した大人として見ていたんだと思う」

　その話を胡桃くるみさんはココアの缶かんで手を温めながら聞き届ける。

　次にプルタブを開けて喉のどを潤うるおすと、質問を投げかけた。

「出て行ったのは、正解だったと思う？」

「あの時は、そう思ったよ。いや、ずっと正解だと思っていた。……あまり娘むすめやその彼かれ氏しに聞かせるのもあれなんだが、あの時は夫ふう婦ふ仲なかが良くなかったんだ。だから、『俺が』出て行きたかったというのも大きい」

　苦々しげに告げるお義と父うさんは決して詳しよう細さいを語りはしなかったが、よほど辛つらかったのだろうことは容易に想像できた。邪じや推すいかもしれないが、もしかするとＤＶに近いものを経験していたのかもしれない。

　胡桃くるみさんも似たことを考えたのか、苦々しげに表情を歪ゆがめる。

「そう……だったんだ。知らなかった」

「知らせなかったからな。お前が気にすることじゃない。……とにかく、そんなわけで別居をはじめてからは、何よりも不安定だった母さんのケアを優先した。胡桃くるみは大だい丈じよ夫うぶだから、こいつを先に落ち着かせないと、と。離り婚こんするつもりはなかったし、早くもう一度一いつ緒しよに暮らしたいとも考えていたからな。……それで胡桃くるみに連れん絡らくを入れるのが後回し後回しになって……そりゃあ、ダメだよな、俺」

　うなだれて頭を抱かかえるお義と父うさん。

「胡桃くるみを傷つけないために上う手まくやろう上う手まくやろうってしてきたつもりだったのに、俺が一番傷つけてた。最初から、空回りしてたんだ。俺は」

　ぼやくと、お義と父うさんはぐいっとコーヒーを飲み干して立ち上がる。

「昼、まだだよな。これ」

　そう言って彼は財さい布ふから三万ほど取り出して胡桃くるみさんに手て渡わたす。

「えっと……」

　困こん惑わくする胡桃くるみさんにお義と父うさんは財さい布ふをポケットにしまう。

「お前の修学旅行を邪じや魔ましてしまったお詫わびだ。他にも友達いるんだろ？　これで美お味いしいものでも食べて、気を付けて帰りなさい」

「……ありがと」

　胡桃くるみさんの返事に笑えみを浮うかべると、お義と父うさんは背を向けて去っていった。

「いいお義と父うさんじゃん」

「余よ所そ行いきの顔よ」

　そう言いつつも胡桃くるみさんは遠ざかるお義と父うさんの背を見つめ──

「お父さんっ！」

　呼び止めた。

　半身だけで振ふり返かえる彼に、胡桃くるみさんは迷うことなく告げる。

「毎週土曜、電話するからっ」

　刹せつ那な、彼の顔が初めてくしゃっと歪ゆがんだ気がした。

　遠目でよくわからなかったが、お義と父うさんは胡桃くるみさんに右手を挙げて、もう一度背を向けようとして──踵きびすを返して戻もどってきた。その視線は俺を捉とらえており……え、えっ、なにっ!?

「おい、笠かさ宮みやとか言ったな」

「は、はいっ」

「言い忘れていたが、娘むすめを泣かせるようなことをしたら容よう赦しやしないからな」

　そんな脅おどしのような言葉に、俺は笑え顔がおでもって答える。

「もちろんです。胡桃くるみさんには一いつ生しよう涯がい笑え顔がおで過ごしてもらうつもりですので」

　聞き届けると、彼は不満げに鼻を鳴らして今度こそ去っていった。

　残されたのは俺と胡桃くるみさんだけ。

　自然とお互たがいに顔を見合わせて、笑った。

「じゃあそろそろ二人のところに戻もどろうか」

「そうね。お金も貰もらったし、いいもの奢おごってあげないとね」

　ちらりと時計を見ると、時刻は十一時三十六分。

　長く感じたけれど、たった三十分しか経たっていなかった。
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　用事が終わった旨むねを桐きり島しまくんに連れん絡らくを入れると、どうやら別れた場所の近くで待っていてくれているらしかった。

　これ以上待たせるのも悪いので急いで戻もどろうと歩き出そうとして──。

「……っと」

　ふらっ、と胡桃くるみさんが体勢を崩くずした。

　手で支えつつ彼女の様子を見ると、足が震ふるえている。

「ご、ごめん。ちょっと、緊きん張ちようが解けたみたいで……」

「大だい丈じよ夫うぶ、支えるから」

「ありがと」

　そう言って手を繫つないで再度歩き出そうとすると、胡桃くるみさんは繫つないでいた手をもぞもぞと動かし、指と指を絡からめるように握にぎり直なおした。恋こい人びと繫つなぎだ。

　ちらりと表情を見やると、満足気に口こう端たんを持ち上げていた。

　あまりの可か愛わいさに内心悶もん絶ぜつしていると、胡桃くるみさんは思い出したかのように突とつ然ぜんスマホを取り出して、インカメを表示させる。

　どうしたのだろうか？　と疑問に思っていると、胡桃くるみさんは上うわ目め遣づかいに提案してきた。

「ね、ねぇ、その……せっかくだし二人で、撮とらない？」

「……っ、もちろん喜んで！」

　そうして渡と月げつ橋きようをバックに二人で並ぶ。

　手を繫つないでいるためかなり近くてそれはもう興奮必至の距きよ離りであるが、シャッターを押す寸前、胡桃くるみさんはさらに一歩近付いて俺の腕うでを抱だきしめた。

「ひょっ!?」

　──瞬しゆん間かん、シャッターが切られる。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいていると胡桃くるみさんはしたり顔でニヤリと笑い、俺の耳元で囁ささやいた。

「大好きだよ」

　こしょこしょと告げて、サッと身を引く胡桃くるみさん。

　いたずらが成功した子どものような笑えみを浮うかべる彼女に俺は……、

「俺も大好きだぁぁぁああああああぁああああっ!!」

　抑おさえきれなくなった愛を叫さけび、抱だきしめるのだった。

「ちょっ、声が……ひゃっ、あ、あわわっ」
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　二人の元に戻もどると、向こうもすぐに気付いたようで片手をあげて駆かけ寄よってきた。

「胡桃くるみちゃん、だ、大だい丈じよ夫うぶだった!?」

　まっすぐ胡桃くるみさんに近付いて心配の声を上げる小お倉ぐらに、胡桃くるみさんは笑えみを返す。

「うん、何とか無事解決した、かな。心配かけてごめんね」

「ううん、大だい丈じよ夫うぶだよ」

　手を繫つないで話に耽ふける二人を横目に、桐きり島しまくんが声をかけてくる。

「おかえり。……にしても、また助けたのか」

「別に、俺は特に何もしてないよ。ただ少し話しやすくしただけ」

「そうか……凄すごいよ、お前は」

「そんなことないよ」

　軽く言葉を交かわして、これからどうしようかと話していると、混むだろうからと早めの昼食をとることになった。

　どこにするか話し合おうとして、待ったがかかる。どうやら小お倉ぐらが待っている間に嵐あらし山やま近辺の飲食店を調べてくれていたらしく、「この辺りは少しお値段がねー」と苦く笑しようを浮うかべていた。

　すると胡桃くるみさんが懐ふところから財さい布ふを取り出した。

「そういうことなら任せて。実は──」

　今回抜ぬけ出だした事情を軽く説明し、お義と父うさんからお金を貰もらった旨むねを説明する胡桃くるみさん。

　小お倉ぐらも桐きり島しまくんも最初は「申し訳ないからいいよ」と遠えん慮りよしていたが、結局は胡桃くるみさんの説得の末、首を縦に振ふっていた。

　そうして俺たちが選んだ昼食は──

「これが湯ゆ豆どう腐ふ」

「本当に豆とう腐ふだな」

　俺の言葉に桐きり島しまくんが同意した。

　もっと他にないのかと思わないでもないが、語ご彙い力りよくがなくなるのも無理はない。

　何しろ目の前にあるのは昆こん布ぶだしと豆とう腐ふ、薬味にお吸い物と天ぷらという、とても高校生の修学旅行とは思えないほどの豪ごう勢せいな食事だったのだから。

「お、お豆とう腐ふ、入れていいんだよね？」

　胡桃くるみさんがおずおずと豆とう腐ふを投豆入乳……なんちゃって。

「豆とう腐ふを投豆入乳……ふへ」

　小お倉ぐらがぼそりと呟つぶやいた言葉に、内心で同じレベルなのかと戦せん慄りつした。

「で、これどれくらい茹ゆでるんだろ。そろそろいいかな？」

　しばらくして取り出そうとすると、ぺしっ、と小お倉ぐらに手を叩たたかれた。

「まだダメ。豆とう腐ふが躍おどり出だしてからって書いてある」

　そう言って食べ方の載のったネットの記事を片手に鍋なべ奉ぶ行ぎよう小お倉ぐらが再来した。

「踊おどり出だすの？」

「そうみたい」

　胡桃くるみさんの問いに小お倉ぐらは首しゆ肯こう。

「踊おどり出だすのか」

「うん」

　次いで桐きり島しまくんの言葉にも頷うなずく。

「豆とう腐ふが躍おどるわけ──」

「そう書いてあるから黙だまって見てなさいよ！」

「……なんで俺だけ怒ど鳴なるんだよ」

　愚ぐ痴ちりつつも鍋なべを見ていると……、

「「「「おぉ……」」」」

　踊おどり出だしたよ。ふわふわと。

　小お倉ぐらがそれぞれさらに取り分けてくれたので、感謝を述べつつ手を合わせる。

「「「「いただきます」」」」

　まずは醬しよ油うゆを垂らしてパクり。……美う味まいな。

　正直豆とう腐ふなんて味は変わらないだろうと高たかをくくっていたけれど、全然違ちがう。

　続く二口目、三口目と口に入れ、時には薬味を変えながら、俺たちは湯ゆ豆どう腐ふを堪たん能のうした。
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　湯ゆ豆どう腐ふを食べ終え、嵐あらし山やま観光に戻もどる。

　と言っても、すでに名所は大方回っているため土産みやげ物もの店てんを覗のぞく程度なのだが。

「まだ決まらないの？　霞かすみちゃんへのお土産みやげ」

「面めん目ぼくない」

　色々とアドバイスを貰もらって美容系やら和風っぽい簪かんざしやら、扇せん子すやらと見て回っているのだが、果たして喜んでもらえるのかと言われれば……うーん。

「これなんかどうだ？」

「どれ？」

　桐きり島しまくんが店先の木刀片手にどや顔していた。

　胡桃くるみさんもこれには苦く笑しようを浮うかべている。

「さすがにそれは……」

「……でも、霞かすみのやつたまに俺の見てるアニメ横から覗のぞいてくるしな。……意外と好きだったりするのか？」

「迷めい走そうし過ぎじゃない!?」

　もしかするとどこの土産みやげ物もの屋やにもある、龍りゆうの剣けんのキーホルダーが正解の可能性も……。

　考え込んでいると、軽いチョップが飛んできた。

「ど、どうしたの？　胡桃くるみさん」

　痛くも痒かゆくもないし、むしろイチャイチャの波動を感じてむず痒がゆいぐらいだが、ステレオタイプに攻こう撃げきを受けた箇か所しよをさすりつつお尋たずねすると、胡桃くるみさんはぴっと人差し指を立てた。

「私はあんまり難しく考えなくていいと思うわよ」

「そう……なのかな」

「そう。きっとあんたが貰もらって嬉うれしいものは、霞かすみちゃんも嬉うれしいはずよ」

　胡桃くるみさんは「だって」と続けて、微ほほ笑えんだ。

「あんたと霞かすみちゃんって、ほんとよく似た兄妹きようだいだと思うから」

「……そっか」

「そうよ、もう……」

　呆あきれたように息を吐はく胡桃くるみさん。

「よく見てくれているんだね。さすがは未来の姉し妹まい！」

「ち、ちがっ、そういうつもりで見てたわけじゃ……っ」

「違ちがうの？」

「ぐっ、そ、それは……まぁ、ちが、わない、かもしれないけど……」

　顔を真っ赤にして俯うつむいた胡桃くるみさんは、しかしすぐに顔を上げると一言。

「し、調しらべちゃんはなに買うか決まったっ!?」

　そう告げて、てててっと逃にげ出だしてしまった。残念である。

　それにしても『俺が嬉うれしいものは、霞かすみも嬉うれしい』か……。

　兄妹きようだいである前に異性であると判断して胡桃くるみさんや小お倉ぐらに相談したが、そうか。

　異性である前に、兄妹きようだいであることが正解なのかもしれない。

　俺は土産みやげ物もの屋やの中を物色し、いくつか購こう入にゆうしてから三人の元に合流。

　電車に乗り込んで、集合場所である京都駅へ。

　そうして新幹線に揺られ、俺たちは三日間お世話になった京都の街を後にした。
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　学校に到とう着ちやくするとその場で解散となる。

　桐きり島しまくんや小お倉ぐらは電車の方向が違ちがうため駅でお別れ。

　胡桃くるみさんと並んで電車に乗り込む。時刻は六時前。窓の外はもう暗い。

　帰宅ラッシュには少し早いのか、車内はそれほど込み合っていなかった。

「……終わっちゃったね」

「そうね……疲つかれた」

「確かに」

「でも、楽しかったわね」

「それも確かに」

　首しゆ肯こうすると、胡桃くるみさんは寂さびしそうな顔を見せる。

　そして指をもじもじと合わせながら、胡桃くるみさんは提案する。

「今度はその……個人的に二人で、ね？」

「新しん婚こん旅行？」

「……新しん婚こんになるまで我が慢まんできるの？」

　正直、その返しは予想できなかった。

「じゃあ、婚こん前ぜん旅行？」

「そうかもしれないわね」

　ちらちらこちらの様子を伺うかがいながら告げる胡桃くるみさん。

　それにしても、二人で旅行か。

「二人で旅行ってなったら、その……さすがに我が慢まんできないと思うんだけど」

「もう、すぐ下世話な話になる」

「だって実際そうでしょ？　年とし頃ごろの男女が旅行で一つ屋根の下、まさかトランプをするわけじゃないよね？」

「それは……そうかもしれないけど……」

　想像したのか僅わずかに頰ほおを朱しゆに染めて視線を逸そらす胡桃くるみさん。

　やがて彼女は逡しゆん巡じゆんしたのち、俺の指先を軽く摘つまみながら、小さな──すぐ隣となりの俺にも聞こえるか聞こえないかぐらいの小さな声で、ぼそりと囁ささやいた。

「……そろそろ、いいかもね」

「……っ！　それって──」

「あ、あーっ！　わ、私ここだからっ！　そ、それじゃ！」

「え、ちょっと！」

　言葉の意味を聞き終える前に、胡桃くるみさんはカバンを抱かかえて電車を降りる。

　そしてゆっくり振ふり返かえると、小さく笑えみを浮うかべて、

「それじゃあ、また明日」

　と軽く手を振ふった。

　先ほどの発言は非常に気になるけれど、これでも修学旅行帰り。

　無理やり聞き出して、体調を崩くずす結果となっては申し訳ない。

　特に胡桃くるみさんはお義と父うさんのこともあって疲つかれているだろうし。

「わかった、じゃあまた明日学校で詳くわしく聞くよ」

「えっ!?　まっ──」

　胡桃くるみさんが慌あわてたように手を伸のばしたが無情にも扉とびらは閉まり、電車が発車した。

　学校で聞くのは冗じよう談だんだけど、はぐらかされるつもりがないのは確かである。
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　最も寄より駅えきに到とう着ちやくして、歩きなれた道を見慣れた街を眺ながめながら歩く。

　旅行帰りの地元の景色はどうしてこう懐なつかしく感じるのだろう。

　安あん堵どにも似た不思議な感覚である。

　しばらく歩いて、家に到とう着ちやく。

　鍵かぎを開けて靴くつを脱ぬぐとリビングに顔を出した。

「ただいまー、あったけぇ」

　リビングは暖だん房ぼうがガンガンに効いていて思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。

「おかえり、兄貴」

　その快適な空間の中、霞かすみはソファーに寝ね転ころびながらスマホを弄いじっていた。

　両親は仕事なのでまだ帰ってきていない。

「場所を空けーい」

「えー」

　ソファーに近付くと霞かすみは不満を露あらわにしつつも身体からだを起こし、俺が座れるスペースを作ってくれた。

　そんなリトルシスターの視線はすでにスマホからは外され俺が持ち帰ってきた荷物の方へ──より具体的には土産みやげ物もの屋やの紙かみ袋ぶくろに注がれていた。

「お、お土産みやげは？」

「もちろん、買ってきたぞ」

　俺は紙かみ袋ぶくろを手に取ると、中からいくつもの箱を取り出した。

　それは、別になんてことはないお菓か子しの箱。

　生なま八やツ橋はしや、宇う治じ抹まつ茶ちやをつかったチョコレートやクッキーのお菓か子しである。

「おぉー、ふつー」

「まぁ、奇きをてらうよりましだろ。それに──」

　言葉を区切って広げたお菓か子しのひとつを手に取り、続ける。

「試食して気に入ったものを買った。……不満か？」

「別に、もともと不満なんてないし。だけどまぁ……それなら安心かな」

　霞かすみは小袋を開けて中のお菓か子しを取り出すと、ニッと笑えみを浮うかべて、

「ありがと、兄貴。よくやった」

「おう。どういたしまして妹」

　彼女は満足げに頷うなずくと、お菓か子しをパクっと口に放り込んだ。

　その様子に、俺はほっと胸をなでおろす。

　さんざん悩なやんだし、もしかすればもっといいものもあったのかもしれない。

　だけど、こうして笑え顔がおでお礼を言われたのならミッションコンプリートだろう。

「因ちなみに父さんと母さんの分も一いつ緒しよだから一人で全部食べるなよ」

「えぇ!?　それは不満！　もっと買ってきてよバカ兄貴！」

　うがーっ、と怒おこった霞かすみを宥なだめつつ、俺も一つ食べる。

　うん、やっぱりうまい。

「コーヒー淹いれるけど飲むか？」

「飲む！」

　──家に帰るまでが修学旅行。

　そんな修学旅行の終わりに、俺は妹とコーヒー片手に休きゆう憩けいすることにした。
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　暦こよみの数字が十二月になった。

　寒さはよりいっそう強さを増していて、今日も今日とて寒風が頰ほおを撫なでていく。

　色々とあった修学旅行から数日が経過した本日、いつも以上に低い気温の中で、しかし俺の気分はいつも以上に高こう揚ようしていた。

　理由は単純。本日が二学期最後の登校日──つまり終業式だからである。

　必然、明日から始まるのは全国の学生諸君が待ち望んだ冬休み。

　俺もその輪に漏もれることなく長期休きゆ暇うかに心躍おどらせているというわけだ。

「うぅ……今日は一段と寒いわね」

　いつも通り、駅で待ち合わせして胡桃くるみさんと学校へ。

　彼女は手て袋ぶくろの上から指先をもみほぐしつつ身体からだを縮こまらせていた。

　寒がっているところ申し訳ないけれど、小動物みたいで非常にかわいい。

「手て袋ぶくろしてるのに寒いの？」

「末まつ端たん冷ひえ性しようは手て袋ぶくろとか靴くつ下したとか、そういうものがほとんど意味をなさないのよ。いつもはカイロを持ってきてるんだけど……昨日買い忘れちゃって」

　今日の分はなかった、ということか。

「そっか、じゃあとりあえず人ひと肌はだで」

　手て袋ぶくろの上から胡桃くるみさんの手を握にぎる。もこもこ。

「ありがたいけど、さすがに手て袋ぶくろ越ごしじゃ分からないわよ。それに歩きにくい」

「なら立ち止まって温め合おうじゃないか！」

「学校に行けないんだけど!?」

「サボるしかないね」

「手を繫つなぎたいがために!?」

「個人的には手だけじゃなく、末まつ端たんまで人ひと肌はだで温めてあげたいんだけどね！」

「まだ朝なんだけど!?」

「それはつまり、夜になったら人ひと肌はだで温めてもオーケーってこと？」

「そ、そんなわけないでしょ!?」

　吠ほえる胡桃くるみさんに、俺は少し真しん剣けんな声こわ色いろで返す。

「じゃあ、修学旅行の帰り道での言葉はいったいどういう意味だったのか聞いてもいいかな？」

「……っ!?　あ、あぁ、あれ……は……」

　俺の言葉に胡桃くるみさんは一いつ瞬しゆんで固まった。

　彼女は暫しばし視線を右へ左へと水族館の回遊魚が如ごとく泳がせ、かと思えばこちらを見つめてきて……視線がばっちり交差すると顔を真っ赤にして一歩二歩と後ずさる。

　そして──。

「わ、私先行くからっ！」

　スタタタッ、と脱だつ兎とのごとく逃にげ出だしてしまった。

「あぁ……」

　……また、である。

　修学旅行から帰って以来、あの日の帰り道で彼女が口にした『……そろそろ、いいかもね』という言葉をどうにかして現実に持っていけないかと、機会があればこうして尋たずねているのだったが、結果は芳かんばしくない。

　話題に出した途と端たんに、今のように逃にげられるのである。

　気になるけど、聞けば逃にげられる。

　逃にげられればそもそも一いつ緒しよに居られる時間が減る。

　でも話していると気になる。

　そんな悪あく循じゆん環かんに、ここ数日悩なやまされていた。

（もう少し落ち着くのを待った方がいいのか？　でもそれだと誤ご魔ま化かされそうだし……）

　頭を捻ひねらせつつ、俺も胡桃くるみさんの後を追いかけて学校へ。

　校門を抜ぬけて下げ駄た箱ばこに到とう着ちやくすると、胡桃くるみさんがジト目のお出で迎むかえしてくれていた。

「待っててくれたんだ」

「べ、別に。……は、早く教室行くわよっ！」

　髪かみをいじりながらぼやく胡桃くるみさん。

「……らぶい。やば、胡桃くるみさんマジで可か愛わいい。大好きだ」

「う、うるさいわね！　ばかっ！」

　照てれ隠かくしに怒おこってみせる胡桃くるみさんは早足に教室へと向かい、俺もまた忠犬ハチ公よろしく彼女の背中を追うのだった。

　結局二人並んで仲良く登校。教室に（未来の）新しん郎ろう新しん婦ぷが入場だ。

　すると先に来ていた胡桃くるみさん側の友人代表、小お倉ぐらが声をかけてきた。

「おはよ、胡桃くるみちゃんっ！」

「調しらべちゃん、おはよー」

　胡桃くるみさんの返事に一いつ瞬しゆんでれっとした笑えみを浮うかべた小お倉ぐらは、次にこちらにも視線を向けて、ぶっきらぼうに吐はき捨すてた。

「おはよ」

「おう」

　短く返事をすると、彼女は口をへの字に歪ゆがめる。

「出た『おう』。たまにはちゃんと挨あい拶さつしてよ」

「……おはよう」

　言うと、小お倉ぐらはにっこりと母性すら感じさせる笑えみを浮うかべて、

「はい、よくできました～」

　と拍はく手しゆ。

「ムカつくなぁー」

「胡桃くるみちゃんの彼かれ氏しなんだから、礼れい儀ぎ作法ぐらいは身に付けてもらわないとね」

　一体何様でどこ目線なんだと突つっ込こみたいところだが、俺はため息を一つついて自席に座る。

　以前なら、それはもう全力で突つっかかり睨にらみ合あっていただろうけど、修学旅行以来、俺と小お倉ぐらが喧けん嘩かすることは少なくなっていた。

　それは彼女の過去を聞いたり、胡桃くるみさんとの関係を見て矛ほこを収めたというのもあるが、一番はおそらく、彼女の態度に慣れたというのが大きいだろう。

　小お倉ぐらは胡桃くるみさんにとって数少ない同性の友達であるが、それは小お倉ぐらにとっても同じ。

　クラスで浮ういている彼女は基本的に胡桃くるみさんと居て、故ゆえに基本的に胡桃くるみさんと一いつ緒しよの俺とも行動を共にすることが必然的に多くなるのだ。

「それにしても、今日は寒いわねー」

　手て袋ぶくろを外して指を擦こする胡桃くるみさんに、小お倉ぐらが小首を傾かしげた。

「あれ、いつもカイロ持ってたよね？」

「実は買い忘れちゃって」

「じゃあ私の使う？」

「えっ、い、いやっ、それは悪いよ！」

　遠えん慮りよする胡桃くるみさんに、小お倉ぐらは取り出したカイロをずいっと前に出す。

「私は大だい丈じよ夫うぶだから！　それに今日は終業式で体育館に行かなきゃだし、ね？」

　教室と違ちがって体育館にはエアコンが付いていない。そう言われて、胡桃くるみさんは遠えん慮りよしつつも、しかし最終的にはカイロを受け取った。

「はぁ……っ」

　途と端たん、胡桃くるみさんはふにゃりと顔を緩ゆるめて感かん嘆たんの息を漏もらした。かわいい。

「んっ、か、かわっ……んっふ♡」

　そしてそんな胡桃くるみさんを見てデレデレと締しまりのない顔を晒さらす小お倉ぐら。だらしない。

　だいたい人の彼女を変な目で見るんじゃない。

　小お倉ぐらを睥へい睨げいしていると、ふと思った。

　──そう言えば、教室ならもう歩く必要もないし人ひと肌はだで温められるのでは？　と。

「えいっ」

「ひょえっ!?　い、いきなりなにっ!?」

　カイロを握にぎる手を上から握にぎると、素すっ頓とん狂きような声を上げる胡桃くるみさん。

「何って、約束通り人ひと肌はだで温めようかと。ほら、指先だけじゃなくて心まで温まるでしょ？　これが人ひと肌はだの温ぬくもり、愛の証明ってやつだよ！　どうかな？」

「べ、別に約束してないし！　むしろ恥はずかしさで顔が熱いくらいなんだけどっ!?」

　胡桃くるみさんは顔を真っ赤にして手をぶんぶんと上下に動かして、俺の手を振ふりほどいた。

　そして「もうっ」と、警けい戒かいの目を向けてくる。

　そんな表情も大変素敵ですっ！　なんて思っていると、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

　振ふり返かえると、それまで教室の反対側でお友達と談だん笑しようしていたはずの桐きり島しまくんが笑えみを浮うかべて立っていた。

「相変わらず、朝からイチャイチャしてるなぁ」

「本当は夜もいちゃつきたいんだけどねぇ……痛っ」

　胡桃くるみさんに足を蹴けられた。

　いつもと違ちがってちょっと痛い。

「今のはお前が悪い」

　ぼやいて、桐きり島しまくんは呆あきれるように苦く笑しよう。

　これは修学旅行以降の変化である。

　帰ってきてからというもの、桐きり島しまくんは教室でもよく俺たちと絡からむようになっていた。

　と言っても、彼には彼の所属する友達のグループがあり、あくまでたまに顔を出して話に交じるという程度ではあるが。

　それでも俺たちにとっては充じゆう分ぶん。

　話せる人が増えて、胡桃くるみさんが笑うことも多くなっていた。

「……」

　ふと視線を感じて何気なく見やると、それまで桐きり島しまくんと話していたクラスメイト達がこちらに視線を向けていた。しかし、特に気にした様子もなく、すぐに自分たちの話に戻もどっていた。

　これも、最近になって起こったクラスの変化である。

　他にも、以前までクラス中から向けられていた視線も少なくなっていた。

　単純に興味がなくなったからか、俺たちの存在が見慣れたものになったからか。

　仔し細さいは不明であるが、後者なら喜ばしい限りである。

　しばらくしてチャイムが鳴り、物もの部のべ先生がやってくる。

「終業式だが、一時間目からあるからすぐに移動するぞー。お前ら準備しろー」

　相も変わらず間延びした声でそう告げると、いつもより早めにホームルームを切り上げ、俺たちは体育館へと向かった。





☆






　体育館へ向かう途と中ちゆう、俺は胡桃くるみさんと小お倉ぐらの後ろを歩いていた。

　本当なら俺が胡桃くるみさんの隣となりを歩きたいところなのだが、現在二人は美容やファッションといった女子トークを繰くり広ひろげている。とてもではないがここに入ることなど不可能であった。

　というか、友達と盛り上がっているところを邪じや魔まするほど俺も野や暮ぼではない。

　嫉しつ妬とはするが、今はお前に任せよう。

　寂さびしいような、嬉うれしいような。

　複雑な気分を抱かかえて、俺は後方腕うで組ぐみ彼かれ氏しと化す。

　そんな感じで久しくぼっちで歩いていると、ふと隣となりに誰だれかが並んだ。

　誰だれじゃらほいと伺うかがうと、そこには剽ひよう軽きん者ものの姿。

「おはよ、阿あ坂さかくん」

「おはようさん」

　阿あ坂さかくんは片手をあげて返事。

　これもまた修学旅行以降の変化である。

　阿あ坂さかくんとは帰ってきてからもたまに話す仲になっていた。

　内容としては他愛無い世間話程度であり、これを友達と呼ぶのかは分からない。

　だけど、気を使わないという点では他のクラスメイトより話しやすい存在であった。

「にしても、今日は一段と寒いなぁ」

　胡桃くるみさんと同じようなことを口にして、彼は身を抱かかえる。

「だね、寒いのは苦手？」

「まーな。こう、腹の奥が震ふるえて気持ち悪くなるんだよ」

　なんとなくわかる気がする。

「それは……今日の終業式は大変そうだ」

「そこは大だい丈じよ夫うぶ。腹にカイロ貼はってきた」

　ぺしっ、と腹を叩たたいてニッと笑った彼は、ふと前を歩く小お倉ぐらを見た。

　どうしたのかと思っていると、彼は神しん妙みような面おも持もちで尋たずねてくる。

「……笠かさ宮みやはファッションとか気にしねぇの？」

「え？」

　いきなりのことで困こん惑わくしていると、彼は続ける。

「ほら髪かみとかさ。ワックスとかつけたりしないのかなーって」

「あ、あぁー。そういうのはよく分かんないんだよね」

　ああいうのってみんなどこで覚えるのか個人的に謎なぞである。

　ネットとかだろうかと適当に考えていると、阿あ坂さかくんとは逆方向から声が飛んできた。

「おいおい、彼女があの古こ賀が胡桃くるみなのに何言ってんだよ」

「……っ！　び、びっくりした……桐きり島しまくんいつの間に」

　声をかけてきたのは桐きり島しまくん。

　クラス内でもカースト上位の男子二人にサンドイッチされた形である。

「やっぱ桐きり島しまもそう思うよな？」

「あぁ、ヤバ宮みやくんはもっと見た目に気を使うべきだな」

　阿あ坂さかくんの言葉に首しゆ肯こうを返す桐きり島しまくん。

「い、一応筋トレはやってるんだけど……」

「そこは普ふ段だん見えないだろうが」

　桐きり島しまくんはため息をつくと、阿あ坂さかくんと一いつ瞬しゆん目配せして、

「冬休み中にたっぷり仕込んでやる」

「えっ」

「俺も手伝うぜ！　頑がん張ばろうな、笠かさ宮みや！」

「あ、阿あ坂さかくんまで……。冬休みは胡桃くるみさんと過ごすつもりなんだけども」

　それはもう毎日一いつ緒しよに過ごし、楽しくキャッキャウフフと青春の一ページを胡桃くるみさん一色で埋うめ尽つくす算段であった。

　思わず肩かたを落としていると、二人から尻しりに無言の蹴けりが飛んでくる。

「あ痛っ！　……な、なんで!?」

「「リア充じゆうくたばれ」」

「……あぁ、そう言えば二人とも彼女いないんだけっけ」

　イケメンなのにおかしな話だ、という意味合いで口にしたらまたもや蹴けりが飛んできた。

　いや……うん、確かに今のは言葉のチョイスを間ま違ちがえた気がする。ごめんね。

「「ふんっ！」」

　謝るとまた蹴けられた。

　理り不ふ尽じんだ！　という言葉はさすがに喉のどの奥に飲み込んだ。





☆






　寒い寒い体育館にて開かい催さいされた終業式という名の校長先生のありがたいお話も終わり、生徒たちはそれぞれのクラスに戻もどっていく。

　その前に、俺は自じ販はん機きに温かいコーヒーを買いに行っていた。

　寒いというのもあるが、それ以上に校長の話が眠ねむすぎた。

　このままだと教室に戻もどってからの物もの部のべ先生の話で寝ね落おちは不ふ可か避ひ。

　二学期最終日にそれは申し訳ない。

　というわけでやって来たのだが……当たり前だが誰だれの姿もなかった。

　しかし小こ銭ぜにを入れてコーヒーを購こう入にゆうしていると、不意に足音が聞こえてくる。

　取り出し口から缶かんを手にして顔を上げると、見慣れた人物の姿が。

「小お倉ぐらか」

「そっちも喉のど渇かわいたの？」

「いや、眠ねむかったんだよ」

　買ったものを掲かかげて見せると、苦く笑しようを浮うかべる小お倉ぐら。

　彼女は俺の横を通り過ぎて自じ販はん機きでココアを購こう入にゆう。

「胡桃くるみさんもそうだけど、お前もほんとココア好きだよな」

「胡桃くるみちゃんが好きだからね」

「……そ、そうか」

　何気なく聞いたら思ったより重い理由が返ってきた。

　俺もこじらせている自覚があるけれど、小お倉ぐらもかなりキていると思う。

「なにその目。文句あるの？」

「別に、ただ一応言っておくと、胡桃くるみさんは俺の彼女だからな」

「なにそれ自じ慢まん？　知ってるわよ。……これは友達の好きな物を好きになって共感からの好意を得たいっていう健けな気げな友情よ」

「下心しか感じないんだが？」

「まぁ、それはそれとして普ふ通つうにはまったっていうのもあるけど」

「最初からそう言ってくれ。ちょっと怖こわい」

「ヤンデレみたい？」

　言って、髪かみの端はしを咥くわえてハイライトの無い瞳ひとみで俺を見つめてくる小お倉ぐら。

「怖こわいって、マジで」

　迫はく真しんの演技に感想を述べつつコーヒーを啜すする。

　小お倉ぐらも少し笑えみを浮うかべてココアに口を付けた。

　教室で飲んでもいいのだが、寒空の下で飲むと美味さが倍増している気がするのだ。

　並んでそれぞれ温まっていると、何とはなしに小お倉ぐらが空を見上げた。

「……そう言えば、最近何かあった？」

「何かって？」

　要領を得ない質問に疑問を返すと、彼女は空から俺に視線を移す。

「胡桃くるみちゃんのこと。最近よく私のところに逃にげてくるから」

　言われてすぐに思い当たった。

　彼女が言っているのは修学旅行の帰り道での発言に関するあれこれのことだろう。

　胡桃くるみさんのプライバシーのこともあるし、それに胡桃くるみさんラブの小お倉ぐらに伝えるのはさすがに……と、どう答えようか言いい淀よどんでいると、彼女は顔を伏ふせる。

「こ、個人的には一いつ緒しよに居る時間が増えて嬉うれしいんだけどっ！　……でも、何かあったのか聞いても教えてくれないし……」

　そりゃあ教えられないだろうなと思っていると、小お倉ぐらは下した唇くちびるを嚙かみしめて顔を上げた。

　その瞳ひとみは心配の色で染まっていて──。

「でも、私は胡桃くるみちゃんの悲しむところを見たくないから！　その為ためなら何でもするからっ！」

　──だから、問題はないの？　と、訴うつたえかけてくる小お倉ぐら。

　正直、話の根幹がとんでもないド下ネタであるから、こんなに心配してくれている小お倉ぐらには罪悪感しか抱いだかないのだが……。

　だけど……そうか。

　俺はコーヒーを一息に飲み干すと、近くのゴミ箱に投げ捨てた。

「安心しろ、そんなことにはならないから」

「……ほんと？」

「あぁ。それに、逃にげてきた胡桃くるみさんは悲しそうな表情をしてたか？」

「そう言われれば……」

　顎あごに手を当てて思い出すように目を瞑つぶる小お倉ぐら。

　やがて彼女は「そっか」と呟つぶやきココアを飲み干すと、空き缶かんを捨てる。

「なら……ひとまずは安心しとく。安心して、冬休みに胡桃くるみちゃんと二人でどこに遊びに行くかを計画しとく」

「……は？　ちょ、ちょっと待て！　二人だと!?」

「あっ、そろそろ教室に戻もどらないと」

「お、おい待て、小お倉ぐら！　話はまだ……くそっ！　逃にげるな！」

　駆かけ足あしぎみに教室へと戻もどっていく小お倉ぐら。

　そんな彼女に俺は、

「せ、せめてクリスマスは外せよ!?」

　そう投げかけつつ、後を追うのだった。





２






　俺は今世紀最大に胸が高鳴っているのを感じていた。

　場所は胡桃くるみさんの部屋。

　何度か訪おとずれたことのある当所は、相も変わらずおしゃれなお部屋である。

　モダンな雰ふん囲い気きで統一された家具に色しき彩さい。テーブルデスクの上に俺とのツーショットが写真立てに飾かざられているのを発見した時は悶もん絶ぜつするかと思った。というかした。

　しかしながら、今現在俺が居るのはリビングではなく浴室だった。

　鏡の前で俺は裸はだか一いつ貫かんとなりシャワーを頭から浴びる。

　外は寒かったからなぁ、気持ちいなぁ……ってそうじゃない！

　あまりの状じよう況きように脳の処理が間に合っていない。落ち着けと頰ほおを張るが当然落ち着けるはずもない。一体全体どうしてこうなったのか。

　それは少し前にさかのぼる。
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　二学期最後の学校も終わったところで、今日も今日とて胡桃くるみさんと帰宅である。

　本当なら恋こい人びと繫つなぎで帰りたいのだが、胡桃くるみさんは寒さに負けてコートのポケットに手を入れていた。危ないよと思わないでもないけれど、いざとなれば俺が全力でフォローするので問題ないだろう。

　というか、防寒着でもこもこしていてとても可か愛わいい。お持ち帰りしたい。

　そんな感じで駅までの道を歩いていると、もこもこの胡桃くるみさんがポツリと呟つぶやいた。

「冬休み、長いわね……」

「あれ、胡桃くるみさんは冬休み嫌いやだったりするの？」

　ため息を伴ともなった言葉を意外に思いつつ聞き返すと、彼女は首を横に振ふった。

　サラサラの黒くろ髪かみがたなびいて、いい香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「別に、そういうわけじゃないけど……その、最近学校が楽しかったから。長期休きゆ暇うかになったらみんなと会えないなぁ、って」

「えっと、俺はバリバリ冬休みも会いに行くつもりだったけど？」

「……え？」

「小お倉ぐらも遊びに行く計画がどうとかって言ってたし」

　その言葉に胡桃くるみさんは顎あごに手を当て、真しん剣けんな表情を浮うかべて呟つぶやいた。

「……冬休みに、誰だれかと遊ぶ？」

　長期休きゆ暇うかに誰だれかと遊ぶということに困こん惑わくする胡桃くるみさんに涙なみだが出そう。

　まぁ、俺も友達と呼べる友達など桐きり島しまくんしかいなかったのだから、正直あまりピンときているわけでもないのだけれど。

　それでも真しん剣けんな表情で『そんなことあり得るの？』と言わんばかりに頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる胡桃くるみさんには是ぜ非ひとも幸せになってもらいたい。……いや、俺が幸せにするのだが。

「胡桃くるみさんさえよければ毎日でも遊びに行くよ！」

「ま、毎日……？」

「そう、毎日。クリスマスでも大おお晦日みそかでも元がん旦たんでも。胡桃くるみさんが会いたいと思ってくれるのなら俺はたとえ火の中水の中、家族が実家に帰省していても会いに行くよ！」

「それはご家族と過ごして」

「胡桃くるみさんは未来の家族だから問題ないね！」

「……っ！　そ、そうっ！」

　顔を逸そらす胡桃くるみさん。

　角度的に表情は見えないけれど、耳まで赤く染まっていた。

　少しの静せい寂じやく。

　寒風が吹ふき、胡桃くるみさんは乱れる髪かみを手で押さえながら、横目で俺を見る。

「ま、毎日……私の家に来るの？」

　それは問いと言うより、確かく認にんに近いように聞こえた。

「もちろん！　迷めい惑わくかな？」

「……ううん。嬉うれしい、かも」

　そう告げて、胡桃くるみさんは幸せそうに微ほほ笑えんだ。

　あまりのかわいさに、自分でもびっくりするぐらい心臓が跳はねた。

「だ、だったら今から胡桃くるみさんの家に行こうじゃないか！」

「え、えぇっ!?」

「何ならもう同どう棲せいしてもいい！　冬休みの間、ひとつ屋根の下で目くるめく夜を超こえ、怠たい惰だで退たい廃はい的てきな生活を築こうじゃないか！」

「ば、ばか！　そ、そんなの、だ、ダメなんだから……っ！」

　慌あわてて否定し、手で口元を隠かくす胡桃くるみさん。

　しかし指の隙すき間まからはニヤけている様子が覗のぞいて見えた。

　俺は、押すなら今しかないと一歩踏ふみ込こむ。

「それじゃあ、あの日のあれはどういう意味だったか、そろそろ教えて欲しいんだけど」

「え？　──っ、あ、あれはっ！」

　胡桃くるみさんは一いつ瞬しゆん困こん惑わくの表情を浮うかべたものの、すぐに修学旅行の帰り道での発言のことだと気付き、しどろもどろになりながら顔を逸そらした。

「……別に俺は、そういう意味じゃないって返事でもいいよ。俺は胡桃くるみさんのことが大好きで、愛しているから。胡桃くるみさんの準備が整うまで待てる。ただ……」

「た、ただ？」

　小首を傾かしげて繰くり返かえす胡桃くるみさんに、俺は告げた。

「それはそれとして、普ふ通つうに気になる！　そしてそういう意味ならめちゃくちゃ嬉うれしい！」

「……へ、変態っ！」

「っ、仕方ないだろう!?　俺は胡桃くるみさんのことが好きで好きで仕方がないんだ！　もしそういう意味だったらと考えると、こう……心の奥底から溢あふれんばかりの喜びが込み上げてきて……っ！　それで、そろそろ教えて欲しいんだけどもっ！」

「～～っ」

　胡桃くるみさんは下した唇くちびるを嚙かみしめて、次いでジト目で俺を睨にらむ。

　かと思えば顔を逸そらしてと、百面相を十秒ほど繰くり広ひろげた後、顔を逸そらした上に表情を読み取られまいと手で覆おおいながら、蚊かの鳴くような小さな声で──提案した。

「……わ、私の家、来て。今から」
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　そして家に到とう着ちやくするなり「寒かったでしょ」とお風ふ呂ろに入れられ、今に至るというわけである。

　サクッと髪かみと身体からだを洗った俺は湯船に浸つかり、改めて先ほどのことを考え──。

（……!?　いや、待て。思い返せばこの流れ見たことあるぞ!?　具体的にはエロ同人で──）

『まさか』と思っていると、ふと脱だつ衣い所じよから扉とびら越ごしに声がかかった。

「お、お湯加減は、ど、どど、どう？」

　めちゃくちゃ震ふるえた声だった。

　必然的にこちらの返す声も震ふるえたものになる。

「い、いい感じだよ。さすがは胡桃くるみさんだね！」

　もう何がさすがなのか言っている自分でもわからなかったけれど、それくらいしか言葉が出てこない。

　それほどに俺は緊きん張ちようしていた。

「じゃ、じゃあ、は、入るからっ」

「──っ!?　ほ、ほんとにっ!?」

　シュルシュルと衣きぬ擦ずれの音が扉とびら越ごしに聞こえて、バクバクと痛いぐらいに高鳴る心臓を押さえつけつつ生なま唾つばを飲み込むと──ガチャリと扉とびらが開いた。

　そこに居たのは──

「み、水着なら、一いつ緒しよに入ってもいいって言ったから」

　学校指定の無難な競泳水着を身に着けた胡桃くるみさんだった。

「……っ」

「な、何か言ってよ」

「いや、その……どうして裸はだかじゃないんだ！　と最初は言おうと思ったんだけど、風ふ呂ろ場ばで水着っていうのは、それはそれで魅み力りよく的てきだなと……子作り頑がん張ばろうね！」
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「なに言ってるの!?　ねぇ、ほんとなに言ってるの!?」

「あれ、これってそういう流れじゃないの!?」

「ち、違ちがうわよ！　こ、これはその……背中を流してあげる的なあれよ……」

　羞しゆ恥うちからか顔を真っ赤にして告げる胡桃くるみさん。

　正直すでに全身洗い終えているけれど……まぁいっか！

　胡桃くるみさんに洗ってもらえるなんて最高以外の何ものでもないのだから！

　俺は嬉き々きとして湯船から立ち上がろうとして──

「っと、その前にタオルを一枚貰もらってもいい？」

「え？　……あっ、う、うん！」

　彼女の視線が一いつ瞬しゆん下がって、かと思えばものすごい勢いで逸そらされタオルを手て渡わたされた。

　何もそこまで嫌いやがらなくても。お風ふ呂ろに入れたのは胡桃くるみさんじゃない。

　なんて思いつつ椅い子すに座ると、胡桃くるみさんが新品のボディタオルを泡あわ立だてる。

「胡桃くるみさんのタオルでよかったのに」

「さすがにそれはヤバいでしょ」

「すんごいマジレス」

「もう。……よしっ、そ、それじゃあいくわよ？」

　呆あきれつつも泡あわ立だったタオルを手にする胡桃くるみさん。

「胡桃くるみさんを受け入れる準備はいつでもオッケーだよ」

「そういう意味じゃないんだけどっ!?　……え、えいっ」

　背中にタオルの感かん触しよく。そして上下にごしごしと擦こすられる。

「気持ちいい？」

「胡桃くるみさんと同じ風ふ呂ろ場ばにいるというだけで気持ち良すぎる」

「……やめるわよ？」

「天にも昇のぼるような心ここ地ちです！」

「そ。痒かゆいところはない？」

「嬉うれしさで心がむず痒がゆいです」

「ないのね」

　ごしごし擦こすられながら思う。素す手でじゃなくてよかったぁ、と。

　本当は素す手でで洗って欲しかったなと一いつ瞬しゆん思ったけれど、絶対堪こらえられなかっただろう。

「それじゃあ──」

「次は前かな？」

「それは自分でして！」

　べしっ、とタオルを投げつけられた。

　仕方がないのでささっと残りを洗い終えて泡あわを流すと、俺は席を譲ゆずる。

「……なに？」

「次は俺が胡桃くるみさんを隅すみから隅すみまできれいに洗ってあげようかと……」

「わ、私はいいのよ！　それより洗ったなら先にあがってて！」

「えっ、もう!?」

「だ、だって、洗うってなったら裸はだかにならなきゃだし……」

「大だい丈じよ夫うぶ大だい丈じよ夫うぶ、湯船に浸つかって待ってるから！」

「なにも大だい丈じよ夫うぶじゃないんだけど!?」

　いいから先あがってて！　と俺の裸はだかをあまり見ないようにしながら背中を押す胡桃くるみさん。

　この一世一代の大チャンスをこんな一いつ瞬しゆんで終わらせていいのか？　いいやよくない（反語）。

「ならせめて一いつ緒しよに湯船に浸つかろう！」

「なんで!?」

「そりゃあもう、小さな浴よく槽そうに愛する人と密着して浸つかりたいという純じゆん粋すいな恋こい心ごころだよ」

「たぶん身体からだ目的の奴やつも同じこと言うと思うんだけど!?　……うぅ、わ、わかったわよっ！」

　懇こん願がんするように見つめていると、胡桃くるみさんはしぶしぶといった様子で首しゆ肯こうした。

「よし！」

「そ、その代わり、一いつ瞬しゆんだからね！　すぐあがってよ！」

「もちろんだよ！」

　というわけでちゃぽんと湯船に浸つかると、胡桃くるみさんもおずおずと足を入れる。

　なんだろう、水着を着ているはずなのにヤバい一線を越こえようとしている感がマッハである。

　胡桃くるみさんはゆっくり両足を浸つけ、腰こしを下ろし、俺と向かい合うように体育座りで浸つかった。

　水かさが僅わずかに上じよう昇しようする。

「……や、やっぱりこれ……は、恥はずかしすぎるんだけ──どっ!?」

　もう限界だといわんばかりに顔を赤くしてこちらを見た胡桃くるみさん。

　しかし彼女は慌あわてて視線を逸そらした。

　一いつ瞬しゆんわからなかったが彼女の視線を追って考え理解。

　対面の位置に座っているから俺のタオルの中が見えそうになったのだろう。

「これは失敬。ほら、こっちへどうぞ」

「い、行くわけないけど!?」

　手を広げて俺の方に背中を預けて欲しいと示してみるけれど、胡桃くるみさんは拒きよ絶ぜつ。

　しょんぼりしていると、彼女はざばっと湯船から立ち上がって、

「そ、それじゃあもういいでしょ！　貴き一いちは先に──っ」

　と言いかけ、湯船の底で足を滑すべらせたのか胡桃くるみさんの体勢が崩くずれた。

「危ないっ！」

　俺は大おお慌あわてで彼女を支えるように動き──ざぶんっ！　とお湯がこぼれる。

「だ、大だい丈じよ夫うぶ？　胡桃くるみさん」

「え、えぇ、ありがと……う？」

　お互たがいに声を掛かけ合あいつつ、状じよう況きようを確かく認にんしようとして……思考が停止した。

　何しろ、俺と胡桃くるみさんは湯船の中で真正面から抱だき合あう形になっていたのだから。

「……」

「……」

　水着越ごしに胡桃くるみさんの柔やわらかさが身体からだ中じゆうに伝わる。

　顔は鼻先一センチもなく、視線は逸そらすのが難しいほどにかち合っていて、互たがいの息いき遣づかいさえ聞こえる距きよ離り。少しの身じろぎも緊きん張ちようで強張るほどに身体からだは密着していて、彼女の早はや鐘がねを打つ心臓の音すら聞こえてきそうだ。

　というか、胸むな板いたに触ふれてるこの柔やわらかい感かん触しよくって胡桃くるみさんの──。

　それが何か察した瞬しゆん間かん──ぴちょん、とシャワーの雫しずくが湯船に落ちた。

「～～～～っ！　ご、ごめんっ」

　瞬しゆん間かん、胡桃くるみさんが跳はねるように飛とび退のく。

「い、いや……怪け我ががないみたいで、その……」

　先ほどの感かん触しよくがまだ残っている気がして、上う手まく言葉が回らない。

　肌はだはすべすべとしていて、柔やわらかく……思わず生なま唾つばを飲み込むと、胡桃くるみさんが顔を真っ赤にして見下ろしながら、脱だつ衣い所じよへと続く扉とびらを指さした。

「そ、その……今度こそ……さっ、先にあがってて」

「わ、わかった」

　俺はいまだに茹うだって思考力の戻もどらない脳を引き連れて、脱だつ衣い所じよへと向かう。

「その、わ、私もすぐ出るから」

　その言葉に、俺はいよいよもって限界であった。




　言われた通りリビングで胡桃くるみさんを待っていると、彼女はすぐに姿を見せた。

　時間にして十分もかかっていないように思えるが、緊きん張ちようしていたので正しいかは不明。

　胡桃くるみさんはいつぞやのようなラフな格好ではなく、ゆったりしつつもオシャレで可か愛わいらしい部屋着を身に纏まとっていた。

　ドライヤーを当てていないためか髪かみはまだしっとりとしていて、風ふ呂ろのせいではないだろう頰ほおの上気が、煽せん情じよう的てきな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「お、お待たせ」

　彼女は少し躊ちゆう躇ちよしつつも、俺の隣となりにぽすんと腰こしを下ろす。

　しかし落ち着かないのか足をもじもじ。

　ちらちらとこちらに視線を向けては、合いそうになると慌あわてて逸そらす。

「あ、あー、な、何か飲む？　……あっ」

　やがて逃にげるように立ち上がろうとしたので慌あわてて腕うでを摑つかむと、思いのほか何の抵てい抗こうもなく、胡桃くるみさんは再度ソファーに腰こしを落ち着けた。

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　胡桃くるみさんは顔を赤らめたまま、俯うつむきがちにこちらを見て何かを待っている様子。

　さて、どう切り出したものかと逡しゆん巡じゆんし、結局は直球に伝えることにした。

「えっと……襲おそってもいい？」

「そ、それはさすがに直球過ぎないっ!?」

「じゃあ、一いつ緒しよに大人の階段を昇のぼろう！」

「な、なんかふざけてるみたいでいや！」

「そんな！　俺はいつだって胡桃くるみさんに真しん剣けんだというのに！」

「そ、そんなの知ってるわよ！　で、でも……だってぇ……うぅ……っ」

　恥はずかしさのせいか目に涙なみだすら浮うかべて、あわあわと目を回す胡桃くるみさん。

　これ以上、どう言えばいいというのだろうか。

　考えていると、何とか落ち着きを取とり戻もどした胡桃くるみさんがおほん、と咳せき払ばらい。

　どうしたのかと視線を向けると、彼女は口をキュッと結んで瞑めい目もく。

　自らの両りよう頰ほおを張って大きく深呼吸すると、目を見開いて身を寄せてくる。

　その表情は何か覚かく悟ごを決めたような様子で、固かた唾ずを吞のむ。

　やがて彼女はまっすぐに見つめたまま俺の肩かたに手を置いて──ぼすん、とソファーに押し倒すとお腹なかの上に馬乗りになる。

「く、胡桃くるみさん？」

　驚おどろいて声をかけると、彼女は決意した表情のまま告げる。

「い、一度しか言わないから、よく聞いて」

　馬乗りになった胡桃くるみさんが俺を見下ろしてくる。

　流りゆう麗れいな黒くろ髪かみが重力に従い垂れ下がり、頰ほおを撫なでてくすぐったい。

　俺の身体からだを挟はさむ太ももが柔やわらかく、興奮してやまない。

　互たがいの服が擦こすれ、その内側の体温が服越ごしに伝わる。

　顔は先ほどにも増して近付けられ、その同年代とは思えないほど大人びていて綺き麗れいな顔に思わず目を奪うばわれた。

　そんな彼女は、恥はずかしいのか顔を真っ赤に染めながら、しかし瑞みず々みずしい唇くちびるをゆっくりと動かして息を吸うと、──提案した。




「わ、私と……セックスしましょう」
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　それはいつだったか俺が言ったことの焼き直しのようで。

　思わず破顔してしまう。

「な、何よっ！」

「だって、胡桃くるみさんも直球じゃないか」

「そ、それは……っ、な、なに!?　嫌いやなの!?　嫌いやなんだったらしな──」

　馬乗りのまま目を吊つり上あげてうがーっと怒おこる胡桃くるみさん。

　相変わらず、可か愛わいくて、愛おしい人である。

　怒おこっているにも関わらず逃にがすものかと馬乗りをやめない胡桃くるみさん。

　顔を近付けたまま睨にらんでくる彼女に、俺は背に手を回して抱だきしめた。

「あっ、ちょっと！」

「嫌いやなわけないよ、胡桃くるみさん。むしろこちらからお願いしたいくらいだ！」

「……そ、そう。なら、いいけど」

　彼女は小さく呟つぶやくと腕うでの中で抵てい抗こうをやめた。

　そして俺たちはしばらく見つめ合い──。

　端たん的てきに言おう、襲おそった。





☆






　私、古こ賀が胡桃くるみは微睡まどろみの中で目が覚めた。

　場所は寝しん室しつのベッドの中。窓の外を見るとすでに日もとっぷりと落ち切っていた。

　何だかんだで真昼間から始めた結果である。

　心ここ地ちよい気だるさの残る身体からだを動かしてデジタル時計を確かく認にんすると、時刻は十一時四分。

　意外なことに、まだ日は跨またいでいないみたい。

　寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら身を起こそうとして、隣となりで小さく寝ね息いきを立てる彼に気付いた。

　ぺらっ、と掛かけ布ぶ団とんを捲めくると裸はだか。私も裸はだか。

（…………っ）

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、何とも言いい難がたい感情が胸中に飛来した。

　嬉うれしいような、恥はずかしいような。でも決して嫌いやという思いではない。

　というか、ついに意識のある状態でシたんだ、私。

「……」

　いやいや。

　そもそも意識のない状態でヤったことがあるというのがおかしいのだけど。

　過去は変えられないというのに、それでもあの日のことを思い出すと胸の奥が痒かゆくなる。

　恥はずかしさに頭を抱かかえていると、ふと眠ねむっていた彼が目を覚ました。

「──お、おは……よう」

　彼はぱちぱちと瞬まばたきし、私の顔を見て、視線を下に、かと思えばもう一度顔を見る。

「えっち」

「胡桃くるみさんが魅み力りよく的てき過ぎるんだよ。……月明かりじゃ足りないから電気を点つけてもいい？」

「ぜ、絶対ダメっ！」

　そんなっ、と悲ひ壮そうの表情を浮うかべる貴き一いちに思わず笑ってしまう。

　すると彼もつられたように笑えみを見せた。

「それにしても、あれだね。……子供の名前は何にしようか」

「は、はぁ!?　いきなりなに言ってるのよっ!?　だ、だいたい、ご、ゴムしてたでしょ!?　……してたわよね？」

　どうしよう、最後の方はどうだったか曖あい昧まいなんだけど。

　不安に思っていると、頭を撫なでられる。

「大だい丈じよ夫うぶ。子供は欲ほしいけど、そのあたりはちゃんとしてるつもりだから。ただ二人仲良く大人の階段を昇のぼった次のステップと言えばそこかなと思っただけだよ」

「……っ」

　その言葉にチクリと胸が痛んだ。

　理由は当然、すでに大人の階段は昇のぼっていたからである。

　色々と我が慢まんしていた彼に対して、私は一人性欲に負け、眠ねむっている彼を襲おそった。

　だからこそ優やさしい笑えみを浮うかべて『一いつ緒しよに』と喜ぶ彼に、罪悪感というか気まずさを覚えて仕方がない。いや、ほんと申し訳ない。

「どうしたの、胡桃くるみさん」

「い、いえっ、べ、べべ、別になんでも──」

　いつまでも返事をしない私を不ふ審しんに思ったのか、心配げな表情で尋たずねてくる貴き一いち。

　何でもないと誤ご魔ま化かそうとして、ふと彼のお腹の虫がぐぅ、と鳴った。

「そう言えばお昼から何も食べてなかったわね」

「確かに胡桃くるみさんしか食べてなかったね！」

「バカじゃないの!?」

　確かに何度も食べられたけども！

　まだ感覚残ってるし……。

　私は胸に溜たまった恥はずかしさを一度飲み下すと、ため息をつく。

「と、とりあえず何か作ろうか？」

「いいの？」

「えぇ、私もお腹なか空いたし」

　何気なく提案してみると、彼は満面の笑えみを浮うかべた。

「ありがとう胡桃くるみさん！　すごく嬉うれしいよ！　それに、なんだかこうしてると未来のシミュレーションをしているみたいでドキドキするね！」

「ば、バカなこと言ってないで早く服着てよ！　リビングに行くわよ」

「ついでに役所に婚こん姻いん届とどけも貰もらいに──」

「ご飯いらないの？」

「いります！」

　元気に返事する彼に苦く笑しようしつつ、私は服を着るためにまず部屋の電気を点つけようと布ふ団とんから出ると、スイッチの元まで歩いて行き──ぱちっ。

　電気が点つくと同時、後方で息を飲む音が聞こえた。

「……っ」

　振ふり返かえると、私を見て顔を真っ赤にする貴き一いちの姿。

　どうしたのだろうと一歩近付くと、あからさまな動どう揺ようを示した。

　瞬しゆん間かん、ぞくぞくと私の中の嗜し虐ぎやく心しんが強く刺し激げきされる。

「……ねぇ、どうしたの？」

「……っ、い、いやその、て、天使が降臨したのかと思ってつい見み惚とれて──」

「ふーん、そうなんだぁ♡」

　今の私の表情は、これ以上なくニヤけていることだろう。

　でも仕方がない。興奮して仕方がない。

　さらに一歩、二歩と近付く。

　どうしよう、いけない扉とびらを開いてしまったかもしれない。

　張はり裂さけそうなほど心臓が脈動し、興奮のあまり身体からだが火ほ照てってくる。

　そしてついにベッドに腰こし掛かける貴き一いちのもとに辿たどり着ついた。

「く、胡桃くるみさんっ！」

　すると突とつ然ぜん立ち上がった彼に手を摑つかまれ、強く引き寄せられる。

　バランスが崩くずれた私は彼の腕うでの中に倒たおれ込こみ、優やさしく受け止められてそのままベッドに押し倒された。

「ひゃっ……んっ、……へっ？　ちょ、え？」

「今の、誘さそってるって受け取っていいよね？」

「え、あっ、ちょっ……んぶっ♡」

　驚おどろいていると唇くちびるをふさがれる。

　一いつ瞬しゆん驚おどろきつつも受け入れ──そして今の自分の行動を俯ふ瞰かん。

　確かに、そうとしか思えない。

　というか、間ま違ちがいなく誘さそっていた。

　性欲に思考回路を乗っ取られていた。

「んっ、んむぅ……っぷはっ♡　はぁ、はぁ……♡　ご、ご飯はいいの？」

「さすがに我が慢まんできないです」

「もう……変態なんだから」

　せめてもの抵てい抗こうにそう告げると、思いもよらぬ言葉が返ってきた。

「最近よく思うんだけど、実は胡桃くるみさんの方が変態だったりするんじゃない？」

「ばっ！　そっ、そんなわけないでしょ!?」

「いや、でも修学旅行でもキスされたり、案外積極的に来てくれるような」

「そ……んなことより──し、シないの？」

「っ、胡桃くるみさん！」

　話題を逸そらすと、なんとも簡単に誤ご魔ま化かされてくれた。

　けど、彼の言うことは正しい。

　たぶん、というか絶対に私の方が変態である。

　何しろ一方的に襲おそっているのだから。

（……夜よ這ばいしたこと、いつかは言わなきゃいけないよね）

　キスに応えながら、私は茫ぼう然ぜんと考える。

　まぁ今は絶対無理だけども。

　嫌きらわれることを心配しているんじゃなくて、もっと自分勝手な理由。

　単純に、恥はずかしいのだ。




　だけどこれから先、私は彼と一いつ緒しよに生きていく。

　その中で、いつかは言える日が来るかもしれない。




　いつか、貴き一いちと共に歩く未来。

　それを妄もう想そうしつつ、私は幸せに身を委ねるのだった。
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　平均的なライトノベルの二巻の発売としては、かなり期間が空いてしまいました。

　楽しみに待っていてくださった皆みな様さま、申し訳ございません。ですがその分、内容としては面おも白しろい作品になったのではないかと感じております。全編完全書き下ろしであり、ＷＥＢ版の続きでもある本巻。楽しんでいただけたでしょうか？　皆みな様さまの日常における、笑え顔がおのひとつとなれば幸いでございます。

　そして本巻にて、この作品を書き始めた際に考えていた構想をすべて書き終えました。ＷＥＢにて作品を公開してから二年以上かかりましたが無事に完成しました。これも皆みな様さまの応おう援えんのおかげでございます。




　さて自分語りも終えたところで、ここからは本作が完成するまでにお力ちから添ぞえをいただいた皆みな様さまへの感謝を。

　まずはイラストを担当して下さったｋｒ木様。一巻に引き続き美しいイラストの数々、誠まことにありがとうございます。表紙を飾かざる胡桃くるみさんの鮮あざやかさには、思わず感かん涙るいしてしまいました。可か愛わいい。めちゃくちゃに可か愛わいいですっ！

　次に編集の佐さ藤とう様。何度も何度も〆しめ切きりをぶっちぎり、ご連れん絡らくの度に『まだちょっとできてないです』と返す愚おろかな私を見捨てず、それどころか数々のネタのご提案までいただき、本当にありがとうございます。おかげで無事、こうして二巻を世に送り出すことが出来ました。

　また、校正者様、印刷に携たずさわった方々。その他、私の知らないところでお力ちから添ぞえをいただいた皆みな様さまに感謝を。

　そして何より、応おう援えんして購こう入にゆうして下さった読者の皆みな様さまに、最大にして最上級の感謝を。

　ありがとうございます。

　またいつか、どこかでお会いできることを楽しみにしております。

　それでは。


赤あか月つきヤモリ　










電子書籍特典　書き下ろし短編

『胡桃さんと相合傘』









　学校も終わり、今日も今日とて胡桃さんと仲睦まじく下校である。

　本日はもう十一月も下旬なのにあいにくの雨。

　しかし俺の心模様は晴れ模様となっていた。

　何しろ——

「い、意外と恥ずかしいわね、相合傘」

　そう言って自分たちの上、一本の傘を見上げる胡桃さん。彼女は頬を僅かに紅潮させつつ、恥ずかしさを誤魔化すように自らの長い黒髪をいじっていた。

　そんな彼女を見て俺は一言。

「世界一かわいいよ、胡桃さん」

「まったく話がかみ合ってないんだけど!?　って、ご、ごめん」

「大丈夫大丈夫。濡れてない？」

「ん、うん。……ありがと」

　彼女の動きに合わせて傘を動かすと、感謝の言葉と共に胡桃さんはさらに一歩俺に近付いた。……やばい、思っていた以上にドキドキするな。

　それにしても、なぜ相合傘なのか。

　理由は単純。胡桃さんが傘を持っていなかったからだ。

　まぁ、降水確率低かったしね。

　因みに俺もマイシスターに持って行けと言われなかったら持って来てなかった。

　天気予報のチェックを欠かさないマメな妹に感謝である。

　おかげでこんなドキドキシチュに陥っているのだから、今度甘い物でもプレゼントするとしよう。

「……ん？　疲れた？　代わる？」

　ふと胡桃さんが優しい声で提案してくれた。

　少し黙っていたことで勘違いさせてしまったらしい。

「全然問題ないよ！　むしろ胡桃さんのためなら一生涯でも隣で傘を差し続けたいぐらいだ！」

「お、大げさなのよ」

「本心だよ。知ってるでしょ？」

「っ、わ、わかってるわよ！　もうっ」

　胡桃さんは頬を朱に染め顔を逸らし……不意に何かに気付いたように傘を見上げ、かと思えば今度は俺を見つめてきた。あらかわいい。……じゃなくて、どうしたのだろう。

　彼女の視線を辿れば、そこには傘から飛び出して少し濡れた俺の肩。おっと。

　慌てて隠すが少し遅かった。

「ぬ、濡れてるじゃないっ」

「胡桃さんを濡らすわけにはいかないからね！」

「だ、だからって……あー、もうびちゃびちゃ。寒かったでしょ？」

「俺の心はいつだって愛の炎で燃え上がってるからこれくらいなんてことないよ！」

「はいはい。それより早く入って」

　びっくりするぐらい軽く流されちゃったよ。

　しぶしぶ言われた通りに入ってみるが……やはり狭い。

　いつ胡桃さんが雨に濡れてもおかしくない状況だ。

「やっぱり胡桃さん濡れそうだし、それに俺もう濡れてるしさ——」

　そう告げて胡桃さんの方に再度傘を傾けようとして、

「だめ」

　きっぱりと断られた。

「そ、そういうの嬉しいけど……あ、あんたが心配してくれるのと同じように、私だって心配するんだから……だから、ね？」

　優しい笑みを浮かべてお願いするように告げた胡桃さんは、そのまま身を寄せてきて——肩と肩が僅かに触れ合った。

　必然彼女の美しい顔も至近距離にあって……。

「好きだ」

　気が付けばいつものように愛を囁いていた。

「……へ？」

「いや、何というかもうダメだ。そんなことを言われたら胡桃さんへの愛が溢れて仕方がないんだけどっ!?」

「ちょ、え、えぇ？」

　顔を真っ赤にして身を一歩引こうとする胡桃さん。

　しかし雨が降っているため逃れることは出来ず、照れているにもかかわらず顔を逸らすことすら難しい状況が完成していた。

「さあ、濡れるといけないからもっとくっ付こうじゃないか！」

「へ？　あっ、ちょ、へ、変態っ！」

「俺は胡桃さんを心配しているだけだから」

「そういう意味で言ったんじゃないんだけど!?　あ、ちょっと！」

　慌てる胡桃さんを軽く抱くように身を寄せる。

　一瞬抵抗して見せた胡桃さんであるが、

「～～～～っ」

　すぐに口をキュッと結んで借りてきた猫のように大人しくなった。

　そしてゆっくり俺を見つめると、恥ずかしさを隠しきれない表情で告げる。

「あ、歩きにくいんだけど……」

「離れて欲しい？」

「そ、それは……」

　胡桃さんが言い淀んでいると、結論を出す前に赤信号に止められた。

　自然、胡桃さんと視線が合う。

「……」

「……」

　そして、

「と、止まってる時なら……いいわよ……」

　顔を逸らした上に、口元を手で覆い隠しながらの言葉。

　しかし胡桃さんの耳は真っ赤になっていて——。

「一生赤信号ならいいのに」

「ばか……あ、青になったから行くわよっ」

「そんなぁ」

　無慈悲な現実に思わず嘆くと、胡桃さんはくすりと笑って一言。

「別に、赤じゃなくても抱きしめてくれるんでしょ？」

「それはもちろん！」

「じゃ、行くわよ」

　そして二人並んで歩きだす。

　そんな何てことのない下校の一幕だった。





































飛とび降おりる直ちょく前ぜんの同どう級きゅう生せいに『×××ピーしよう！』と提てい案あんしてみた。２
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